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１章　延長線上の非日常



「まったく……どういう神経があったら、昼休みから放課後までぶっ続けで居眠りが出来るんだ？　呆あきれるぞ。いや、呆れを通り越して少し健康が心配だ。大丈夫か？」

　阿あ部べ春はる明あきは説教されていた。

「……いや、俺おれだってまさかこんなに眠るつもりは無かったんだよ。何てったって六時間目の日本史は俺のご先祖さまが大活躍した平安時代だったから。むしろ寝過ごしたことが悔しいぐらいだ……ちくしょー。まぁ、試験には絶対出ないけどね、俺のご先祖さま」

「五時間目の英語は？」

「俺は将来、陰おん陽みよう師じになる予定だからイングリッシュ必要ない」

「またアホなことを……」

　二人の他ほかに誰だれもいない放課後の教室だった。明かりも点ついておらず、薄暗い。

　窓の外から運動部のかけ声がかすかに聞こえてきて、静寂をかえって強調している。

　帰宅部の春明は、本来ならとっくに帰っているはずの時間だった。

「授業を寝過ごしてきみの成績が悪くなるのは自業自得だから、まぁいいだろう。だけど、だからといって授業の始めから終わりまでひたすらアホヅラで眠りっぱなしというのは、さすがに先生に対して感じが悪いと思わないか？」

　嬉うれしそうに説教をしているのは、女の子だ。

　白しら峰みねかおる――クラスメイトの委員長。

　背筋に鉄骨でも通っているのかというぐらいいつも姿勢が正しくて、アイロンのきいた制服を校則も破ることなく身につけている。髪の毛は短く、顔も化粧がいらないほど整っていて、どこかロボットめいたクールさがある。

　そして勉強も運動も完かん璧ぺきにこなす、完全無欠の優等生だった。

　こんな彼女から声をかけてもらえるのは光栄の極みという気もするが――しかし彼女は説教の他ほかにコミュニケーションの仕方を知らないような人間だった。

　春はる明あきはこの凛りんとした声に、いつもガミガミやられている。

「どうした？　私の顔をじろじろと見て。話を聞いているのか？」

　――春明は寝ぼけ眼まなこでつい、彼女に見とれてしまっていた。

「いや、説教する顔も綺き麗れいだなぁと思って」

　かおるは「むっ」と不気味そうにした。

「またそうやってくだらない嘘うそで誤ご魔ま化かそうとする。ちゃんと話を聞いてくれ」

　少しの動揺も見せずに、そんなことを言う。

　ちょっとぐらい照れてくれてもいいのにと、春明は残念に思った。

　つくづく質実剛健という感じだ。まったく美び貌ぼうの持ち腐れだった。

「……おまえは本当に、俺おれのことを説教するのが好きだね」

　春明がため息をついてふてくされると、かおるは「クスッ」と笑みをもらした。

　無感情なロボットが、不意に人間に切り替わったような瞬間――それだけであたりの空気が華やかになって、花の芳香でも漂いそうな笑顔――春明はドキッとした。

　かおるはどこか浮世離れした優等生で、誰だれに対しても一線を引いたような付き合い方をする。外見だけでなく、性格もやはりプログラムがなされたロボットのような人間なのだ。

　感情というものを、滅多に外に出さない。

　そんな彼女が、春明のことだけはやけに気にかけて、笑みまでもらすのだ。

　無表情を装っているけれど、つい気持ちがあふれ出てしまう――そんな風ふうに感じられて、思わずうぬぼれそうになる。もしかすると彼女は、自分のことを……。

「きみみたいにいいかげんな人を見ていると、なんだか安心するんだ」

「何だ、バカにされてただけか」

　胸キュンな展開を期待して損をした。

　これじゃあただの説教マシーンだ。ひどい。

「他ほかの奴やつは？　掃除してたんじゃなかったのか？」

　目覚めの言葉は『起きろ、施せ錠じようが出来ない』だった。教室の戸締まりをするということは、掃除が終わった直後ということだ。

「それが、気がついたら誰だれもいなくてね」

「いなくなった？」

「山やま田だが急にお腹が痛くなったって言って帰ってしまって。加か藤とうは部活の先輩に大至急で呼び出されて。石いし塚づかはラブレターで校舎裏に呼び出されて、吉よし岡おかは果たし状で校舎裏に呼び出されて、飯いい島じまは祖父が死んだって言って……月つき宮みやさんは無言で帰った」

「石塚くんと吉岡くん、校舎裏ですごい気まずいことになってるじゃないか。それに飯島くんのお祖じ父いちゃん今年に入ってから何回死んでるんだよ。１アップキノコでも栽培してるのか、あいつんちは。それとも死んでも生き返る吸血鬼か。……おまえさ、そんなみえみえの嘘うそにだまされるなよ」

『吸血鬼』という単語が春はる明あきの口から出た瞬間、かおるはギョッと目を丸くした。

「……どうかした？」

　実はホラーが苦手とか、そういうギャップ萌もえ要素でもあるのだろうか。

「あ、いや……なんでもない」

　彼女は落ち着きを取り戻す風ふうに深呼吸をしてから。



    

  
    
      



    

  
    
      

「もちろん嘘うそだと思ったけど、私はヒマだったから。別にいいかなと思って」

「ふぅん……」

　完かん璧ぺきな優等生。教師からの信頼も厚いクラス委員長。

「おまえってさ」――真面目まじめなのをいいことに、便利に使われてるんじゃないかと口にしかけて、春はる明あきは口をつぐんだ。

「すごいヒマなんだな」

　彼女はかすかに苦笑いを浮かべて頭をかいた。こんな何気ない苦笑だって、春明以外には滅多に見せるものではない。その頭をかくしぐさで、ふと彼女の右手首にぐるぐる巻きにされている十字架ロザリオが窓からの陽光を弾はじいてキラリと光った。

　まぶしい。吸血鬼（？）の孫の飯いい島じまくんだったら灰になっていたかもしれない。

　……彼女は幼い頃ころに両親と妹を失って、親しん戚せきに引き取られたのだと聞いたことがあった。

　その際に熱心なクリスチャンになったのだとも。

　彼女のストイックなまでに真面目な性格は、そうした背景が由来なのかも――とまで考えて、春明は勝手に想像を巡らすのは失礼な気がしてやめた。

「それにしても嘘をついて掃除をサボろうなんて、最低の連中だな。許せませんな」

「自分のことを棚にあげてそういうことを言う。きみの方がよっぽど嘘つきじゃないか」

「俺おれは嘘つきだけど、そういう悪質な嘘はつきませんよ。本当に」

「さっき私が綺き麗れいだなんて悪質な嘘をついたじゃないか。ああいう嘘は罪深い」

「それは本音ですよ。だって俺かおるさんのこと大好きですよ、本当に」

「そうか。私も春明のことは大好きだからそういうお世せ辞じは言わなくていいぞ。私は自分のことは自分でちゃんとわかっているつもりだ」

　いや、わかってないだろう。……ほめ言葉がすべて封殺されてしまって、春明はため息をついた。日ひ頃ごろからお調子者だと、肝心な本音も信じてもらえない。

　自分の言い方が悪いと、わかってはいるけれど。

「あ、でも月つき宮みやさんは嘘をつかず無言で帰ったのか」

「うん。まぁ、彼女はいつものことだな」

　月宮詩し絵え――誰だれにも心を開こうとしないクラスメイト。通称、『孤高の君』。

　彼女に「掃除をサボるな！」と注意をする勇気は、春明にも無かった。

　月宮さんだったらしょうがないな……そんな風ふうに思わせるポジションだ。

「しかしこんな時間まで一人で掃除してたのか。……起こしてくれれば、手伝ったのに」

「ううん。ずいぶん長い時間、きみの寝顔をながめていたからね」

「えっ」

「面白い顔をしていたから」

「なんだ、バカにされてただけか……」

　胸をときめかせて損した。……せっかく放課後の教室に二人っきりなのに。

　不意にかおるが春はる明あきの手を握ってきた。柔らかな感触に春明はドキッとするが、同時に冷ややかな金属の感触も手渡されている――これは、教室の鍵かぎだ。

「それじゃあ、あとはよろしく。ちなみにきみの机だけ動かせなかったから、きみの机の下だけ掃除していない」

「え？　なんだって？」

　一方的な言葉を残して、彼女は教室からすたすた去ってしまった。

　春明はポツンと取り残されてしまった。自分の机の下だけ掃除していない……。

　忠告を無視して帰ろうかと思ったものの、自分の机の下を覗のぞきこむと、そこにはただ掃除しなかったというだけではありえない量のホコリが散らばっていた。ひどい。

　春明はウンザリとして、足でホコリを払はらい散らし、それですませて帰ろうとした。

　が、けっきょく罪悪感にかられて、ホウキとチリトリでしっかり掃除をした。

　もちろんかおるはそこまで見越していたに違いなかった。

　彼女にしては珍しいお茶目。……誰だれに対しても見せる一面ではない。

　ちょっぴり甘酸っぱい気持ちになりながら、春明は一人で教室を出た。



　廊下には誰もいなかった。いるはずもない。

　帰宅部ならとっくに学校を出ているはずだし、部活は今が一番盛り上がっている頃ころだ。

　……と春明はそう思ったのだが、階段までたどり着いたところで意外な人物を目にした。

　磨き抜かれた白銀を糸にしたような、幻想的なまでに美しい銀髪――それがポニーテールに結ばれて揺れている。後ろ姿でも一目でわかった――月つき宮みやさんだ。

　彼女は掃除をサボって帰ったはずなのに、どうしてこんな時間まで学校に残っているのだろう。……月宮さんは上の階段から降りてきた。春明たち二年生の教室は四階建ての最上階にあって、その上には屋上しかない。

　どうやら彼女は屋上で時間をつぶしていたらしい。

　そして春明より一足先に、階段を下りていく。

『孤高の君』などと呼ばれる女子生徒――彼女は異質な存在だった。

　何しろ格好からして制服を着ていない。いつもお姫さま的なドレスに身を包み、教師に注意されても聞こえていないかのようにツンと無視をする。

　クラスメイトから話しかけられても無視をする。授業中に指名されても無視をする。

　言ってみれば不良なのだが、イメージ的にはむしろ『貴族』という感じがする――周囲からの声を無視するときの彼女は、『自分はおまえらとは違うのだ』とでもいうような、侮蔑を感じさせる冷たい表情をしていた。

　他ほかのクラスメイトたち『平民』とは違うルールの下で生きているのだろう。

　どうして退学にならないんだろうな。

　……だけど春はる明あきは、彼女の姿は『孤高』ではなく、ただの『孤独』に感じていた。

　彼女は窓際の席で、外を眺めながら、銀色の髪をしょっちゅう弄いじっていたからだ。自分の髪の毛をやたらと触るのは、心理学では寂しさの表れとされている。もっと誰だれかに触られたいと、無意識に願っているしぐさなのだ。

　春明はそういう知識に詳しい人間だった。だから何度も、他ほかのクラスメイトや教師たちよりも粘り強く、彼女に声をかけ続けた。……しかしその執念は実を結ばず、春明はけっきょく『彼女がどんな声をしているのか』さえ知らない。

　そんなちょっぴりビターな感傷にひたりつつ、春明は月つき宮みやさんのあとをついていく。彼女の方は春明に気づいた様子は無く、一定のペースで階段を下りていく。

　一階への階段の途中で、踊り場を挟んで、彼女の姿が見えなくなった。わずかに遅れて春明も踊り場を曲がり、最後の階段にさしかかる。すると、

　彼女がいなくなっていた。



　春明はキョトンと目をまたたかせた。

　慌てて残りの階段を下りきるが、その先の廊下に人の気配は無い。階段から下駄箱まではそれなりの距離がある。走ったとしても、このわずかな時間に間に合うはずがない。

　踊り場を挟んで彼女が見えなくなった――その一瞬の間に、彼女は消えてしまった。

　何が起こった？　――人間がとつぜん消えるなどあり得るはずがない。

　この高校――『私立紅くれない学園高等学校』に地下は無い。下りの階段は一階でお終しまいだ。

　普通の学校なら物置にでもされていそうな階段裏も存在せず、そこは不自然に壁で埋められている――違和感のあるデッドスペース。春明はきょろきょろとあたりを見回した後、その壁に向き合った。

　どこかうさんくさい壁。……これまでは気にしたことも無かった壁だけれど。

　人間がとつぜん消えるなどあり得ない――だったら考えられるのは隠し通路だ。

　この壁の先に、地下への階段が隠されているとか？　疑い深く視線を向けても、ニンジャ屋敷みたいに隠し扉とびらがありそうな継ぎ目なんてものは見当たらない。

　綺き麗れいさっぱり、つるつるすべすべ美肌な壁さんだ。

　それでも春明は、何となく壁に右手を伸ばしてみた。するりと、手が壁をすり抜けた。

「ええっ!?」

　上体が前に泳いで、春明は体ごと壁に飛び込んだ。しかし立体映像みたいになんの感触も無い。慌ててバランスをとろうと右足を前に踏み出すが、それも空を切る。

　足を踏み出した先には段差があった。ガクリとバランスが崩れて、春明はゴロゴロと転がり落ちる。全身をしたたかに打ち付けて思わず悲鳴をあげた。

『壁のこちら側』は暗くら闇やみだった。目眩めまいと混乱で立ち上がることもできず、手足をバタつかせながらあたりの様子を探る――段差。やはり階段だ！

　ゲームじゃあるまいし、まさか本当に隠し通路があるとは……。

　春はる明あきは足元に気をつけながら、ようやく立ち上がった。手探りで確認した感じでは、学校の階段と同じ横幅、同じ材質で、あくまでも校舎の続きだと感じさせた。

　ただし異様に長い階段だった。踊り場が無く、ひたすらまっすぐと続いている。

　ほんのわずかな光が、階段を降りていった先から漏れていた。

　逆に階段をのぼっていけば、先ほどの壁を越えて廊下に戻ることが出来るかもしれない。

　しかし月つき宮みやさんは、この先に向かったに違いない。……もしかしたら、彼女と仲良くなれるチャンスなのかもしれない。自分の想像どおりに彼女が孤独なのだとしたら、放ほうっておくわけにはいかないと思った。

　それは人の心の闇を見通す力を持った、『陰おん陽みよう師じ』を目指す自分の務めのはずだ。

　得体の知れない状況だったが、春明は長い階段の先へ足を踏み出した。



　……長い階段だった。少なくとも普通の建物でいう地下二階や三階などといった規模ではない。ずいぶんと降りた気がするが、階下の光は遠かった。

　やがてようやく明るい世界にたどり着いた。

　階段が途絶えると、ゴツゴツとした岩肌に足が触れた。扉とびらも無いのに、校舎から外へ出たのだと感じる――外？　ここは地下のはずなのに。

　春明は驚きをもってあたりを見回した。

　そこには果てしなく広大な洞どう窟くつ――異世界じみた『地底世界』が広がっていた。

　地下なのだが、それほど暗くない。満月の夜より少し明るい程度――しかし岩に覆われた高い天井に、地上の光が差し込んでいる様子は無い。

　恐ろしく広いが、岩の壁や天井のところどころが幻想的に光って、空間をわずかに照らしている。階段の出入り口に面した近くの岩壁に触れると、もっさりとコケの感触がした。

　そのコケが、青白い光を放っているのだ。光るコケ――こんな植物、存在するのか？

　周囲には二階建ての家ぐらいの大きさの、とんがりコーンみたいに尖とがった岩山が乱立していた。非現実的な風景だった。天井は高く、空間は広大だった。

「どうなってんだ、こりゃ？」

　ついさっきまで自分は放課後の教室にいて、クラスの委員長とイチャイチャトークをしていたはずなのに……もしかして、昼休みからの居眠りがまだ続いていて、自分は夢でも見ているのだろうか。

　月宮さんの秘密にワクワクしていた春明の気持ちが、少しずつ不気味さに取って代わっていった。……しかし彼女の姿を見ないことには、引き返すわけにもいかない。

　地面からはビッシリと岩山が立っていて、その間を縫ぬうようにして一本の道がするすると伸びている。春はる明あきはその道を進んでいった。曲がりくねった道をしばらく進むと、岩山に隠れるようにして、巨大な影がそびえていた。

　春明は驚きに息をのんだ――それは『城』だった。

　中世の西洋か、もしくはファンタジー世界そのものといった古城。

　建設様式でいえば、ゴシック様式になるのだろうか。あちらこちらの装飾がツンツンと尖とがっている。魔王でも住んでいそうな雰囲気だ。もしくは悪魔城ドラキュラ。

　少し不気味だが……月つき宮みやさんはこの城に入って行ったに違いない。

　春明が巨大な城門に向かっていくと、門はガッチリと閉まっていた。その両りよう脇わきには石像が飾られている。ずいぶん立派な石像だった。ガーゴイルというやつだろうか。少なくとも狛こま犬いぬではない――鳥の顔と翼に、犬の身体からだ、シッポに蛇がついた怪物の形をしている。今にも動き出しそうなくらいリアルだ。

　春明は思わず立ち止まって、右側の石像を見つめた。ちょうど右側の石像は自分の真正面を向いていて、目線がぴったりと合った。

　ふと左側の石像に目を向けると、こちらとも目が合った。

　春明は二つの石像のちょうど真ん中に立っているわけではないので、両方の石像と目が合うのはおかしいなと思った。

　そこで春明がさっとあらぬ方向に顔を向けると、二つの石像は春明の視線を追って、そろってそちらに首を向けた。

　恐る恐る視線を戻すと、石像たちも首を動かして、再び春明を見た。目が合った。

　石像が動いていた。

「うわあああああああああああ!?」

　春明は悲鳴をあげた。

「ぎゃああああああああ！」「どわあああああああああ！」

　石像の方も驚きよう愕がくの声をあげて、文字通り飛び上がった。彼らの身体は石で出来ているようだが、バサバサと翼を羽ばたかせると春明の頭上を軽快に飛びまわった。

「に、ににに人間がいる！　どうしよう!?」

「落ち着け、こういうときは、そうだ！　気絶させてから地上に運び込めば良い！　そうすりゃ勝手に夢だと思うはず!!」

　言いながら、ガーゴイルの一匹が春明の脳天にゴツンと急降下してきた。

「いってえええええええええええええ!?」

　ガーゴイルたちはふざけた口ぶりだが、彼らのクチバシは石で出来ており、それで頭に激突されたものだから、シャレになっていなかった。

　鈍器で思いっきり叩たたかれたようなものだ。思わずしゃがみこんで痛みに悶もだえたが、さらに追撃が飛んできた。もう一匹のガーゴイルも急降下して、春はる明あきの頭を猛打する。

「一発じゃ気絶してないぞ!?」「一度で駄目なら何度でも！」「ワンモアトライ！」

　春明はあえなくぶっ倒れ、悲鳴をあげた。頭からどろどろと血が流れ視界が赤く閉ざされていく。痛みが許容をあっさりと超えて、感覚が麻ま痺ひしはじめた。

「おかしいな、気絶しないぞ」「こういうとき人間界の漫画ならすぐに気絶するもんだが」「漫画だったら首を叩たたいた方がいいんじゃ？」「ナイスアイデア！」

　地面に転がり倒れる春明に、ガーゴイルたちが寄ってたかってゴンゴンゴン！と頭やら首やらを連打してくる。春明は、自分の体内で何かが砕けたり折れたりする音を聞いた。

　ちょ……マジでシャレになってない……。

　痛みは麻痺していたが、ひたすら『信じられない』という思いがした。

　まさかこんなことがあるはずがない。日常では絶対にあり得ない危険な感覚――『死の気配』がした。意識が、遠のいていく。

　いや、きっとこれは夢だ。目覚めればクラスの委員長とのイチャイチャトークが……。

　続くはず……。

　ゆっくりと闇やみが降りてくる。かすかにガーゴイルたちの声が届いた。

「……しまった、やりすぎた」

　阿あ部べ春明。

　デッドエンド。
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　春明は見知らぬベッドの上で目覚めた。

　どうやら死んではいないようだが、状況がよくわからない。もしかしたら天国かもしれない。状況を確認しようと、身を起こした。

　見知らぬベッドで、見知らぬ部屋だった。自分の部屋ではない。春明は紅くれない学園の学生寮に住んでいるが、この部屋は学生寮よりも広く、そしてゴージャスだった。

　自分が寝ているベッドは天てん蓋がいつきで、上質な布団ふとんは天然の羽毛らしくフッカフカ。顔を押し付けると良い匂においがした。

　部屋自体はヨーロピアーンな雰囲気で、何となくゴシックっぽい装飾がされている。重厚な雰囲気だが、しかしあっちこっちに動物さんのぬいぐるみが飾られていた。

　女の子の部屋なのかもしれない。布団の匂いをクンカクンカしながら、そう思った。

　窓がある。しかし外は暗くてよく見えない。ここはどこなのだろう。

　どうして自分はこんなところで寝ているのだろう。どうも直前の記憶が定かではない。頭の中に穴が空いているようだ。うーむ、と悩みながらフカフカの布団をフカフカと遊んでいると、春はる明あきはとんでもないことに気がついた――布団ふとんの中で春明は全裸だった。

「どうやら目覚めたみたいだね」

「キャーッ!?」

　全裸だと気づいたところに声をかけられたので、春明は思わず乙おと女めのような声が出た。

　乙女チックに布団で身体からだを隠しながら、声の発生源に首を向けると、

　そこに月つき宮みやさんがいた。

　緊張で、頭がフリーズした。月宮詩し絵え――背が低く小柄で、貴族的な気配のある美少女。ピンク色のリボンをあしらった華美なドレスに身を包んでいる。

『孤高の君』――誰だれに対しても心を開かず、春明自身も何度もシカトをされた相手。

　その彼女が、自分に対して口を開いている。

　彼女の声を、春明はついに聴いた。イメージしていたよりも、幼く甘い響きだった。

　そして自分は全裸だった。

　……よくわからないけれど、ものすごくあり得ない状況だ。

「きみは、阿あ部べ春明……だよね？　うん、他ほかのクラスメイトは顔も名前もわかんないけど、きみの名前はちゃんと覚えてる」

　教室のときの冷たい表情とはまるで別人のように好意的な笑みを浮かべて、うんうんと頷うなずきながら月宮さんが言った。

「ど、どうして？」

「何度も話しかけてきてくれて、いちばん優しそうだったから」

　彼女は「えへへ」と表情をほころばせた――初めて見る笑顔。何これ超可愛かわいい。

　春明は感動で胸がじーんとした。返事こそもらえていなかったが、自分の行動はちゃんと彼女に届いていたのだ。何が何だかよくわからない状況だが、それは喜ばしいことだ。

　いや、ちょっと待てよ。すると自分は、彼女に全裸を見られてしまったのか？

　……彼女が自分をここまで運んだのなら、そういうことになる。そう思い至って、春明は男だてらに恥じらいを感じた。

「いや、俺おれの名前は山やま田だ光宙ぴかちゆうだ」

「えっ!?」

　春明はとっさに嘘うそをついた。とっさに他人の空似ということにして、全裸という危機を乗り越えようとしたのだ。……しかしそうなると、せっかく彼女と仲良くなれそうな機会なのにそれを棒に振ることになる。ううむ……。春明は内心で苦悩した。

　一方で月宮さんは「う、嘘……人違い……？」とつぶやいて、へにゃへにゃとその場にしゃがみこんでしまった。

「確かに、ずっと話しかけてくれた人の顔だと思ったのに……それとも名前を覚え間違えてたのかも……どうしよう、自信ないよう。もう『血をあげちゃった』のに……」

　しかし詩し絵えは「ああでも、もう仕方ないのだ！　もういいや、光宙ぴかちゆうでも」と心を決めるように立ち上がり、深呼吸をしてから春はる明あきに向き直った。

「ぼくの名前は月つき宮みや詩絵」

「知ってるよ、クラスメイトじゃないか」

　ぼくっ子だったのかと、春明は妙なところに驚きながら応えた。

「……確かにそのとおり、クラスメイトだけど、ぼくはただの高校生なんかじゃない。……このぼくには秘密があるのだ。我が眷けん族ぞくとなったきみにだけ、隠していたぼくの尊い身分を明かしてあげよう！　ぼくこそはこの魔界の大部分を支配する吸血鬼の王、ヴラド・ドラキュラ・ツェペシュのひとり娘！　高潔なる吸血鬼の姫君なのだっ！　偉いんだぞ！」

　月宮さんはえっへんと胸を張って言った。

　春明は驚きよう愕がくした。……なんてスケールの大きい嘘うそをつくんだろう。

　いや、嘘つきというより電波だ。ものすごく中二病な妄想だ。

　う、うーん、口を開いたらこういう人だったのか……放ほうっておけないとは思ったものの、やっぱり関かかわり合いにならない方が正解かもしれない。

　よし、やっぱりこのまま偽名をつきとおそう。

「それより、俺おれはどうしてこんなところにいるんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あれ？　吸血鬼ってとこにもっと食いついてくれないの？」

「はいはい、吸血鬼ね。吸血鬼」

　電波発言をスルーしようとする春はる明あきに「ぶーっ」と月つき宮みやさんは不満げな顔をした。

「まぁいいや。とにかくきみはぼくの眷けん属ぞくになったのだ」

「眷属？　……それは俺おれが全裸なのと何か関係があるのか？」

「全裸については後で説明するのだ」

「後にまわさないでくれ！　最重要事項だ！」

　それに、けっきょくここはどこだ？　どうして自分はこんなところにいる？

　あれ？　もしかすると全裸なんて全然大して重要なことでもないのか？

　春明は全裸のせいで極めて深い混乱に陥っていた。

「……何も憶おぼえてないの？　どうしてこうなったのか、順を追って思い出してみなよ」

　それはさっきからやっていた。放課後の教室。かおるとの会話。それからひとりで家に帰ろうとして……その後、何かとんでもないことがあった気がする。

　そこから先が思い出せない。いや、思い出したくないような……。

　でも何かものすごく衝撃的な出来事があったような……。

「きみはどうしてか知らないけれど、学校と魔界の間をつなぐゲートに入り込んで、魔界に侵入しちゃったのだ。それでこの城の門番をしているガーゴイルたちが気絶させて地上に戻そうと思ったらしいんだけど、ついやりすぎちゃって、きみはボロボロにされちゃった。このままだと死ぬぞーってなところで、ぼくが吸血鬼の血を与えて蘇そ生せいさせたんだよ。そしてぼくの血を身体からだに受けたことで、きみはぼくの眷属になったなのだ。助けてもらえて光栄に思って欲しいのだ」

「なんだってーっ!?」

　と叫んでみたものの、とても信じられる内容ではない。

　……つまり壮大なドッキリということか。

　あまりにもとんでもない内容だったので、春明は理解することを放棄した。……魔界だとか吸血鬼だとかガーゴイルだとか、そんなものが現実に存在するはずがないもんな。

　ましてや普通の高校生である自分が死にかけて、吸血鬼に蘇生されるだなんて、そんなことがあり得るわけがない。

　やれやれ……陰おん陽みよう師じを目指している自分がドッキリにハマってしまうなんて。それにしてもずいぶんと大掛かりなドッキリじゃないか。春明は「フフフ」と不敵に笑った。

　コンコンとノックの音がした。月宮さんが「いいよ」と返事をした。

「失礼します。着替えをお持ちしました」

　扉とびらを開けて現れたのはメイドさんだった。二十代前半ぐらいと思おぼしき綺き麗れいなお姉さんがシックな装いのメイド服を着ていて見み目め麗うるわしい。手にはカゴが捧ささげ持たれていた。

「きみの服は血や内臓でだいぶグロテスクなことになったから、だから全裸なんだよ。傷を治すのにも邪魔だったし。だけど大丈夫、着替えを用意したからね」

「どうぞ」

　メイドさんが春はる明あきに寄ってきて、うやうやしくカゴを手渡した。

　どうやら次はこれに着替えなくてはならないらしい。

　それにしてもこのドッキリはいつまで続くのだろう。制服はちゃんと返してくれるのだろうか。カゴを受け取って、春明は中身を取り出した。

「詩し絵えさまの服ではサイズが小さいと存じまして、私の服を持ってまいりました」

　胸にロリコンと書かれたピンク色のＴシャツと、いかにも野暮ったいあずき色のジャージズボンが入っていた。上下合わせたらかなりスピード感あふれるコーディネートになりそうだ。それらの下に、柔らかく丸まったピンク色の何かがある。春明は手にとって鑑定してみた。伸縮性あふれる生地感。ふむ……これはパンティーですな。

「なんだこりゃ!?」思わず悲鳴が飛び出た。

「言われたとおりに、下着は私のではなく詩絵さまのをお持ちしましたが、本当によろしかったんですか？」

　メイドさんが月つき宮みやさんに問いかけると、彼女はモジモジした。

「だって、ぼくの眷けん属ぞくにメイドの汚いパンツなんて履かせるわけにはいかないし……」

　月宮さんの言葉に、メイドさんが「キャッ」と頬ほおを染めた。

「誰だれのパンツか以前に、女もののパンツなんて履けるわけないだろ!?」

「でもこの城には女しかいないから……」

「だったらノーパンで構わないよ！」

　くそ、なんて屈辱的なドッキリだ。春明は泣けてきた。手にしていた布で、涙を拭ぬぐった。いきなり全裸にされて、そのあげくに女のパンツを履かされそうになるなんて……。

　そもそも春明はドッキリが大嫌いだった。他人に恥をかかせて笑うなんて最低の嘘うそだ。嘘つきの風上にも置けない。

「きみ……それ、ハンカチじゃなくてぼくのパンツだよ。ちょっとだけ、恥ずかしいな」

　パンツ握り締めたままだった。月宮さんがモジモジした。

「わ、わかってる！」春明は慌ててパンツをカゴに戻して、月宮さんにつき返した。

　カゴを受け取りながら、彼女は「でもぼくたちは『これから好き合うことになる』んだし……これぐらい、別に……」と小さくつぶやいた。

　しかしそのモゴモゴとしたつぶやきは、春明の耳には届かなかった。

「でも……素朴な疑問なんだけど、女の子は胸をブラジャーで支えていないと形が崩れちゃうけど、男の子も、その、アレを下着で支えないと、形が悪くなったり、ぶらんぶらん揺れて痛かったりしないの？　履かなくて大丈夫？」

　月つき宮みやさんは無む垢くな表情で首をかしげた。

「俺おれのジョニーはそんなに暴れん坊将軍じゃない！」

　アレってどれのことだよ！　何の話をしているんだよ！

「だって、大事なところの一大事だと思う。……それとも支える必要がないぐらい小さいってこと？　まだ幼い女の子にブラジャーが必要ないみたいに」

「う、ううううううううるさいわ！」

　もしかしたら自分のジョニーが特別小さいのではないかと、春はる明あきは不安になった。

「えへへ」

「笑うなよ……」

　本当に何の話をしているんだよ。

　おかしい。どうして月宮さんはこんな意味不明なドッキリに自分を巻き込んでいるのだろう。それにその態度はやけに親しげで、教室での姿とえらく違う。

　さらに不思議なことに、春明自身の気持ちにも、月宮さんに対して妙な親近感があった。何な故ぜか赤の他人に思えなくて、つい馴なれ馴なれしいツッコミを入れてしまった。

「大丈夫、安心して。実は……見栄をはってつけてはいるけれど、ぼくもブラジャーあんまり必要ないのだ。ぼくたち、おそろいだね！」

「そんなカミングアウトされてもリアクションに困るんだけど!?」

「仲間同士、仲良くしようね！」

　詩し絵えがぎゅっと手をつかんでくる。ううう、仲間あつかいされてしまった。

　なんだよこのドッキリ。どこに向かっているんだよ。もう狙ねらいが全然わからないよ。

「それではお着替えください、失礼します」

　メイドが部屋を出て行く。月宮さんはじーっと春明を見ていた。

「出て行かないの？」

「え？　見てちゃ駄目？」

「いいわけないだろ！」

　春明が慌てて否定すると、月宮さんは、

「まぁ、別に一度もう見たからいいけどね。えへへ」と去って行った。

　やっぱり自分の全裸はすでに見られていたらしい。やはりこのまま偽名を名乗り続けて、タイミングを見計らって脱出するしかない。そして次に会ったときには、

『全裸？　知らないなぁ。俺とよく似た別の全裸なんじゃないか』で通すのだ。

　春明は再び恥辱の涙に濡ぬれながら、与えられた服に身を包んだ。



　着替えた春明は、月宮さんにうながされるまま廊下へと出た。

　移動するらしい。ついて来いと言うので、素直について行く。完全に思考が停止して『焼くなり煮るなりどうにでもしてくれ』という気持ちだった。

　ノーパンな春はる明あきを、月つき宮みやさんとメイドさんが先導していく。

「荷物は運んであるの？」

　月宮さんがメイドさんにたずねた。……荷物とは、いったい何のことだろう。

「はい、フラちゃんにも手伝ってもらって、滞りなく終わりました」

「そ。だったらそこから着替えも持ってくれば良かったのに」

「勝手にタンスの中を漁るわけにはいかないかと存じまして」

「そ。……なーんだ、だったらパンツの心配はいらなかったんだ」

　最後は独り言のような調子で言った。心なしか月宮さんは、メイドさんと話すときは口調が冷たい。やがて先ほどの部屋からすぐ近くの、別の部屋の前で二人は立ち止まった。

「ここが、きみがこれから生活する部屋だよ」

「え？」

　妙なことを言いながら、月宮さんが部屋のドアを開けた――先ほどの部屋と同じ間取りの洋間だ。しかしぬいぐるみが飾られていない。代わりに見覚えのあるタンスやら家具がある。……それらは自分が学生寮の部屋で使っていたものだった。

「ここで生活するって、どういうこと？」

　揺るぎない事実を突きつけられたかのようで、春明はかすれた声を出した。

「え？　そりゃあ、きみはぼくの血を受けて、ぼくの眷けん属ぞくとして生き返ったんだから、ぼくといっしょに暮らしてもらわないと困るのだ。さっきから眷属って言ってるじゃない」

「眷属って……」

　先ほどから月宮さんが繰り返していた言葉『眷属』――確か手下とか配下とか、もしくは『血を分けた親族』とか、そういう意味の言葉だったような気がする。

　自分が――吸血鬼の眷属？

「……もしかして、さっきからぼくの話ずっと信じてくれてなかったの？」

　月宮さんの方を振り向くと、彼女はむっと頬ほおを膨らませて。

　それから背中を向けると、春明の目の前でいきなりポンッと羽が生えた。

　真っ黒な、コウモリっぽい羽。

　春明は思わず手を伸ばして触れてみた。羽の上部分の筋張ったところにはツヤツヤとした毛が生えていて、膜のようになっているところはスベスベしている。撫なでたり、揉もんだりしているとくすぐったいらしく「やだー、もう」と身をよじった。羽の根元に目を向けると……彼女のドレスは背中に切れ込みが入っていて、そこを通って、羽は彼女の肉体から『直接』生えている。

　非現実的な出来事に打ちのめされて、ほとんど気絶していた春明の思考がようやく息を吹ふき返しはじめた。……そうだ。自分はあまりにも急展開すぎる現実を認めたくなくて大掛かりなドッキリなどと思い込んでいたのだ。

　春はる明あきの脳髄に思い出したくなかった記憶が蘇よみがえった。そうだ、自分は確かにあのガーゴイルどもにボコボコにされてスプラッタでゲームオーバーな感じの死に様を迎えていた！

　自分は死にかけて、蘇そ生せいしたのだ！　吸血鬼の魔力によって！

　月つき宮みやさんはぐいっと春明のあごをつかんで、自分の方を向かせた。息がかかりそうなぐらい間近に、やたらと可愛かわいい彼女の顔が迫ってくる。

「きみはぼくのものなのだ。だからこれからよろしくね、光宙ぴかちゆう」

　彼女の顔に見とれながら、春明は呆ぼう然ぜんとつぶやき返した。

「……俺おれの名前は、阿あ部べ春明だ……」

　月宮さんは、「へ？」と不可解な顔をした。

　ささいなキッカケで、何だかとんでもないことになってしまった。
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「どうしてあんな嘘うそをついたの？」

　月宮さんが、唇を尖とがらせて食ってかかってくる。

　メイドさんは「それでは失礼します」と言っていなくなってしまった。

　嘘というのは、先ほどの偽名のことだろう。山やま田だ光宙。

　どうしてと言われても、全裸だったからとしか言い様がない。混乱していたのだ。

　とはいえ普通の人間だったら全裸だからってそんなことをするはずないので、春明は素直に自分のこだわりを明かすことにした。

「それは……俺が安あ倍べの晴せい明めいの子孫で、陰おん陽みよう師じを目指しているからだ！」

　月宮さんは「へ？」という顔をした。

「安倍晴明。知らないのか？　超有名人だぞ？　平安時代に大活躍した陰陽師なんだ」

「陰陽師って何？」

「む、それも知らないのか。陰陽師というのは陰陽術を使う平安時代のスーパースターだ。陰陽術というのは、星の動きから運命を読み取る、占い師みたいなものかな。すごいんだぞ。平安貴族たちはみんな何かあるとすぐ安倍晴明の陰陽術に頼りまくってたんだ」

「えー、星の動きで運命を読み取るなんて、そんなのあり得ないよ。星にそんな魔力なんて無いよ？」

　春明は『吸血鬼だって十分あり得ないだろ』と言いたくなったが、ぐっとこらえた。

　事実、そんなことはあり得ないと春明も知っている。

「うん、そうなんだよ。安倍晴明は実はものすごい嘘つきだったんだ。俺の家系にはこう言い伝えられている――陰陽師は全部、口からでまかせのハッタリだったって。安倍晴明は平和すぎて退屈している貴族たちに陰おん陽みよう術というエキセントリックな嘘うそで日々に刺激を与えたり、優しい嘘で心の不安を解消したり、そういうことをしていたんだ」

　まさに言葉の錬金術。

　口八丁だけで人々を幸せにした自分の先祖を、春はる明あきは心から尊敬していた。

「だから俺おれも安あ倍べの晴せい明めいの子孫として恥じない、ものすごい嘘つきを目指しているんだ。それでさっきも、とっさに嘘をついたんだ」

　春明は瞳ひとみを輝かせて、ぐっと拳こぶしを握った。

「はぁ……」

　月つき宮みやさんはわかったんだか呆あきれたんだかよくわからないため息をもらした。

「春明ならと思って血をあげたけど……何だか思ったよりも変な奴やつだったのだ……」

「変な奴とは何だ。超カッコイイだろ、陰陽師」

「でも、違う人に血をあげたんじゃなくて良かった。……もう、心臓に悪い嘘つかないで欲しいのだ！」

　月宮さんは春明の手を握って、「えへへ」と笑った。ぷにぷにとした手の感触に春明はドキッとした。……本当に教室での姿とは別人だ。

「それじゃあ、春明！　『魔界』を案内してあげるね！」

　月宮さんは親しげにそう言って、春明の手を引いた。



　春明が目覚めたこの建物は、ガーゴイルに襲われたときに目にしていた『あの城』であるらしい。そしてこの地底世界を、月宮さんは『魔界』と呼んだ。魔界は異世界ではなく、地底にあるものだったのだ。そして魔界の住民を称して、『魔物』と言った。

　春明も今後はここに住んで、ここから学校に通うのだと月宮さんは言う。

　何しろ春明は、吸血鬼の眷けん属ぞくなのだから。

　城門に差しかかると、地面に生々しい血痕があって、春明は嫌な気分になった。

　そして二体のガーゴイルが「ごめんなさいごめんなさい！」と飛んできた。

『しまった、やりすぎた』――これが春明が死ぬ間際に聞いた言葉だった。

　世にこれほどひどい死に様が他ほかにあるだろうか。死んでも死にきれないとはまさにこのことだ。うっかりで殺された春明は、彼らに対して怒ってもいいはずだった。

　しかしこうして蘇そ生せいされてみると、どうにも怒る気にならない。

　……たぶん眷属がどういうものなのか、いまいち実感が無いのが問題なんだろうな。

　けっきょく春明は、気が抜けた気分でガーゴイルの二人を許した。

　ガーゴイルたちは「人間ってすげえ！」「なんて度量の深さだ！」と妙な感心をした。

「もうこいつらはいいから、先に行こ」

　月宮さんがぐいっと春明の腕を引っ張る。それから何やら深呼吸を一つすると、そのまま大胆に腕を組んできた。距離がぐっと縮まって良い匂においがしてくる。

　ふんわりと甘い感じで……これは噂うわさにきく女の子の匂いというやつだろうか。

「ちょ、ちょっと月つき宮みやさん!?」

「ダメ？」

　身長差のせいで月宮さんは上目遣いになり、甘えるような口ぶりをした。

「ダメかと言われると、別にダメではないけれど……」

　月宮詩し絵え。曲がりなりにも超がつくほどの美少女。

　……春はる明あきはさすがに困惑した。ほとんど初対面みたいな関係なのにこんなことをされると、喜ぶよりもむしろ対処に困ってしまう。

　腕を組むというより、ほとんど腕に抱きつくといった感じだ。ぎゅうぎゅうとものすごい密着感だった。本人はブラジャーがいらないぐらいと自己申告したが、春明の二の腕あたりに、ドレス越しに、小さいなりにふにふに、ぷにぷにと柔らかい感触がする。

　ていうかブラジャーつけてなくないか、この感触!?

　甘い匂いもあいまってとにかくドキドキしてしょうがないけれど、ダメというわけではないので、春明はその体勢を受け入れた。むしろ春明の頭がダメになりそうだった。

　月宮さんは上目遣いに春明をうかがいながら「にへへ」と子供じみた笑い方をした。

「あと、ぼくを呼ぶときは詩絵って呼んでね」

「えっ」――女の子を下の名前で？　と春明はさらに困った。

　かおるのことはいつも下の名前で呼んでいるけれど、彼女は特別だ。

　急展開すぎる……何かフラグでも立ったのだろうか。選択肢の覚えさえ無いのに。

　教室では、誰だれしもにあんな冷たい態度をとっていた彼女なのに。

「その名字、好きじゃないのだ。シエは父さんがつけてくれた本名だけど、月宮は本当の名字じゃないから」

　そういうことだったら仕方ないと、春明はさしあたり納得した。

「詩絵」――小さくつぶやいてみる。やはり気恥ずかしい。

「詩絵ちゃんでもいいのだ。えへへ」

　彼女の方は嬉うれしそうにそんなことを言う。しかし眷けん属ぞくなら詩絵さまと呼ぶべきなのではないだろうか。距離感が何だかおかしい。

　春明を見上げる詩絵の目は、黒目がキラキラと輝いている。……眼球の瞳どう孔こうは本来なら目に入る光量を調整するために変化するものだが、無意識の心理状態によっても変化する。好意や興味を感じる対象を見つめるときにも、瞳孔は拡大するのだ。

　詩絵のキラキラな視線は、心からの好意と興味を示していた――彼女の積極的な態度は演技ではない。まっすぐな視線に追いつめられ、春明はドキドキしてしまう。ど、どうしてこんなに好かれているんだろう？

　詩し絵えがぴたりと身を寄せながら、春はる明あきの肩口にじゃれつくように頬ほお擦ずりをした。



　不自然なまでに仲良く、カップルみたいに腕を組みながら、春明は魔界を案内されていく。

　道の両りよう脇わきには一軒家ぐらいの大きさの岩山が並んでいるが、これは実は本当に一軒家らしく、魔界ではこうした岩の中身をくりぬいて住居にするのが一般的なのだという。よく見るとところどころに穴が空いていて、そこから中の光が漏れていた。

　たまに住人らしき魔物が道を歩いていて、こちらの様子を物珍しげに眺めてきた。詩絵と同様、人間にそっくりなものもいれば、先ほどのガーゴイルのようにＲＰＧの世界から飛び出してきたようなのもいる。

「――ここは魔界の中で、ヴラド領カントウ人じん魔ま交こう流りゆう特とつ区くと呼ばれる場所。偉大なる吸血鬼の王にしてぼくの父さん、ヴラドが治めている領地で、もっとも平穏な場所なのだ」

　詩絵が誇らしげにそう言った。してみるとそのヴラドという吸血鬼がここら一帯の魔界の支配者で、言ってみれば魔王ということらしい。こいつは魔王の娘か。

「人魔交流特区って？」

「それは、ええと」

　急に詩絵の口ぶりが怪しくなった。

「えーっと、『人魔交流特別区域』。関東地方の地底にあたるこの場所は、魔界で唯一、人間たちとの交流が許されている場所なのだ。交流っていっても人間たちの世界ではおおっぴらにされてないけれど。だから人間世界とのゲートがあるのは、ここだけなのだ」

「ゲートっていうと、俺おれが迷い込んだ、学校とつながっているあの階段か」

「うん、あれは通学用だから学校に直接つながっているけど、他ほかにもいくつかあるのだ」

「どうして日本の関東地方が、交流の対象なんだ？」

「それは、えーっと、日本にはなんか八百万やおろずの神さまみたいな考え方があるから。日本人って得体の知れないものを見つけると何でもかんでも神さまあつかいしてくれて優しいんだ。でもヨーロッパとかの方だと、魔物狩りや魔女狩りだなんていって魔物たちと大ゲンカしたりするんだよ。キリスト教の教義のせいなのかなぁ」

　それから「関東地方なのは、日本の中心っぽいところだから、たぶん」と言った。何だかものすごく自信なさげだった。語尾にも威厳が無くなっている。案内すると言いつつ、あまり詳しくないのかもしれない。

「それで、魔界と人間たちはどんな交流をしてるの？」

「それは、えーっと……色々」

「色々？」

「色々なことをしてるの！　春明は眷けん属ぞくのくせに、そんな高度な問題に首を突っ込んじゃダメなのだ！」

　怒られてしまった。高度って言われても……一番気になるところだと思うけど。

　先ほどの城や、その部屋を思い返すと、魔界独自の文化というよりも人間社会から持ち込まれたものという感じがする。むしろ魔界ならではといった個性があまり見当たらない。

　人間社会のものが魔界に運び込まれる形で何か取引みたいなことをしているのかもしれないな。

　……しばらく歩いていると、やがて行き先に巨大な建築物が目に入った。岩山ではなく、城と同じ石造りの建物だ。味気ない四角形の建物だが、城に負けず劣らずかなり大きい。

　建物の方から『ごうんごうん』と妙な響きが聞こえてきて、近づくにつれて気温が上がっていく感じがした。建物から、熱が放たれているようなのだ。

「詩し絵え、あれは何？」

「あれはねえ、えーっと、確か、ハッテン場……とかそんな名前だった気がするのだのだ」

「ハッテン!?」

　発ハツ展テン場とは――男性同性愛者同士が出会いを求める秘密の場所を指す、ゲイ用語である。春はる明あきは驚きよう愕がくに身を震わせた。

　我ながらよくそんな単語を知っていたものだ。別に春明にそういう趣味があるわけではない。昔に現代用語辞典でひたすらエロい単語を調べていたことがあって、そのとき目当てとは全然違う単語を知ってしまっただけだ。

　どうやら魔物にも同性愛というものがあるらしい。あってもおかしくないとは思うのだが、しかしあの建物から発散されるものすごい熱量はいったい何事だろう。

　これは並大抵のハッテンではない……。

「……違います。あれはハッテン場ではなく、発電所です」

　背後からとつぜん声がして、春明は思わず飛び上がった。詩絵も驚いたらしく、その弾はずみで組んでいた腕が解ほどけた。胸の感触が遠ざかって、春明は残念に思うと同時に気持ちが落ち着いた。振り向くと、女の子が二人いた。

　女の子の一人が、一歩前に出て言葉を続けた。

「……あれは火力発電所。ただ魔界には石油が無いから、代わりにリザードさんたちが交代制で炎を吐いて発電をする『火トカゲ式火力発電法』を採用しています。……リザードさんが疲れるとすぐ停電してしまって、電力供給が不安定なのが欠点です。しかしあれのおかげで魔界は憧あこがれの家電製品を使えるようになりました」

「……犬いぬ飼かいさん？」

　春明が恐る恐る声をかけると、彼女はコクリと頷うなずいた。

　二人とも知っている顔だった。犬飼一いち子こ――彼女はクラスメイトの大人おとなしい系女子。

　その脇わきにもう一人控えているのは、富ふ良ら野の笑え美み――クラスメイトの人気者。

　薄暗い地底世界に……見み憶おぼえのある女子が二人。

「阿あ部べくんが死にかけたとメイドさんから聞いたので、心配していました。……魔界で人が死ぬなんて不祥事があると、『留学制度』が廃止になるかもしれませんから」

　犬いぬ飼かいさんが言った。

　それから富ふ良ら野のさんが、春はる明あきの疑問を先回りするように言った。

「詩し絵えさまと同じで、私たちも魔界から人間学校への留学生なんだよ～」



　犬飼一いち子こは無愛想で、詩絵よりもさらに小柄な女の子だ。同じクラスだが春明とはほとんど話をしたことがない。しかし成績はすこぶる良く、いつもテストでかおると一位二位を争っている。春明はかおる派だ（派閥なんて無いけれど）。

　富良野笑え美みは逆に百七十センチ近い長身の女の子で、男子の春明ともほとんど差が無い。名前のとおりいつでも笑顔を浮かべていて、温和な性格と間ま延のびした口調から、癒し系キャラとしてクラスで愛されている。こちらとは春明もいくらか口をきいたことがある。

　魔界から人間界の学校への留学生――ということはつまり、彼女たちも詩絵と同様、人間ではなく魔物ということだ。

「留学生？」

　先ほど詩絵が言っていた『通学用』という言葉がそれとガチッとはまる。

「魔界からの留学制度についてはまだ説明されてないかな？　詩絵さまや私たちは魔物だけど、留学生として紅くれない学園に通って人間社会について勉強してるんだよ～」

　富良野さんが両手を広げてほわほわ～と返事してくれた。

「阿部くん、詩絵さまはしっかり案内できていますか？」

　犬飼さんが詩絵の方を疑い深くチラ見しながら、春明にそうたずねてきた。

　うん、そんな高度な問題に首を突っ込んじゃダメって言われてほとんど説明してもらえませんでしたよ――とは言わずに。

「魔界と人間界との交流は、関東地方に限定して行われているって、そんな風ふうに聞いたよ」

　春明は精せい一いつ杯ぱいに案内がマトモだったという口ぶりをしたが、犬飼さんは不合格とでも言いたげに眉まゆをひそめた。

「いいかげんな案内で、阿部くんに魔界や私たちのことを誤解されてしまうと困ります」

　そうですか。……しかし春明の横で黙っている詩絵も、むっと表情を険しくした。

「日本の関東地方という言い方は正確ではありません。実際には混乱を避けるため、日本政府にも内緒で『紅くれない電でん機き株式会社』とだけ秘密裏に取引しています。これはこの地を治めるヴラドさまが、紅電機の関係者と個人的に知り合いであったことがキッカケです。関東地方の地底にあたるここが交流特区となったのは、紅電機の本社が関東にあったからというだけのことです」

　紅くれない電でん機き株式会社――春はる明あきでも名前を知っている。

　紅電機はテレビでもＣＭをバンバン打っている、日本でも有数のグループ企業だ。電機とはいうものの、事業の多角化によって様々な分野に手を出している。

「するとうちの高校が魔物の留学生を受け入れているのも、その流れから？」

「そういうことです」

　紅電機は、春明たちが通う学校『紅くれない学園高等学校』それから『紅学園大学』の母体でもある。学校まで経営している珍しい企業なのだ。

「……魔界では人間界では貴重なレアメタルが多量に採掘されます。古くから魔界はそのレアメタルを輸出し、その見返りに紅電機から物々交換として人間社会の様々な品物を得ていました。しかしこうした取引は魔物たちが無知なのを利用した、狡こう猾かつで不公平なものでした。また、こうして科学の産物を得ても、使いこなせないことがしばしばありました。そこで魔界はモノを得るよりも教育を得て、まずは人間たちと対等な立場を目指した方が良いと考えるようになりました。そこで貴重なレアメタルを交渉材料にし、紅電機が経営する紅学園に、魔物たちを留学させる制度を認めさせたわけです」

「黒船がやってきた直後の日本で、西洋に若者を派遣してた時期みたいなもんか」

　春明は納得して頷うなずいたが、しかしなんだかファンタジーっぽくない話だ……。

「そのとおり。日本でいうところの岩いわ倉くら使し節せつ団だんみたいなものです。私たち留学生は魔界社会の文明発展を導くという重要な使命を負っているのです。とても重要な役割です」

　小柄な犬いぬ飼かいさんは、えっへんと誇らしげにした。

　しかしそのわりに、犬飼さんたちはともかく、詩し絵えはあんまり学校で積極的に勉強をしていないような……。そう思っていると犬飼さんはギロッと詩絵をにらんだ。詩絵はそっぽを向いて、それに気づいていないフリをしている。何だか不穏だ。

　あんまりこの二人の関係には触れない方が良さそうだった。

「しかし成績優秀な犬飼さんに、人気者の富ふ良ら野のさんが魔物だなんてなぁ……」

　なんだか信じられず、春明はポツリとつぶやいた。……詩絵が魔物といわれると、日ひ頃ごろの生活態度からして納得できてしまうものがあるのだけど、この二人の登場は意外だった。

「別に人気者じゃないよ～」

　と富良野さんがニコニコと笑ってブンブン手を振った。背が高いくせにいちいちしぐさが大きいので、存在感がすごい。

「……今の言い方には、魔物は知能が低くて野蛮だという先入観がありませんか？」

「え？　いや、そんなつもりは無かったけど」

　予想外な形で犬飼さんが食ってかかってきた。メガネがギラリと光った。

「『魔物が人間社会で成績優秀で人気者だと意外』だというのは、そういうことでしょう。……確かに魔界には人間社会のような科学文明は芽生えませんでした。それは魔物が人間には無い種族固有の能力や魔法などに頼った結果です。その怠惰はそしりを受けてしかるべきものですが、しかしいまや魔物たちは過去の怠惰を反省し、近代的で科学的な社会を目指して必死に努力をしている真っ最中なんです。頑張っているんです。なのに魔物が先天的に野蛮な種族で頭がカラッポであるかのような物言いをするのはやめてください！」

　そ、そこまでひどいことを言ったつもりはないんだけど!?

「ご、ごめんなさい……」

「わかればよろしいです」

　春はる明あきが謝ると、犬いぬ飼かいさんは胸を張った。

　何気ない一言のつもりだったのに、ものすごく怒られてしまった……。

　……犬飼さんは、魔物の知性とかそういう部分にこだわりを持っているようだ。そういえば彼女はクラスの学力でもトップクラスだ。

　過か敏びんなこだわりを示すということは、そこをほめて欲しいということだ。日ひ頃ごろからほめられ足りておらず、承しよう認にん欲よつ求きゆうが充実していないから、そこにこだわる。

「犬飼さんってマジメなんだなぁ。成績もトップクラスだし、やっぱり使命感をもってる人ってのはモチベーションが違うんだな。犬飼さんみたいにちゃんとした動機をもって勉強してる奴やつなんて、うちのクラスの人間たちにはいないよ」

　春明が試しに犬飼さんの自尊心をくすぐるようにほめてみると、彼女はかーっと顔を紅潮させた。

「……べ、別に人間にほめられたからって、うれしくなんてないです。私たちは対等な関係なんですから」

「そうなんだよ～、ワン子こさんはすごいんだよ～。つい最近、図書館で火力発電の仕組みを調べてあの発電所を設計したのもワン子さんなんだから～。おりこうワン子さん～」

　富ふ良ら野のさんが春明に同調して、犬飼さんの小さな身体からだを抱きしめた。ワン子さんというのは、犬飼さんのあだ名らしい。抱きかかえながら、犬飼さんの頭をぐしぐしと撫なでる。

「や、やめてフラちゃん、私は犬じゃないから！　そういうの嬉うれしくないから！」

　逆に富良野さんはフラちゃんと呼ばれているらしい。

　犬飼さんが富良野さんの腕の中で暴れると、その頭とお尻しりからポンッと耳とシッポが生えてきた。……あー、なんかそういう種類の魔物なんだな、きっと。

　口では嫌がっているものの、ものすごい勢いで耳が揺れて、シッポがブンブン振られて超うれしそうだった。

「ワン子さんが発電所を作るまでは、紅くれない電でん機きからもらってた電化製品、ほとんど動かなくてもらった意味が無い状態だったんだよ～」

　紅電機は物々交換と言いながら、電力設備の無い魔界に電化製品を渡していたのか。

　全然意味ないじゃん、それ。ただの在庫処理じゃないのか。

　まぁそれはともかく――春はる明あきはさらに犬いぬ飼かいさんをほめた。

「あの発電所も犬飼さんが考えたのか！　それも普通の火力発電は魔界じゃできないから、創意工夫を凝らして魔界でも使えるようにして！　すごいなぁ。ただ勉強するだけなら誰だれでもできるけど、そういう工夫ができる人間は滅多にいないよ。同じクラスの白しら峰みねかおると成績の一位二位を争ってたけど、実質的な頭の良さは犬飼さんの方が全然上なんだな。あいつも学校の勉強はできるけど、けっこう融通が利かないからな」

　春明は犬飼さんのライバルのかおるをダシにしてほめまくった。すまん、かおる。

「……べ、別に大したことじゃないです。人間社会のことを勉強して魔界に貢献するのは私たち留学生の使命ですからっ。当然のことですっ」

　犬飼さんは顔をさらに赤くして、慌てたように謙けん遜そんした。しかしシッポはブンブン振られていて、口ではそう言っても身体からだは素直だ。

　犬飼さんは息を荒げながら、富ふ良ら野のさんの抱擁をようやく振りほどいた。

　コホンと咳せき払ばらいをしてから、とつぜん詩し絵えの方を向いた。

「……それに比べて詩絵さまは、留学の重要性をちっとも理解しないで全然勉強をしないから。だから阿あ部べくんを満足に案内もできないんです」

「ふん。ぼくには留学制度なんて必要ないもん。ぼくみたいに高位な魔物は人間に媚こびを売る必要なんて無いのだ！」

　詩絵は『私はお姫さまだぞー』と言わんばかりに平らな胸を張る。

　富良野さんが、「あ～、始まっちゃった～」と小さくつぶやいた。

「……科学の恩恵を理解し始めて、強い種族が偉いという魔界の階級制度はもはや形だけのものになりつつあります。ドラキュラであられる詩絵さまみたいな、偉い立場の魔物がそんなだからいつまで経っても魔界は野蛮な階級社会のままなんです！　……そんなことでは詩絵さまに阿部くんの案内は任せられません。魔物について野蛮な存在だと誤解をされてしまいます。私が案内を代わりますっ！」

　犬飼さんは詩絵に言い返しながら、ぐいっと春明の腕をつかんで引っ張った。

　詩絵は目をむいて、「あーっ！」と悲鳴をあげた。

「春明はぼくの眷けん属ぞくだぞ！　横取りするなー、この犬ッコロ！」

　詩絵も春明の逆側の腕に抱きつき、ぐいぐいと引っ張る。春明は再び柔らかい胸の感触と甘い匂においに襲われて、思わずされるがままになってしまった。

「わ、私は犬じゃないです！　ワーウルフ、誇り高い狼おおかみですっ！　犬ではありません！」

　春明を挟んで、二人の口ゲンカが始まった。

「詩絵さま、ワン子こさん、阿部くんの前でケンカはダメだよ～。野蛮な魔物って思われちゃうよ～」

　保護者（？）の富良野さんが慌てて仲介に入るが、全然聞いてもらえていない。

「自分では狼おおかみを名乗っても、大の親友からワンコ呼ばわりされてるくせに！　やーい！」

「フ、フラちゃんは違います！　フラちゃんは犬だからじゃなくて『一いち子こ』だから『ワン子こ』って呼んでるだけですっ！　これはオシャレなネーミングなんですっ!!」

「ケンカはダメなんだよ～」

　三人の周りを富ふ良ら野のさんがオロオロぐるぐると往復する。

「春はる明あきにちょっとほめられたからって尻尾しつぽをブンブン振って、この節操なし！」

「べ、べべべ別に人間に褒ほめられたからって喜んでなんていません！　シッポが動いちゃうのは私の意志とは無関係なんですっ！　本能なんです!!」

「本能に忠実な野生の生き物！　い～き～も～の～ッ！」

　詩し絵えは子供っぽい顔つきをさらに憎たらしく歪ゆがめて犬いぬ飼かいさんを罵ののしった。犬飼さんもそれに素直に反応して「がうーっ！」とヒートアップする。

「ケンカはダメってば～、聞いてよ～、聞いテ……ヨ……」

　彼女の間ま延のびした声が――不意に途切れた。それからプチッと富良野さんの頭から血管が切れるような音がして――ポロリと彼女の頭からネジが一本落ちた。……ネジ？

「ウオオオオオオオオオオッ！」

　突然富良野さんが叫んだ。

「堪忍袋のネジが飛んだァアアアアッ！　人の話を聞けコラァア!!」

　富良野さんはいきなり犬飼さんにドーンと凄すさまじいラリアットを見舞った。

　小柄な犬飼さんは、五メートルぐらい吹ふっ飛んで、大の字に倒れた。

「ひぇっ!?」

　詩絵は思わず逃げようとしたが、よどみない動きで富良野さんはそれを追った。

「ケンカは止めろってんだ聞けコノヤロォオオオオオオ!!」

　富良野さんの長身が飛んだ。そして両足で詩絵の首を絡めとり、全身をひねってそのまま一回転――詩絵を脳天から地面に叩たたきつけた。

　流れるようなフランケンシュタイナー（プロレス技）――下へ手たをすれば頭ず蓋がい骨こつでも割れてしまいそうな大技だ。ガクリと詩絵も動かなくなった。

「ヨッシャー！　両成敗だコノヤローッ！」

　立ち上がった富良野さんは勝者の雄お叫たけびを上げて、「ちゃーちゃちゃーちゃらーちゃらー♪」アゴを突き出して顔真似をしながら『アントニオ猪木いのきのテーマ』を口ずさんだ。

　おまえは日本に来ていったい何を学んでいるんだ。

「……はっ!?　私はいったい何を!?　……いけない、いけない、ついうっかりやりすぎちゃった。ネジが抜けると力加減ができなくなっちゃうんだ～」

　我に返ったらしい富良野さんは、「てぃひひひひ～」と笑いながら地面に転がるネジを拾い、長い髪の毛をかき上げて、頭にポツンと開いている穴にそれをぶっこんだ。

「やりすぎたって……詩し絵え、白目むいちゃってるんだけど……」

　春はる明あきはドン引きしながら言った。

　女の子が白目むいてるの、初めて見たよ……。

「大丈夫だよ～。詩絵さまはほとんど不死身の吸血鬼だから。それに詩絵さまは痛みの直前で自ら意識を手放して気絶することができるから、痛みも感じてないんだよ。便利～」

「大丈夫じゃないよっ！　自分で気絶するのすっごい怖いんだから！」

　むくりと詩絵が起き上がった。……なんだ、本当に大丈夫そうじゃないか。

「それにどうしてワンコはラリアットですませるのに、ぼくには超必殺技なの!?」

「詩絵さまって手加減しないでも大丈夫だから大好き～♪」

「冗談じゃないよ、このポンコツ！」

　犬いぬ飼かいさんも、ドーンと吹ふっ飛んだ先で、よろよろと立ち上がった。

「それじゃあワン子こさん、阿あ部べくんのことは詩絵さまに任せて私たちは帰ろうね」

　富ふ良ら野のさんが犬飼さんの肩を支えてやりながら言った。一見すると美しい友情である。

「……で、でも、詩絵さまだけじゃちゃんと案内できるか心配……ううう、痛い……」

「大丈夫だよ～。ほ～らワン子さん、フリスビーだよ～」

　富良野さんは突然ふところからフリスビーを取り出して、遠くに投げた。

「!?」――犬飼さんはそれを見ると、ぶるるっと身震いした。

「……きゃうーんっ！♪」

　そして犬の鳴き声丸出しでフリスビーを追いかけてしまった。

　……それでいいのか、犬飼さん……。

「それじゃあ私たちはおいとま～」

「……ところで富良野さんはどういう魔物なの？」

「フランケンシュタインだよ～。阿部くんもフラちゃんって呼んでね」

「なるほど」……納得することしかできない。

　フラちゃんはぺこりと一礼して、犬飼さんが走って行った方に去って行った。

　詩絵が、春明の手をぎゅっと強く握った。

「ううう、春明……ぼくもう城に帰るのだ……ぐすん」

　――魔界のお姫さまは、どうやらあまり大事にあつかわれていないらしかった。



　城への帰り道、詩絵はぐちぐちと不満を並べ立てた。

「春明はぼくの眷けん属ぞくなのに、ワンコにぺらぺらお世せ辞じばっかり言っちゃってさ。フンだ。なんだよ……。ワンコから好かれたいの？　春明のお調子者……」

　唇を尖とがらせ、しょんぼりとうつむいて拗すねてしまう。

「俺おれ、相手の願望とか言ってもらいたそうにしてることが、何となくわかるんだよ」

　あんな風ふうにほめてアピールされたら、ほめてあげないとかえって失礼というものだろう。

「それって、嘘うそつき陰おん陽みよう師じと何か関係があるの？」

「うん。俺おれは相手の嘘を見破ったり、相手に嘘を信じさせたりするために、心理学とか動作学キネシクスとかを勉強したから」

　動作学キネシクスというのは人間の身体からだの動きを研究する学問で、それを利用すれば、無意識のしぐさから相手の感情を読み取ることができる。

　それから心理学。……嘘をつくためのコツのひとつに、『相手の望むような嘘をつく』ということがある。人は、自分の願望と合致した魅力的な嘘なら、少しぐらい理屈が合っていなくても信じてしまうのだ。

　だから嘘つきにとって、相手の感情や願望を読み取ることは、極めて重要になる。

　先ほどの犬いぬ飼かいさんとの会話のように、相手の自尊心のツボを把握してそこをくすぐるようなお世せ辞じや大げさな褒ほめ言葉を言ってやるのは、人間関係の潤滑油になる罪の無い嘘と言えるだろう。

　先祖のような立派な陰陽師に憧あこがれて、春はる明あきは独自にそれらを学んだのだ。

「……でも春明、ぼくにはそういう風にお世辞を言ったりしてくれてないのだ！　ぼくは特に嬉うれしいこと言ってもらってない!!」

「えっ!?　それは……」

　いきなり腕を組まれたりして、すでに意味不明なぐらいの好意を感じるから、そういう必要を感じないというか……これ以上くっつかれるとむしろ不気味というか――とは思っても口に出さず。

「詩し絵えみたいに複雑深遠な心理の持ち主は、そんなに簡単に見破れないからなぁ」

　ポケットの中に突っ込んだ片手を強く握り締めながら、ちょっとした嘘をついた。

　人間はどんなささいなものであっても嘘をつくときには必ずストレスを感じる。そのストレスが原因で挙動が不審になり、嘘を見破られる原因になったりする。

　だからあらかじめ相手に見えないところで、拳こぶしを握るなどしてストレスを余分に流すよう工夫をすれば自然な口ぶりで嘘をつくことができるのだ。逆に相手がどんな風にストレスを外に出すか、その無意識のクセを把握すれば嘘を見破ることもできる。

「そうだよね！　ぼくはワンコみたいに単純じゃないからね！　えへへ」

　詩絵はパーッと表情を明るませた。十分単純だった――単純だけど、魅力的な笑顔だ。

「……じゃあさ、嘘を上手じようずにつけたり、見抜けたりするようになったら、友達とかたくさん出来る？」

「たくさん出来るよ。嘘なんてのは究極の社交術みたいなものだから」

　答えてから、しかし春明は嫌なことを思い出した。……ちょっとした過去のトラウマ。

「……でも本当に大事な人からは、あんまり好かれなくなったりするけどね」

　お調子者とか言われちゃったりするし。

　詩し絵えは「なーんだ」と関心を失ったようにつぶやくと、再び春はる明あきの腕に抱きついてきた。「またか!?」と春明は緊張した。甘い匂においがふんわりと春明の鼻び腔こうに届く。この匂いを嗅かぐと、春明の脳髄は変にゆるんでしまう。

「だったらぼくは、たくさんの友達なんかより本当に大事な人が一人いる方がいいな！　普通そうでしょ？　春明って変な奴やつ！」



　　　×



　城に戻るとメイドさんがすでに晩御飯のしたくを終えていた。

「あれ？　普通に人間が食べるような料理なんですね」

　春明は魔界の料理とはどういうものだろうと冷やっとしたが、しかし広間のテーブルに並んでいる料理はローストチキンやサラダやスープなど、オーソドックスな洋食だった。ホカホカと出来立ての湯気があがっている。

「春明さまを歓迎ということで、ちょっと豪華にしてみました。魔界ではろくに料理が発達しなかったから、みんな人間界の料理が大好きなんですよ。……ちょっと前に留学生のフラちゃんが人間界でマヨネーズを買って魔界に持ち帰ってきたときなんか魔物たちの間で空前のマヨネーズブームが起こりました。それ以来、私ら基本的にマヨラーですね」

　ノリが日本に観光旅行しにきた外国人みたいだ。

　メイドさんは自分のローストチキンにマヨネーズをべったりとかけた。

　マヨネーズチキン、略してマヨチキ。迷えるメイドのチキンなクッキング。

「魔界はどうでしたか？」

「なんだか、思ったよりも普通でした。異世界に来たというよりは、外国にやってきたみたいな感じで。魔物といってもみんな凶暴じゃないし……」

　外見はともかく、中身は全然ファンタジーじゃなかったな。

「まぁ、魔界といってもただ地下にあるってだけですしねー。外国ですよ、ただの外国」

　メイドさんはのほほんと相あい槌づちを打つ。なるほど、そういう考え方なのか。

　詩絵は無言でローストチキンにモシャモシャかぶりついて、話題に加わろうとしない。もしかすると彼女はメイドさんがあまり好きではないのかもしれない。

　ふと、春明はテーブルの寂しさに気がついた。こんなに豪華な城なのに、こうして食事をしているのは三人だけだ。

「詩絵の父さんや母さんはいないの？」

「いない」詩絵は暗い声で答えた。

　暗い声に覆いかぶせるようにして、メイドさんは明るい声を出した。

「こちらの詩し絵えさまが現在、この交流特区でもっとも偉い方になります。そして二番目に偉いのが後見人であるこの私っ！　ただの可愛かわいいメイドじゃないんですよ！」

　メイドさんはプリップリと媚こび媚こびなポーズをとった。するとこのアホそうな美人は、この地の実質的な支配者ということか。

「……春はる明あき、こいつがぼくをこんな辺境に連れてきて留学生なんかにさせて、父さんと母さんから離れ離れにさせた張本人なんだから。こんなのと仲良くしちゃダメだからね。春明はぼくの味方じゃないとダメなのだ。……ごちそうさま」

　詩絵はゴックンゴックンとスープを飲み干すと、一番に食事を終えて立ち上がってしまった。そんな詩絵に、メイドさんが「そんなこと言わないでくださいようー」とすがりつくが、振り払はらわれてしまう。メイドさんと詩絵は、ぎこちない関係のようだった。



「春明、ゲームしよう！」

　詩絵は食後の春明を自室に引きずり込むと、急にテンションを高くした。

　ゴシックな洋間とは似合わないゲーム機を棚から出して、いそいそとテレビに繋つなげる。春明の返事は待たない。最初から待つつもりも無いらしく、電源が入れられた。

　まぁ、特にすることは無いから別にいいけど。

　ジョンと効果音が鳴って、画面にロゴが映し出された。レッドステーション２。

　真まっ赤かな流線型でフェラーリみたいなデザインをしたオシャレなゲーム機だ。

　ひと世代前に紅くれない電でん機きが発売したやつで、今では３が出ている。これもきっと物々交換で手に入れたものなのだろう。いかにも在庫処分な感じがした。

「ずっと対戦がしてみたかったんだ！」

　テレビの前に二人並んで座ると、詩絵は太陽の下のヒマワリみたいにニコニコ笑顔――しかし春明が渡された新品同様のコントローラーに対して、詩絵のコントローラーはやけにボロボロだった。なんだか嫌な予感がした。

　ゲームは『スイートファイター４』という格闘ゲームで、これも紅電機が発売したものだ。ひと昔前にけっこう流行したので春明も少しは遊んだことがある。

　登場するのが女の子ばかりで、キャラ選択が恥ずかしいゲームだ。

　友達に『おまえこのキャラが好きなのかよー』とか言われちゃったりするんだよな。

「ぼくはゴリラテスにするのだ」

「ブッ!?」

　詩絵が迷わずキャラを選んだので、春明は思わず噴き出した。

『クイーン・ゴリラテス』は美少女キャラの中になぜか一匹まぎれこんでいるゴリラである。他ほかのキャラたちがファンタジーな設定で超常的な力を発揮して戦うのに対し、ゴリラテスは動物園から脱走したという設定の純粋無む垢くなるただのメスゴリラだった。

　しかし野性の力で戦うのだが、これがなぜか他ほかのキャラに比べてブッチギリに強い。

　ゲームバランスをぶっ壊すほどの性能を誇るいわゆる『強キャラ』で、この強いゴリラに自分の操る美少女キャラがボコボコにされるとすごく気分が悪いため、プレイヤーから非常に嫌われている。ゲームセンターでこのキャラを使おうものなら、対戦台の向こう側から「このゴリラ野郎！」と罵ば声せいが飛ぶほどだ。なんてキャラを選びやがる。

　それに対して春はる明あきは『ゴミ箱少女レイちゃん』を選んだ。このキャラはゴミ箱に入ったまま戦うという戦闘スタイルの持ち主で、ゴミ箱の防御力とトリッキーな動きが特徴だ。

「春明ってこういう女の子が好きなの？」

「誰だれがゴミ箱に入った異性なんて好きになるもんか」

　ちなみにこのゲームはダメージを負うごとにキャラの服が破けていくという演出が入る。

　しかしゴリラテスは最初から全裸のメスゴリラなので、対戦していてモチベーションが上がらないことはなはだしい。

『ファイト！』の音声とともに、対戦が始まった――すぐに終わった。

「いやったああああああああああああっ！　勝った！　ぼくの勝ちだーっ!!」

　詩し絵えが立ち上がってぴょんぴょん飛び上がり、歓声をあげた。

　あっという間だった。詩絵が操るゴリラは正確無比な動きで、一切のミスも無駄もなく強烈なコンボを繰り出し、春明のレイちゃんを打倒した。

　防御も完かん璧ぺきで操作に隙すきが無い。詩絵の操るゴリラは天使のように繊細で、悪魔のように大胆な野生のゴリラだった。……完全に廃ゲーマーの動きだ。勝てるか、こんなもん。

「くっ……」

　せめて詩絵の使用キャラがゴリラテスじゃなければ、詩絵の喜び方に『無邪気だなぁ』なんて穏やかに笑えたのかもしれないが……春明の操るレイちゃんは下着姿にひん剥むかれ倒れて、ゴリラテスが「大自然のお仕置きウホよ」と言い放ってバナナをパクついた。

　すげえむかつく……！

「春明、もう一回！　もう一回やろ！」

　詩絵が心底から楽しそうに再戦をねだってくる。春明は内心ではハラワタが煮えくり返りながらも、それを外に出さずに再戦を受けた。



　やはり二回戦目もゴリラ優勢で始まった。

　春明のレイちゃんは見る見るうちにダメージを与えられ、服を脱がされていく。

　――だが春明は、とあることに気がついた。詩絵の操るゴリラの動きは正確無比で、常に効率の良い手段を選択し、こちらにダメージを与えてくる。まるで機械のようにミスが無い。しかし、それゆえに単純だった。……彼女の動きには、『駆け引き』と言うものが無かった。きっと対人戦の経験がほとんど無いのだ。

　そこにつけいるスキがあるかもしれない。思いついて、春はる明あきはレイちゃんをゴリラに向かってジャンプさせた。

　詩し絵えは対空攻撃が間に合わないタイミングだったため、ガードを選んだ。ガード後の反撃でレイちゃんを倒そうという算段だ。相手がコンピュータなら、きっとそうなる。

　だが春明はジャンプ攻撃を選ばず、ゴリラの目前でレイちゃんを不自然に着地させた。

「え!?」

　コンピュータは絶対にやらない動きに、詩絵が困惑した。完全な無防備だったが、ガードをしているゴリラはもっと無防備だ。次の瞬間、「ゴミ箱から失礼しまーす！」レイちゃんの声とともにガード不能の突撃技『ゴミ箱トルネード』が決まった。

　本来なら当たるはずのない大技だったが、ゴリラが意味も無くガードで固まっていたためあっさり当たった。詩絵が悲鳴をあげた。

「ええっ!?　なに今の!?　春明の操作ミス!?」

　春明はふふふと不敵に笑った――それからは、春明の独どく壇だん場じようだった。

　超必殺技ゲージがマックスになっている状態でわざとらしく「うおおおお、くらえー！」などと叫んで、ガードを誘ってから、ガード不能の『ゴミ箱トルネード』。

　しゃがんで立ち上がるのを繰り返して、波動拳コマンドを失敗しているように見せかけて、とつぜんジャンプで飛び掛る。反射的に詩絵がガードをしたところで、再び何もせずに着地して『ゴミ箱トルネード』。

　詩絵が『ゴミ箱トルネード』を食らいすぎてトラウマになり、ガードをしなくなると、今度はそのガードの甘さを狙ねらってガード必ひつ須すの超必殺技『ゴミ箱ミサイル』を当てる。「あ……あーっ！」詩絵の悲鳴が響き渡った。機械のように正確だった彼女のプレイングがボロボロに崩れていく。

　格闘ゲームの真髄とは、相手に選択を迫ることだ。二回戦目は春明が完勝した。

「ふ、ふふふふふ……」

　思わず笑みがこぼれた。超気持ちいい。

　圧倒的な実力差を、駆け引きでもって勝利する、これこそまさに陰おん陽みよう師じじゃないか！

　倒れるゴリラに、レイちゃんが「ゴミ箱ですみません」と謙虚な勝利ポーズをとる。ふふふ、自分が操作するレイちゃんはやっぱり可愛かわいいなぁ。春明はニヤニヤした。

「なんでだぁあああああーっ！」

　詩絵が頭を抱えて部屋中を転がりまわった。

「詩絵くん、格闘ゲームとは駆け引きなのだよ」

　春明は最高に良い気分で、上から目線で言い放った。

「駆け引き……？　春明、もう一度！　もう一度やるっ！」

「ふふふ、何度でも来たまえ。陰陽術の極地を見せてやる！」



　対戦が十数回にわたると、詩し絵えも駆け引きというものを理解しはじめた。

　春はる明あきも、むしろ『こういう戦い方もある』のだということを教えるようなやり方をした。

　次第に春明は駆け引きで一方的に優位に立つことができなくなり、そうなると操作技術で上回る詩絵が逆転しはじめる。だが春明の方もだいぶ操作に慣れてきた。

　対戦は白熱を極め、二人は互いを罵ののしり合いながら全力で闘った。

「春明の陰湿ゴミ男！」

「なんだとゴリラ女！」

　――と、不意に『ブツン』と破滅の音がして、ゲーム画面が暗転した。

　ゲームだけではない。部屋の電気もいっしょに消えて、あたりが真まっ暗くら闇やみになった。

「……停電？」

　そういえば魔界の発電所は、中の人たちが疲れると停電してしまうのだと聞いた。

「いいところだったのに。リザードたちの根性無し！」

　暗闇の中で詩絵がジタバタと手足を振り回す。それからズデーン！と勢いよく仰向けに倒れた――感情というものをいっさい包み隠さない、無邪気なしぐさ。

「でもすっっごく楽しかった！　ゲームって一人でやるより春明とやった方が楽しい！」

「それはそうだ。なんだって一人でやるより誰だれかとやる方が楽しいよ」

　春明も詩絵に並ぶようにして寝転がる。不覚にも、詩絵といっしょにいることが少し心地いいと感じてしまった。

「そんなことないよ。他ほかの奴やつとやっても、今ほど楽しくなかったよ、きっと」

　ぎゅっと、春明の手を詩絵が握った。

　今までは一方的に握られるだけだったが、今度は春明も詩絵のぷにぷにな手を握り返した。少し気恥ずかしい。すると詩絵が「えへへ」と嬉うれしそうに笑い声をあげて、もぞもぞと這はい寄ってきた。彼女が近づくと、甘い匂においがする。深呼吸を、するような音がした。

「春明、好き」

　暗闇の中で、詩絵がおでこを春明の肩にこつんと当てた。

「へ？」

「ぼく、春明のこと好きになったのだ」

「ちょっと待て、今日知り合ったばっかじゃないか。おかしいぞ」

「おかしくないよ。ぼく春明のことが好きになったんだもん」

　詩絵がゴソゴソと動くと、春明の腰にポスッと馬乗りになった。

　窓の外の光ゴケの明るさが、わずかに部屋に入り込んできて、春明にまたがる詩絵を照らしている――彼女は顔を紅潮させて、身体からだを重ねるように春明にのしかかってきた。

　甘い匂いがねっとりと強くなった。暗いから、嗅きゆう覚かくが強くなっているのかもしれない。

「……他人の気持ちをおかしいって決め付ける春はる明あきがおかしいよ。好きだもん。今日知り合ったとかなんて、関係ない」

　甘い匂においが迫ると、頭の中の思考がとろとろになって、春明はぼーっとした。

　確かにおかしいと決め付けるのは、おかしいかもしれない……。

　春明もおかしな気持ちになってきた。自分も詩し絵えのことがずっと前から好きだったような気がしてくる。まるで長年ずっと好きだった女の子と対たい峙じしているような感覚がした。

　このやけに胸をくすぐる甘い匂いは何だろう。

　……女の子の匂いだなんて抽象的なものでは、すまない気がするのだが。

「詩絵、この甘い匂いは何？　香水でもつけてる？」

「これはぼくの『血の匂い』だよ」

　キスを求めるように詩絵の顔が春明の顔に迫ってくる。春明はその場を支配している流れのようなものに、身を任せようとした。

　しかしその一瞬に、停電が直って部屋が明るくなった。

「あっ」

　春明は間近に迫る詩絵の顔をまじまじと見つめてから、ふと我に返って彼女の身体からだを押し返した。……少しだけ冷静さが戻った。しばらくそのまま身じろぎせずに向かい合っていると、部屋の外から、メイドさんが「お風ふ呂ろが沸きましたよー」と報しらせてきた。

　顔を赤らめたままの詩絵が春明の身体の上からどいて、

「先に入ってきていいよ。にへへ」と言った。



　何かがおかしい……。詩絵から離れるほどに春明は冷静になっていって、風呂場にたどりついたころには頭を抱えた。ついさっきまでの自分が、自分じゃなかったような気がする。何かおかしなものに騙だまされていたような気がする……。

　風呂は、城全体の豪華さの割にはこぢんまりとしたものだった。普通の家庭にありそうなシステムバスで、湯船も一人で入る専用のサイズ。おそらくこれも紅くれない電でん機きからもらったものなのだろう。春明は、湯船に入る前に、当たり前のマナーとして身体を洗い始めた。

「おかしい、何かがおかしい」とブツブツつぶやきながら髪の毛を洗い、ヘチマと石せつ鹸けんで身体を洗う。すると、ふと脱衣場の方で人の気配を感じた。

　深呼吸をしているような音がする。まさか……。

　ベタベタな展開を予感した春明は、猛スピードで身体を洗い流した。特に背中だ。

「春明っ！　吸血鬼のご主人さまが眷けん属ぞくのために背中を流しに来たよっ！」

「よし、洗い終えた！」

　タッチの差で身体の泡を洗い流して、春明は湯船に逃げ込んだ。

「春明、どうして逃げるの」

　声に振り向くと、詩し絵えはタオルも巻かず、水着を着ているわけでもなく、生まれたままの姿だった。一瞬だけその肌色を見てから、春はる明あきは声にならない悲鳴をあげて、慌てて目を背けた。

　詩絵が春明を追って湯船にやってくる。見てはならないと硬直する春明の耳に、チャプリと水音がしてくる。狭い浴槽の中で、春明の足に詩絵の足が絡むように触れてくる。

「詩絵、湯船に入るときはまず身体からだを洗え！」

「ぼくんちの風ふ呂ろだよ。文句あるの？」

　すぐそばに彼女がいる――全裸で。春明は思わずブクブクと湯船に沈み込んだ。たちこめる湯気の中、むせかえるような甘い匂においが再び春明の頭を溶かし始めた。

　この匂いを嗅かぐと、何もかもがどうでも良くなって詩絵とくっついていたくなる。

「さっきぼくから甘い匂いがするって言ったよね。でも、春明からも同じ匂いがしてるよ」

「俺おれからもこの匂いが……？」

　そっぽを向く春明の顔に詩絵の手が伸びて、ぐいっと強引に詩絵の方を向かされた。

　そのまま春明は、つい下方に視線を向けてしまう。大きいとはいえない詩絵の胸が視界に入る。白い肌の中央で、桜色の先端がポツリと膨らんでいる。お腹やおへそはお湯に濡ぬれてなだらかに光っている。『目の前の柔らかそうな身体に貪むさぼりつきたい』と、内なる欲求が春明の胸を焦がした。隠そうともしない下半身まで視線を落としかけて、慌てて目をそらす。……やばい。しかしその視線を読み取っていたように、詩し絵えが囁ささやきかけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……別に、そこも見ていいのに」

「血の匂においって、どういうこと？」

「吸血鬼の血を受けた人間と、血を与えた吸血鬼は、惹ひかれあうんだよ。二つの身体からだに分かたれた血が、ひとつに戻りたいって作用するんだ。磁石のＮ極とＳ極みたいに。するとぼくたちはお互いのことが好きになって、ぎゅーってくっつきたくなるんだよ。二人でひとつの存在になりたいって……」

　確かに甘い匂いが春はる明あきを衝つき動かすものは、詩絵ともっとくっつきたいという一念だった。それは男が女に抱く欲情と矛盾せず、むしろ相乗効果となって春明を昂たかぶらせる。

「……まるで媚び薬やくみたいに。だから吸血鬼と吸血鬼が選んだ眷けん属ぞくは、惹かれあうんだよ」

　甘くとろけきった詩絵の誘惑に、春明もどんどん頭がとろけていく。

　詩絵の手が、目をそむける春明の胸からお腹を撫なでた。少しずつ下の方に降りていって、このままだと大変なことになる。朦もう朧ろうとする頭とは裏腹に、全身が緊張する。

「本当は、吸血鬼は大事な人にしか血をあげないんだ。血を吸って下げ僕ぼくに変えるのと違って、それは相手を自分の種族に受け入れるってことだから。そして血を与えると、相思相愛になっちゃうから。でも春明は、他ほかの人たちより優しかったから、城門で倒れてる春明を見て、このままじゃ死んじゃうし、春明にだったらいいかなって……」

　その甘い言葉に、春明は背けていた視線を再び向けた。

　詩絵の肩が視界に入ると、春明は、彼女の肩がかすかに震えていることに気がついた。

　何かに怯おびえているみたいに――もしくは不慣れなことをして、緊張しているように。

　甘い匂いに脳髄が痺しびれていた春明は、しかし詩絵の震えを見て、かすかに理性を取り戻した。迫ってくる詩絵を、ぐいっと押し返した。

「え？」

「……ごめん、俺おれ、長なが風ぶ呂ろするとのぼせちゃう体質なんだ！　もう限界だ!!」

「えーっ!?」

　詩絵が『そんな馬ば鹿かな』という顔をする。だが春明は全力で嘘うそをつき、詩絵を振り払はらって浴槽から逃げ出した。そして息も絶え絶えに、自分の部屋に戻った。

　何かがおかしい。ことはそんなに単純じゃない。……だって彼女は震えていた。

　安易に手を出しちゃいけない理由を何となく感じた――この状況には、何か嘘がある。



　……自分の部屋に逃げた春明は、しかしすぐに詩絵の部屋に呼び戻されてしまった。

「ぼく、何かに抱きついていないと眠れないのだ。だから春明、いっしょに寝ようなのだ」

　肌が半ば透けて見えるセクシーなネグリジェ姿に着替えた詩絵が、子供みたいなことをのたまった。

「今までずっと、このぬいぐるみに抱きついてたんだけど、この子はもうお役ごめんだね」

　詩し絵えはベッドに置かれていた一体の猫のぬいぐるみをそっとどかして、春はる明あきを見る。

　……やけにボロボロになっているが、それは詩絵に抱きつかれた結果なのだろうか。

　春明は大人おとなしく詩絵のベッドに横になったが、せめてもの抵抗として、彼女に背中を向けた。……風ふ呂ろで見た白く柔らかそうな裸体が、いまだに脳裏に焼きついている。

「エッチなこと、してあげようと思ってたのに」

「ノーサンキュー！」

「もー！　どうして春明はそんなに素直じゃないの？」

　詩絵は深呼吸をひとつして、春明の背中にぎゅっと抱きついた。腕が巻きつき、背中に薄いネグリジェ越しの詩絵の身体からだが押し付けられる。彼女が身じろぎをするたびに、小さな膨らみが柔らかく形を変えた。お久しぶりです。先ほどもお目にかかりましたが、触れるのは腕を組んだとき以来ですね。

「春明、背中大きいね」

　詩絵は「えへへ」とご満悦そうに背中へ頬ほおずりをし、あっという間に寝付いてしまった。

「……父さん……」眠った詩絵が、小さくつぶやいた。

「詩絵？」

　返事が無い。寝言だったらしい。

「父さん、ね……」

　彼女は偉い父親や家族と、離れ離れに暮らしているのだという。

　春明は感じていた疑問や戸惑いが、理屈はわからないけれど何となく納得できたような気がして――ようやく眠りについた。



　　　×



　阿あ部べ春明と月つき宮みや詩絵が格闘ゲームでハッスルしていた、ちょうどその頃ころ。

　夜の紅くれない学園に、一人の影がさまよっていた。

　女子生徒――白しら峰みねかおるが、高校校舎を注意深く歩いている。

　何か怪しいものは無いかという風ふうに懐中電灯を壁や床に照射して、ときには壁を叩たたいたり、床にしゃがみこんだりしながら、校舎の中に『違和感』を探し歩いている。

　――彼女が所属する『組織』に、とある情報が舞い込んできたのは数日前のことだ。

　それからというもの、彼女は今夜まで毎晩、夜の校舎で『それ』を探し続けていた。

　今夜で、校舎内を一通り探し尽くしたことになる。携帯電話を取り出して、報告した。

「一通り校内を探しましたが、目的の『ゲート』はどこにも見つかりませんでした」

「フム」重々しい男の声が、かおるに返事した。「……恐らく認識を誤ご魔ま化かす魔法がかけられているのだろう。きみが見つけ出すことは難しいかもしれない」

「私では力不足ということですか？」

「力不足というより……性質の問題だ。きみのように敬けい虔けんで、生き真面目まじめで、他人を疑うようなことを知らない人間は、認識を誤ご魔ま化かす類の魔法と相性が悪い。こういう魔法を破るには、もっと疑い深くて、性格がヒネくれた人間の方が向いている」

　その言葉に、かおるは一人の人間の顔が思い浮かべだ。

　疑い深くて、いいかげんで、他人の嘘うそを見破る観察力に長けている――自称『陰おん陽みよう師じ』。

「思い当たる人間が一人います。彼に協力してもらえないか、頼んでみることにします」

「そうか、それがいい。……ただ」

「はい、組織の名前や目的は、けっして明かしません」

「それでいい。頼んだぞ……かおる。どうせこんな辺境に潜んでいる魔物なんて小者に違いないから、きみのような組織のエースの手をわずらわせたくないのだが……」

「いいえ、どんなに弱い魔物だろうとたいしたことの無い魔物だろうと、魔物はすべて等しく『狩る対象』です。……すべては組織クルースニクの掲げる掟おきてのままに」

　迷いなく、容赦なく、同情する余地もなく、殺し尽くす。魔物――特に吸血鬼は。

「うむ、彼らは邪悪な存在だから、そうしなくてはならないのだ。頼むぞ」

　通話が途切れた。かおるは携帯電話をしまい、一息をつく。

「……ふふふ」かおるはひそやかな笑みをもらした。

　阿あ部べ春はる明あき――彼といっしょにいると、かおるはいつも張り詰めた気持ちがふっとゆるんでしまう。無表情でいられなくなってしまう。頬ほおまでもが熱くなってしまう。バカでいいかげんな春明に対してだけ、無表情を装うのがやけに大変なのだ。

　これはいったいどうしてだろう？　真剣な頼みごとをするはずなのに、彼と話をするキッカケが出来たと思うと少しだけ楽しみになってしまう……。

　……ダメだ、こんな浮わついた気持ちで仕事をしてはいけない。

　かおるは真剣な表情を取り戻す――獲物を追う、狩人の顔だ。厳しい訓練に身を置いて、生身の人間でありながら魔物と対等に渡り合う戦士――それが彼女の真の姿だった。

　……しかし組織のことも目的のことも明かさないまま、協力してもらうなんて、どう頼めばいいだろう？　とつぜんこのような夜の学校探索などに誘っても、不気味がられて断られるのではないか？

「むぅ」っと彼女は唸うなった。実直な性格のかおるは、嘘や交渉ごとが苦手だった。



    

  
    
      


２章　バカップルの誕生



　気がつくと春はる明あきはベッドに縛り付けられ、全身の自由を奪われていた。

　黒い革の拘束具が手足に食い込み、ベッドの上に固定されたイモムシのような状態だ。

「春明……うへへ。もう逃げられないからね……」

　いやらしい笑みを浮かべながら、女め豹ひようのポーズで詩し絵えが迫る！

　彼女はＳＭの女王さまが身につけていそうなボンデージに身を包んでいた。身体からだの大切な部分しか隠せていない露出度で、白い肌が官能的にさらされている。

　しっとりと甘い匂においをまとわせながら、いやらしい格好の彼女が春明に抱きついてくる。

　暖かな感触に包み込まれて、巻きつかれて、逃げることなど到底できない。

　春明の頭の理性はもはやボンバーヘッドだった。

「春明っ、ちゅーしよ、ちゅーっ♡」

　いやらしさと子供っぽさと変態さがすべて紙一重といった感じの詩絵の顔が迫ってくる。

　何かの吸盤みたいに唇を突き出して、今まさに春明の唇と合体を……



「らめえええええええっ！　俺おれの唇はまだファースト未体験なのぉおお!!　奪っちゃらめええええええ!!　ボンバヘッ！」

　絶叫しながら、春明は眠りから覚めた。

「!?　こ、これは……夢、か……」

　自分の深層心理を疑いたくなるような夢だった。どういうことだよフロイト。

　現実の春明もやはり縛られている。しかしそれは拘束具によってではなく、詩絵の手足によってだ。けっきょく一晩中、春明に抱きついて離れないまま「くかーくかー」と眠る彼女は、春明の背中にべったりとヨダレをたらしていた。ジーザス。

　二人でひとつの布団ふとんに入っているせいで、濃密な甘い匂いで頭がくらくらする。変な夢をみたのはこのせいだろう。

　しかしこの甘い匂いに、断じて流されたりしないぞと春明は思った。

　目覚めたはいいが詩絵に全身をロックされて動けないので、春明はゴロリと無理やり寝返りを打って詩絵を押しつぶし「んきゅっ！」詩絵を起こした。



　詩絵がセットした目覚ましよりも早く起きたが、目覚ましの時間もただ学校に行くだけにしてはかなり早い――吸血鬼のくせに早寝早起きのライフスタイル。

　まだ六時前だった。朝とはいえ魔界に陽は昇らないので、電気をつけないと部屋は暗い。

　詩し絵えは吸血鬼のくせに「ぼく低血圧」とつぶやきながら目をゴシゴシこすっている。

「ゲートには魔法がかけてあるから壁を通過してるところを見られても普通は大丈夫なんだけど、一応、ひと気の無い時間を選ぶようにしてるのだ。登校は朝早く、下校は中途半端な時間にね」

「……普通は大丈夫って、じゃあどうして俺おれは魔界に来られちゃったんだ？」

　寝ぼけ気味の詩絵は、ぐんにゃりと首をかしげた。

「さあ……陰おん陽みよう師じだから？」

　陰陽術すごい。やっぱり陰陽師は最高だ！

「うーん……何かキッカケがあって、よっぽど疑い深く観察しないとゲートに気づいたり、ゲートへの壁を通過したりはできないと思うんだけど。何があって春はる明あきはあのときゲートに気づいたの？」

「それは詩絵の後ろを歩いてたら、急に詩絵がいなくなったから、それで」

　眠たげにしていた詩絵の顔が、瞬時にぱーっと輝いた。

「春明、ぼくを追いかけてきてくれたんだ！　ぼくのこと気にしてくれてたんだね、ありがとう春明っ！」

　まだネグリジェ姿のままの詩絵が、真正面からむぎゅっと抱きついてきた。……甘い匂においには流されないと決心したばかりなのに！　あっという間に心臓の鼓動が加速してしまい、慌てて春明は振りほどこうとする。

「おい、朝っぱらから抱きつくな！　とっとと学校に行くから、着替えよう」

「わかったのだ」

　素直に身を離してくれたと思ったら、一難去ってまた一難――詩絵は春明の目の前でするするとネグリジェを脱ぎ始めた。

「俺の目の前で着替えるな！　……そういえば詩絵は、今日もやっぱりあのドレスで学校に行くのか？」

　ネグリジェを脱ぎかけて肩がはだけた詩絵が、首をかしげた。

「春明は制服の方が可愛かわいいって思う？　春明は制服フェチなの？」

「え？　あー、そうだな。制服の方が好きかな。うちの学校の制服はたまらないな！」

「そうなの？　えへへ……春明がそう言うなら制服ってやつ、初めて着てみるのだ」

　驚いたことに、春明が制服を力強く肯定すると彼女はあっさり服装を改めてしまった。

　月つき宮みや詩絵――『孤高の君』。そのひとつの伝説が、今ここに幕を閉じた。

　別にドレスに思い入れがあったわけではないらしい。

　目の前で着替えようとする詩絵から逃げるように、春明は自室に帰った。

　……それから、朝食をとるなど登校前のしたくを終えた。

「えへへ。今まで一人で学校に行ってたからアンソニーくんについてきてもらってたけど、春はる明あきがいるからもう大丈夫だね」

　スクールバッグから猫のぬいぐるみを取り出して、詩し絵えが言う。

　バッグの中には他ほかに何の勉強道具も入っていない。詩絵は猫のぬいぐるみを部屋のテーブルにちょこんと置いた。アンソニーくんという名前らしい。

　してみると『孤高の君』などと呼ばれていた彼女は、実はバッグの中にぬいぐるみを潜ませていて、放課後の屋上ではアンソニーくんと時間をつぶしていたということか。

　……外から見える姿と実際の中身は、ずいぶんと違うものだ。

「アンソニーくんは父さんからもらった大切なぬいぐるみだけど、今は春明の方が好きっ」

　そんなことを言って、詩絵がまた屈託なく春明の腕に飛びついてきた。もうべったべただ。春明は照れながらも、それを受け入れた――甘い匂においがまた、春明の頭を痺しびれさせた。



　広大な洞どう窟くつ空間みたいな魔界に、岩壁に埋もれるようにして地上へと続く『ゲート』は存在している。……地下鉄の駅から地上に出る階段に雰囲気が似ていた。

　問題は、あらためて見上げるとその階段の長さが尋常じゃないということだ。

「これを毎日のぼって登校するわけ？」

「うん」

　詩絵は頷うなずくと、制服のブラウスをぺろんとめくりあげて、背中からコウモリの羽を生やした。可愛かわいらしいおへそが露出するが、春明はさっと目をそらす。

　なるほど、彼女にとってはこの階段も苦じゃないわけだ。しかし二本の足しかない春明が『実家に帰らせていただきます』というレベルでウンザリしていると、「しょうがないなぁ」と詩絵が後ろにまわって春明を抱き上げた。

「おおっ、意外とパワフル」

「だってぼく、吸血鬼だよ」

「エスカレーターを新造するべきですな」

「エスカレーターって何？」

　詩絵が羽をピコピコと動かすと、二人の身体からだがふわりと浮かんだ。鳥は空を飛ぶために胸の筋肉がムキムキらしいが、こんなピコピコで飛べてしまっていいのだろうか。

「なんだかこうして抱き上げてると、春明、ぬいぐるみみたいで可愛い。ぼくの所有物って感じがするのだ！」

　頭のあたりにほっぺたをスーリスリしながら言った。

　恥ずかしくって、早く地上につかないかな、と春明は思った。

　途中で「オラアアアアアアッ！」と獰どう猛もうな声が聞こえたと思うと、犬いぬ飼かいさんを背負ったフラちゃんがものすごい勢いで階段をのぼってきて、ピコピコ飛ぶ春明たちをつむじ風のように追い抜いていった。たぶん頭のネジが外れているのだろう。



　学校についてからも、詩し絵えはベタベタと春はる明あきにくっつきながら歩いた。春明も何となくテレながらそれを受け入れていたが、教室に入るときに『ちょっと待てよ』と気がついた。

　今の自分たちは、客観的にどう見えてしまうだろう。

「詩絵さんや、もう少し離れませんか？」

　春明は控えめに提案してみた。

「やだー♡」

　語尾にハートマークでもついていそうな感じに却下されてしまった。まったくどうしてこんなに好かれてしまったんだろう。……血の魔力のせいだ。

「しかしですよ詩絵さん、昨日まで赤の他人同然だった俺おれたちが今日になっていきなりベタベタしていたら、周囲から変に思われるんじゃないかな」

「ぼくは周囲なんてどうでもいいのだ」

「俺は周囲が気になるよ……。俺の硬派なイメージが台無しだ……」

　口八丁でこの事態を何とかしなければならなかった。

　しかしここで『春明はぼくの眷けん属ぞくなんだから口答えするな』とか言われたらアウトだ。

「……俺も詩絵から離れるのは寂しいけどさ」

　春明は抜け目なく『自分も辛つらいんだけど我慢するんだから』という風ふうに共感をにじませた。相手から譲じよう歩ほを引き出すためのやり口だ。

　だが恐ろしいことに、口八丁でありながら半ば本音の言葉でもあった。

　詩絵は意外と春明のことも考えてくれているようで、「うーん」と辛そうな声をあげてからヒョイと春明から離れてくれた。ワガママそうで意外とワガママではない、少しワガママなお姫さま。

「春明がそう言うなら、ぼくもガマンするのだ……」

　春明はホッと安心して、ガラガラッと教室の扉とびらを開いた。教室内は生徒がまだほとんど来ておらず、フラちゃんと犬いぬ飼かいさんの二人組だけがいて「おはようございます」と挨あい拶さつをしてきた。春明も「おはようございます」と何となく敬語で挨拶を返した。

　それから自分の席についた。

　詩絵は二人からの挨拶をシカトして、春明の座っている席と、それから窓際の自分の席をじろじろ見比べた。春明の席は教室の真ん中やや後方ぐらいにある。そして、

「……遠い」

　詩絵はボソッとつぶやいた。

「は？」

「やっぱりやだ！　遠すぎる！」

　一声叫んでから、詩し絵えは強引に春はる明あきの席に割り込んできた。一つのイスに二人で座る状態――お互いの足が片方ずつ席からはみ出て、ものすごく窮屈だ。

「超落ち着くのだー」

　ぺったりと春明にもたれかかりながら、幸せそうに恍こう惚こつ顔をした。

　甘い匂においがして、思わず春明もそれで落ち着きかけたが、しかし危うく理性を保った。

「こ、こんなところで落ち着かれてたまるかっ！」

　フラちゃんと犬いぬ飼かいさんの二人も、言葉を失ったような顔で呆あきれている。

「自分の席に座れって！」

　春明は自分の尻しりで、詩絵の尻をグイグイと押し出そうとした。

「おしくらまんじゅう！　おしくらまんじゅうだね！」

　詩絵は大喜びして尻を押し返してきた。二人は互いの尻を押し合いへし合い尻相撲した。

『あっちいけ』という意思表示が『おしくらまんじゅう』と、ものすごく愉快な認識のされ方をしてしまった。なんて都合の良い思考回路だろう。

　キャッキャと楽しみながら尻を突き出す詩絵に対して、春明は全力必死に頑張った。

　だが吸血鬼ということで根本的に力が違うのか、詩絵の尻はプニプニと柔らかい女の子のおしりでありながら春明の力ではビクともしない不動のケツだった。

　――どれだけの時間を戦っていたのだろう。

「……春明、朝からいったい何をしてるんだ？」

　尻の押し合いにエキサイトしていたら、いつの間にかかおるが登校してきていた。

　かおるの無感情な視線や声が、いつも以上に冷たく感じられた。気のせいか怒気さえはらんでいる気がする。彼女が他人に怒るところなんて、春明は見たことが無いのだが。

　いや、かおるだけではない。他ほかの生徒たちも何やらこちらを眺めてひそひそとしている。

　昨日まで『孤高の君』などと呼ばれていた生徒が、いきなり春明と仲良くおしくらまんじゅうをしているのだから、それは驚くに決まっていた。

「……あー、いや、これは」

　さすがの春明もとっさに言葉が浮かばずに、とりあえず突き出した尻を戻して姿勢を正した。詩絵も尻を引っ込めて、大人おとなしく（しかし春明の席で）姿勢を正す。

「春明、何このおっぱいがでかい女。春明と仲良いいの？　春明おっぱいでかいの好きなの？」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんにかおるを指さして、とんでもないことを口走った。

「お、おまえいきなり何を……」

　そもそもかおるの胸はそれほど大きくない。そりゃあ詩絵に比べれば大きいかもしれないが、せいぜい中の上といったところだ。制服越しだが、陰おん陽みよう師じの観察力は誤ご魔ま化かせない。ただかおるはいつでも背筋を伸ばして姿勢が良いため、胸がツンと上を向いて制服を膨らませて見える。そのため実際以上の印象を見るものに与えているのだ。その点については加味して考えなければならないだろう。ふむ……巨乳というより美乳ですな。春はる明あきはしばし胸を観賞した。

「……春明。何をじろじろ見ている。私も一応、女ではあるのだから、そんなところを凝視されると落ち着かないんだが……こ、こんなの見ていて面白いか？」

「ハッ!?」

　しまった、つい視線を奪われてしまった。まぁこの程度しか怒られないならいつまでだって見ていたいけれど……などと春明が思っていると、

「がぶっ！」

「ぎゃあっ！」

　いきなり肩のあたりを詩し絵えに噛かみつかれて、悲鳴をあげた。

　何を動物みたいなことをしやがる！　……いや、吸血鬼っぽいのか？

　カポッと春明の制服に歯形を残して、詩絵が文句をつけた。

「春明、この女は何の用なの？　せっかくおしくらまんじゅうしてたのに」

「いや、俺おれにかおるが何の用なのかって聞かれても……知らないけど」

　詩絵はかおるをにらんで、「う～」と攻撃的に唸うなった。

「せっかく二人でおしくらまんじゅう楽しかったのに……」



    

  
    
      



    

  
    
      　あれはおまえを追い出そうとしてただけだ、と春はる明あきは内心でつっこむ。……いや、自分もちょっと楽しみかけていたけれど。

「おまえ春明の何なんだよーっ！　ぼくと春明は付き合うことになったんだから、邪魔するな!!」

「「なにっ!?」」いきなりの詩し絵えの宣言に、かおるはもちろん、春明も驚きよう愕がくの声を重ねた。

『おまえなんてこと言いやがる』と春明が詩絵をにらむ。しかし詩絵は『ふふーん言ってやった言ってやった』みたいな表情をしている。なんだそのドヤ顔は。

　かおるは無表情をかなぐり捨てたように、慌てふためいた。

「は、春明、どういうことなんだ!?」

　春明は困惑した――誤解ということにしたいけど、吸血鬼と眷けん属ぞくなんておおっぴらに説明できないだけに誤ご魔ま化かしづらい。嘘うそもとっさに思いつかない。

　見回すと、かおる以外の生徒たちも興味深そうに春明の次の言動をうかがっていた。もともと春明とかおるの仲の良さはクラスメイトから注目されていたのだ。

　詩絵とかおる、どちらに寄った態度をとっても自分の人間関係が劇的に変化するのは間違いない。うう……かおるとの距離感というか、人間関係は、気に入っていたのに。

　詩絵が、これは自分のものだと主張するように春明の腕を抱いた。間近の距離から、甘い匂においがふわっと漂った。するとふらっと春明の意識もかたむいた。

　……実際のところはどうあれ、別にカップルってことにされちゃってもいいかな……。

　昨日から今日にかけてあまりにも急展開だから戸惑っていたけれど、詩絵だって悪い奴やつじゃないし、いっしょにいて楽しいし……。そんなに慌てて誤解をとかなくても……。

「……そうか。まぁ、春明が誰だれと付き合おうと私には関係ないけれどな。私と春明は、友達だからな……うん。私には、関係ない」

　返事が出来ずにいる春明に対して、かおるがぼそりとつぶやいた。

　そのつぶやきは、春明の胸に少しだけ刺さった。

「ええと……それで、かおるはどうした？　何か用か？」

　彼女はスクールバッグを手にしたまま、自分の席にも行かず、真まっ先さきに春明のところにやってきていた。何か話したい用事でもあったのだろう。

「ああ、うん。ちょっと頼みごとがあったんだが……しかし……」

　どうしようという風ふうに彼女は言いよどんだ。詩絵に邪魔するなと言われたのを気にしている様子だった。そんなの気にしないで欲しいと、春明は複雑な気持ちになる。

「かおるが他人に頼みごとなんて珍しいな。俺おれに出来ることなら力を貸すから、とりあえず言ってみてくれよ」

「そうか。それじゃあ放課後に、ちょっと付き合ってほしいことがあるんだが」

「付き合って欲しいこと？」

「ああ。えーっと、その」

　かおるはしどろもどろな様子で言葉を選んだ。

「……今日の放課後、いっしょに、学校探検に付き合って欲しい」

「はぁ？」……あまりにも突飛な言葉が出てきたものだから、思わず変な声が出た。

　学校探検？　放課後に？

　春はる明あきが困惑した反応をみせると、かおるは「ううう」と頭を抱えた。彼女が他人に頼るというのも珍しければ、頭を抱えて悩むことも珍しい。機械じみたかおるの、色鮮やかな表情変化を間近に見られるのは、唯一の友達である春明だけの特権なのだ。

「い、いや……バカ正直に言ってもダメだとは思うんだが……ううう、こういうとき、どんな風ふうに誘えばいいのかよくわからない……」

　かおるはそういうの苦手だからなぁ……と春明は事情がわからないなりに納得し、微笑ほほえましい気持ちになった。

「よくわからないけど、放課後か……」

　別につきあってもいいかな、と思ったら、尻しりに激痛が走った。

「いってーっ!!」

「ど、どうした？」

「いや、何でもない。ちょっと痔じで尻が痛いだけだ。えーっと、放課後だな」

　痛みの発生源を見下ろすと、詩し絵えが春明の尻を思いっきりつねっていた。

　ずっと大人おとなしくしていると思ったら……。

「春明……痔だったのか。大丈夫か？　そうとう辛つらそうだが……」

　かおるが心配そうな顔をしてくれた。良いい奴やつだ。しかし尻をつねる詩絵の握力がさらに増し、尻肉がちぎれそうになる。飛び上がりそうなほど痛い。

「そ、そうなんだ、実は痔なんだ。すまんかおる……実は放課後は肛こう門もん科の病院へ予約をしてしまっているから、都合が悪い」

　……思わず迫真の演技ができてしまった。

「そうなのか……それでは仕方ないな。春明、運動不足とデスクワークに気をつけないとダメだぞ。薬に頼らずとも生活習慣の改善で治せると聞いたことがある。あとは変に触ったりしちゃダメだ」

　かおるは最後まで痔の心配をして、優しい説教をしてくれた。少しだけ罪悪感がする。……でも変な触り方ってどんなだ。

　詩絵は「えへへへ」と満足げな顔をした。こいつって奴は……。

　二人の女の子が自分の放課後の予定を取り合っている。……もしかしたらモテ期なのだろうか。しかしどこか妙なモテ期だ。春明は素直に喜べず尻をさすった。



　授業になると、詩し絵えは思いのほか素直に春はる明あきの席から去って行った。……というか去ってもらわないと困る。授業にならない。

　授業中の詩絵は、まったく授業を聞かずにじっと窓の外を眺めていたり、髪の毛をさわったり、机にうつ伏せて眠っていたりした。フラちゃんと犬いぬ飼かいさんの様子を見ると、詩絵とは対照的に熱心に授業を受けていた。

　合間合間の休み時間に、春明はクラスメイトたちに詩絵との関係をたずねられ、そうした野次馬クラスメイトを詩絵が蹴け散ちらすといった一幕もあった。

　……そんなこんなで四時間目まで授業が終わった。

　春明はいつもかおると食堂で昼食をとっている。だから昼休みになるといつもの習慣としてかおるが春明の席にやってきたが、詩絵も当然のように春明のところにやってきたので、二人が再び衝突することになった。

　二人の衝突に、クラスメイトたちはもはやワクワクとした目線を送っていた。

「春明、今日の昼食は……」

「春明はぼくと食べるの！」

　かおるのセリフを、途中で詩絵が割り込む。

「三人で食べればいいんじゃ……」

「がぶっ！」

「ぎゃあっ！」

　春明が妥だ協きよう案あんを口にした瞬間、噛かまれた。自分で言いながら実現不可能だと思いましたけどね！　噛まれた肩を押さえて、春明は涙ぐむ。この衝突はどうやら不ふ可か避ひらしい。

「ぼくは手作り弁当を作ってきたんだぞ！　それなのに恋人同士の食事に割り込もうなんて、空気読めてないっ！」

　いつの間に用意したのか、詩絵は二人分の弁当箱を誇らしげにかかげた。

　……おかしい。今朝の彼女にこんなものを用意している時間はなかったはずだ。

「それは確かに……」

　手作り弁当の発するオーラに、かおるは不本意そうに引き下がった。

　たぶん偽にせ物ものだけどな、その手作り弁当――と春明は内心で気づいても、口に出せない。

「しかし春明に見捨てられてしまうと……私は誰だれと昼食をとればいいんだ、春明……」

　かおるがすがるような目つきで春明を見てきた。

「見捨てるとか、そういう言い方するなよ……」

　白しら峰みねかおる。実は友達が少ない。というか春明しか友達がいない。

　嫌われるような人間じゃないし、知り合い以上友達未満ならたくさんいるんだけど。

「じゃ～白峰さん、今日は私たちと食べようよ～」

　春明が罪悪感に苦しんでいると、こちらの様子をうかがっていたらしいフラちゃんがこちらに手を振ってきた――彼女はいつも犬いぬ飼かいさんと食堂派だ。春はる明あきはほっと安心した。

　ありがたいフォローだ。

「じゃあぼくたちは屋上行こう！　あそこ人がいなくて気持ち良いいんだよ!!」

　ぐいぐいと詩し絵えに手を引かれながら……詩絵は今までずっと、屋上で一人で食べていたんだろうなと、春明は思った。

「……ところでその弁当作ったの、詩絵じゃなくてメイドさんだろ」

　階段をのぼりながら春明が指摘すると、詩絵はきまりが悪そうにした。

「ぼくのメイドが作ったんだから、ぼくが作ったようなものだよ……」



　詩絵の言うとおり、屋上には生徒が誰だれもいなかった。

　小説や漫画ではしょっちゅう舞台になる学校の屋上だが、毎日の日常では特にわざわざ訪れる理由もない。立ち入り禁止というわけではないが、人々の記憶から消えている場所だ。貯水タンクがポツンとあるっきりで、他ほかには何も無く、空が広くて開放感がある。

　教室や食堂なんかと比べれば、一人で過ごすには気が楽な場所だった。

　春明と詩絵は、コンクリートの段差に並んで腰をかけた。

「詩絵さ。かおるとは仲良くしてやってくれないか。あいつすごく良いい奴やつだから」

　弁当箱を受け取って、膝ひざの上で開きながら春明が言った。弁当のおかずは昨晩の夕食の残りだ――これを自分の手作りと言ってしまえる根性もすごい。

「あの女、手首に十字架ロザリオを巻いてた。十字架を首にかけずに、手首に巻くのってどういう習慣か知ってる？」

「へ？　十字架？　さあ、ファッションなんじゃないか？」

　春明は話題の飛び方に戸惑いながら返事した。しかし返事はしたものの、かおるとファッションという組み合わせには自分の発言ながら違和感がある。

　……休日に本屋で遭遇すると、平然とジャージを着てたりするからな、あいつ。

「魔物狩りの組織のハンターがよくやる身につけ方なの。手首に巻いておけば、ちょっとしたしぐさのときに、さりげなく服の袖そで口ぐちから対たい峙じした相手に十字架を見せられるでしょ？　十字架を見せられた魔物は怯ひるむから、それで人間社会に紛まぎれ込んでいる魔物を見つけ出すっていう古典的なやり方なの。手口が知れ渡ってるせいで今どきひっかかる魔物もいないから、ただの慣習になりつつあるけど」

「魔物狩り？　そんなのがいるのか？」

　思いがけない物騒な話に、春明は眉まゆをひそめた。……そうしたら、今の自分も狩られる対象なのだろうか。そういえば血を与えられて吸血鬼になりつつあるという自分の肉体事情はどうなっているのだろう。とりあえず太陽の光は平気なようだが。

「大昔には、魔物たちももっと暴れてた時期があったから……でもヨーロッパとかの方で魔女狩りとかもやってたような頃ころの時代の話だよ。今もあっちでは形だけの組織が存続されてて、でも日本にそういう人間がいるはずは無いんだけど……」

「つまり、かおるがそういう組織の人間なんじゃないかって？　……それは無いだろ。ありえないって。クラスメイトが魔物ハンターなんて、漫画じゃないんだからさ」

　春はる明あきは詩し絵えから見えない側の拳こぶしを強く握りながら、表面上は軽く笑い飛ばすように言った。……内心では思い当たることがあった。

「まぁ、春明がそう言うんなら、そうなんだろうけど。ぼくあの女のこと、知らないし」

「ありえないよ。大丈夫、保証する」

　――かおるは他人と深く関かかわることを異常に嫌がる。自分の内面に踏み込まれることを極端に嫌がって、だから友達を作らない。

　それは秘密を抱えた人間に特有の性質だ。

　大きな秘密を抱えながら他人とつきあうと、常に嘘うそをつくストレスに苛さいなまれることになる。だから秘密と嘘は、親密な人間関係を阻そ害がいする。

　秘密がさらに大きくて深刻なものの場合、秘密を抱えている自分自身に嫌気が走って、性格に自己否定の色が濃くなりもする。自己評価がやけに卑屈になり、やはり周囲と関わり合いになることを避けるようになる。

　春明はそういうかおるの性質がわかっていたから、そういう人間にとって心地良い相手を演じていた。秘密の存在を知った上でそこには決して触れようとしない、深い話は一切せずに上っ面だけのいいかげんなことしか言わない。気楽なお調子者――だから春明は、かおるの唯一の友達になることができた。

　だからこそ、『友達以上の関係』には絶対になれないのだけれど。

　しかしその秘密というのが、よりにもよって魔物ハンター、なんてねえ。

　あり得るのだろうか。

　でも自分の日常というのが、自分の知らない裏側で魔物がいたり魔界があったりと思いがけずフリーダムだということをすでに我が身で体験しているからなぁ。

　詩絵とかおるを仲良くさせたかったんだけどな……どちらも友達がいないから。

　春明は長々と考えて、ため息をついた。

「春明、何難しい顔してるの？」

「ああ、ごめん。どうしてラノベは四文字タイトルが多いんだろうって考え込んでた」

「ふーん。よくわかんないけど、そんなこと考えてて楽しい？」

　あんまり楽しくない。

　今日みたいな小競り合いならともかく、詩絵の正体がバレて、実は魔物ハンターだったかおると衝突――なんてことは、絶対に起こらないようにしないとな。

　口先だけでそういうことができたら、いかにも陰おん陽みよう師じって感じだ。

「ていうかどうしてぼくと二人っきりでお弁当なのに、他ほかの女の話なんてするの!?　春はる明あきはデリバリーに欠けるよ!!」

「俺おれはピザ屋でも寿す司し屋でも無いからな」

「もっと楽しいことをしようよー。……そうだ！　春明、はい、あーん」

　詩し絵えは弁当のおかずを箸はしでとって、それを春明の方に差し出した。

「おまえ『あーん』って……そんなベタベタな」

「あーん！　早く、あーん！」

　詩絵がこちらに身を乗り出して、それで甘い匂においがふわりと鼻先をくすぐって――なんだか詩絵が無性に可愛かわいく思えて、春明は別に『あーん』されてやってもいいという気持ちになった。くそ、しょうがないな。

「あーん」春明は照れくさかったため、目を閉じて、鳥のひなみたいに口を開いた。

「春明、可愛いっ！」

　詩絵が春明の口におかずを、ねじ込んだ。

「んがっ!?」

　あまりにも馬ば鹿かでかいものが口の中に収まったため、噛かむことができない。そういえば照れくさくてすぐに目を閉じたから、おかずを確認できていない。

　これは……骨付きのローストチキンじゃないか……。

　こんなもん『あーん』させるなよ……。

　あ、そうか。一番のメインディッシュをプレゼントしてくれたのか……。

「えへへ……今のぼくたちすごくカップルっぽいね♡」

「んぐぐ、んぐ……ポコペン…ポコペン…ダーレガツツイタ……オゲェエッ！」

　思わずピッコロ大魔王が巨大な卵を口から吐き出す感じの声が出た。

「なんでグロテスクな声をあげて吐き出すの!?　ひどい！　彼氏力が足りないよ！」

「不ふ甲が斐いなくて申し訳ない。彼氏じゃないけど」

　自分のツバでベタベタになったチキンを手づかみでかぶりつきながら、謝った。

「あ……もっと良いいこと思いついたのだ」

　詩絵は深呼吸をした――春明は、彼女が深呼吸をするのは何かとんでもないことをやらかす前触れだと、わかりはじめてきた。恐らく何らかの心理的なサインだろう。

「じゃあ春明、次はポッキーゲームやろう」

「はい？」

　詩絵は今度は弁当からアスパラガスを取り出して、その端を唇にくわえた。

　そして「んっ」ともう片方の端を春明の方に突き出してくる。

　……なんて恐ろしいことを考えやがる。

　エスカレーターは知らないくせに、どうしてポッキーゲームなんて余計なことは知っているのだろう。しかもアスパラガスといっても一本を丸々調理したものではなく、何分割かに切られているから、その長さはわずか人差し指一本分程度だ。

「はやふー」

　アスパラガスを突き出す姿が、今朝の夢でキスをねだる詩し絵えと重なった。

　春はる明あきが恐る恐るアスパラガスの端をくわえると、詩絵が「……にへへ」とくわえたまま笑い声をもらした。顔の距離が近い。目が合ってしまって、気恥ずかしい。春明はそのまま硬直したが、詩絵の唇は少しずつアスパラガスを噛かみ進んで、春明に迫ってくる。

　……これは無理だ。羞しゆう恥ち心しんの限界を感じて、春明は唇が触れるか触れないかのところでアスパラガスを食いちぎって離脱した。心臓の鼓動が最初から最後までクライマックスだ。

　途中だったが詩絵は満足したらしく「えへへへへ」とご機嫌にアスパラガスを咀そ嚼しやくした。

「春明ってテレ屋だよね！」

「いや別に照れてるわけじゃないけど」

　感じている緊張を隠しながら、春明は強がった。くそ、心臓の鼓動が何だか悔しい。

　詩絵はもう十分イチャつけたと感じたらしく、それからは大人おとなしく弁当をつつき始めた。

　一足先に弁当を食べ終えた春明は、その様子をぼーっと眺める。それにしても……詩絵は自分といっしょにいるときはこんなに楽しそうなのに。

　昼休みが終わると、また彼女がつまらなそうに過ごす時間が始まってしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      「詩し絵え、もっと学校で友達とか作ればいいのに」

「……留学制度なんて嫌い。ぼくみたいにドラゴンの力を継いだ高位な魔物に、人間との交流なんて必要ないもん……なのだ」

　詩絵はふいとそっぽを向いてしまった。どらごん？

　彼女はどういう理由か知らないけれど、留学制度が好きではないらしい。

「でもさ……寂しいだろ？」

　詩絵の肩が震えた。『はい』か『いいえ』で答えさせる質問は、誤ご魔ま化かしを許さない圧迫感を相手に与える。何気ない春はる明あきのそうした質問に詩絵は、弱々しい声を返した。

「……うん」

　訊きくまでもないことをわざわざ確認してしまったと、春明は少しだけ後悔した。

「なぁ詩絵」

「……ん？」

「今日の放課後、人間の街でデートしよう」



　　　×



「えへへ……春明～春明～♪　ふんふふ～ん♪　ふふ～ん♪」

「……何それ」

　春明は思わず冷めた声が出た。春明、ドン引き。

「春明といっしょのテーマ。ふんふふ～ん♪」

　放課後に詩絵を校外に連れ出すと、詩絵のテンションが有頂天を極めた。

　頭の悪い子供みたいな浮かれっぷりで、春明と腕を組みながら、リズムに合わせてクネクネと身を揺らしている。少し視線が痛い。

「詩絵、人通りの多いところに出るから、もうちょっと落ち着こうな。歌は、やめような」

「うん、わかったー」

　紅くれない学園高校は住宅地のド真ん中に建っていて、娯楽を求めるとなると駅前まで行く必要がある。駅前だけ栄えていて、ちょっと歩くとすぐにさびれるという典型的郊外なのだ。

　電車通学の生徒たちに交じって、春明と詩絵は歩いていく。周囲からカップルだと思われてしまうことについては、春明はもうあきらめることにした。

　素直に歌うのをやめた詩絵は、春明と組んでいない方の腕で、自分の髪の毛を弄いじくっていた。寂しさを表すサイン――ちょっとしたことだけれど、歌うのをやめさせられたことで無意識に拒絶のニュアンスを感じてしまったのかもしれない。

　目ざとくそれを察した春明は、詩絵の髪の毛を撫なでてやった。

　もう彼女に寂しさを感じさせたくない、そんな強い気持ちが芽生えてくる。

　詩し絵えは「えへへ」と笑って、よりぎゅっと強く腕を組んできた。ううむ。詩絵の髪の毛は柔らかくて気持ち良いいし、密接されるのも春はる明あきはまんざらではない。

　歌うのはやめたものの、詩絵は腕を組みながら未いまだにリズムに合わせて身体からだを揺らし続けている。そのたびに腕に胸がぷにぷにと当たる。甘い匂においと胸の感触のせいで、春明は細かいことがどんどんどうでもよくなってきた。

　しかしこの二日間でずいぶんと詩絵のおっぱいに触れたものだ。でかいおっぱいが何かの弾はずみで当たってしまうのならわかるが、詩絵のおっぱいはこんなにも小さいのにぷにぷにと当たってくる。それだけでも詩絵のボディーコンタクトの激しさというものがわかるというものだ。ほとんど胸をこすりつけるような勢いで腕に抱きついてくるのだ。

　もはやおっぱいの感触は貴重なものであるという文化的価値観さえもが、春明の中で揺らぎつつあった。

　しかしそれでも飽きるということ無く、触れるたびにドキドキと新鮮な胸の高鳴りを感じさせるのだから、おっぱいというのは小さくとも素晴らしいものですね！

　……と、春明は思った。

「春明？　にやにやして何考えてるの？」

「ああ、ごめん。群雄割拠のラノベ市場で新規レーベルがシェアを伸ばしていくためにはどうすればいいだろうって真剣に考え込んでた」

「ふーん。よくわからないけど、それは春明が真剣に考える必要があることなの？」

　全然関係ないかな。

「それにしても春明からデートに誘ってくれるなんて……春明もやっとぼくの魅力にやられたんだね。今夜はお赤飯なのだ」

「……否定も肯定もしづらいな。……とりあえず赤飯は違うと思うけど」

「春明と放課後デートなんて……夢にまでみた人間界の恋愛漫画みたいだよ。ぼくの恋愛ゲージがたまりすぎちゃうよ」

「何だよ恋愛ゲージって。たまるとどうなるんだ？」

「春明が大人おとなになっちゃうよ……」

　詩絵は幸せそうにモジモジしながら、ポッと頬ほおを赤らめた。

「俺おれのための赤飯かよ！　おまえの恋愛ゲージなのに俺がどうこうなるの!?」

「まわりまわってそうなっちゃうよ。ゲージを消費して超必殺技が発動、回避不可、ガード不可……深い愛に突き動かされて、もう場所だって気にしないのだ」

「おまえただの痴女だよ!?」

「こんな人目につくところで恋愛ゲージがたまっちゃうなんて恥ずかしいけれど、思い切って……ゴクリ」

「生なま唾つばをのまないでくれ！」

「それぐらいうれしいのだ、春はる明あき」

　えへへと笑いながら春明の腕を振り回す。まっすぐな言葉がくすぐったい。

　道行く生徒たちがカップルに向けるような生暖かい視線を向けてきているけれど、まぁ、もう仕方ないか……。もはやどうでもいい……。甘い匂においは鼻が慣れて特別に感じられなくなり、その代わり常に頭が甘ーくしびれているような感じがする。

　無意識のうちに春明の理性は、バカップル仕様のゆるいものにされつつあった。



「すごい！　春明、駅前ってこんな場所だったんだね。もっと魚介系だと思ってたよ！」

「それは江え戸ど前まえだな」

　彼女は学校から外に出たことが無かったらしく、ビルがニョキニョキと乱立する駅前の風景に大興奮した――巨大なデパート、色々な映画を上映するシネマコンプレックス、大音量を外まで響かせるパチンコ屋、覇を競い合う飲食店。……駅前だけは栄えているのだ。

「すごい人が多い……」

　詩し絵えは物珍しげにあたりを見回した。

　さて、当然自分がリードしなくてはならないが、自分だってデートの経験なんて全然無い。……まぁどこに連れて行っても喜んでもらえる気はするけれど。

　春明が詩絵について知っていることはまだあまり多くない。間違いなくわかっていることは、ゲームとぬいぐるみが好きなこと……。

　……というわけで、春明は駅前で一番大きなアミューズメントスポット、すなわちゲームセンター『エルドラド』にやってきた。

　出入り口を彩るゴテゴテとした原色の装飾、店内に張り巡らされたゲームポスター、激しい音響……だけど何より入ってすぐのプライスゲームコーナーに詩絵は劇的な反応を見せた。「ハ、ハンパない……」気を遠くしたようにつぶやく。

　その視線は、ケースの中に無数に山積みにされたぬいぐるみに注がれていた。

「は、春明！　どういうことなの!?　何この黄金郷エルドラド!?」

「ゲームで上う手まくやればあれを手に入れられるんだよ」

「マジでぇえええええ!?」

　詩絵はゲーム機に向かってぶっ飛んだ。

　……詩絵ってときどき『無邪気』と『アホ』の際どい境界線上に立ってる感じがする。

　うろうろ、うろうろとしたあとに彼女が選んだのは、動物さんのぬいぐるみがたくさん入ったクレーンゲームだった。そして何度かクレーンを動かしてから、詩絵は爆発した。

「何でだぁあああああああああ!?」

　ズデーン！とぶっ倒れてゴロゴロゴロー！と転がった。

「こういうのは山になってるのを崩すようにして落とすんだよ。持ち上げて取るだけのパワーがクレーンに無いから」

「え!?　クレーンなのに持ち上げて取れないの!?　騙だまされた！」

　言われてみればそうだよな、クレーンは崩す道具じゃないよなぁ。詩し絵えの素直さに新鮮な発見を感じながら、春はる明あきは詩絵の代わりにゲーム台の前に立った。

　詩絵が暴れたおかげでほどよくぬいぐるみの山が乱れている。

　欲しがっているのは、たぶん猫のぬいぐるみだな。穴のすぐそばギリギリの絶好の位置に猫が一体あったので、それに狙ねらいをつけてクレーンを操作する。

　クレーンの貧弱なアームがぬいぐるみをわずかに持ち上げた。しかしそのまま持ち運ぶほどのパワーは無く、クレーンからポロリとかたむいて落下する。問題はそのときにどちらにかたむいて、どちらに落下するかだ。穴とは逆側の方を持ち上げれば……、

「お、おおおおっ!?」詩絵が身を乗り出して、歓声をあげた。

　……ぬいぐるみは、穴の方に転がり落ちる。

　運良く、あっさりと取れた。春明が取り出し口からぬいぐるみを取り出すと、詩絵は自分のことのように喜びの声をあげた。

「やったー、すっげええー！　いいなー、春明、猫さんのぬいぐるみいいなー」

　春明は思わず苦笑した。俺おれはこんなぬいぐるみいらんよ。

「あげるよ」

「え、いいの!?」詩絵は素直に目を輝かせた。

「欲しかったの猫であってるだろ？　もし別のが欲しかったら今度は自分でとりなさい」

　詩絵は猫のぬいぐるみを抱いて、春明をまじまじと見た。

「どうしてぼくが猫さん狙ってたってわかったの？　言わなかったのに」

　クレーンの操作も滅茶苦茶だったから、一見しただけでは何を狙ってるのかわからなかった。それでも春明には、見ていれば狙いがわかった。

「だって詩絵って猫好きそうじゃない、陰おん陽みよう術的に考えて。星が俺にそう囁ささやいた」

　本当は部屋のアンソニーくんが猫だったことや、ゲーム中の目線の動きだとかが判断理由だったが、ともかく詩絵はうっとりとぬいぐるみに顔を埋めてフカフカとした。

「うん、猫さんは春明の次に可愛かわいい生き物だよ」

「ちょっと待て、それはおかしい」

「三番目はキリンさんなのだ」

「いや、俺を猫さんやキリンさんと同列にあつかうなとツッコミをいれている……」

「同列とはいっても、二位に大差をつけて春明がダントツで可愛いよ？」

「そういう意味じゃなくて！　俺は可愛い生き物とかじゃないからっ！」

　ライオンさんとかと同列になるならともかく……と春明は憤ふん慨がいしたが、詩絵は聞く耳もたずにぬいぐるみにフカフカした。気持ち良さそうだ。まぁいいか。

「ぬいぐるみって好き。名前をつけて、大事に可愛かわいがるの。友達なんだ」

「……ああ、アンソニーくんみたいに」

「だからこのぬいぐるみは『はるにゃん』って名前にする」

「やめてくれ！」

「……でもぬいぐるみよりも大事な存在ができて、今はすごく楽しいよ。ありがとう、春はる明あき。ぼくが一番好きなぬいぐるみを言い当てて取ってくれるなんて、すごく嬉うれしいのだ。ぼくのことしっかり見ててくれたから出来ることだよね？」

　春明は照れた。星が囁ささやいた云うん々ぬんは、彼女にも嘘うそだとわかったらしい。そりゃそうか。

「俺おれは嘘つきだから誰だれが相手でも注意深く観察してるよ。……そんなことより、今度は自分の力でとりなさい。見本はみせたんだから」

「うんっ！」

　それから詩し絵えは執念深いチャレンジによって自力でタヌキのぬいぐるみを取った。別にタヌキが欲しかったわけではないらしいが、それが取りやすい位置にあったから仕方ない。

「あっちのゾーンには最新のゲームがある。格闘ゲームとか」

「最新の格闘ゲーム!?　……それじゃあぼくが家でやってたやつはなんだったの？」

「在庫処分品」

「なんだってぇええええ!?」



　ゲームセンターで遊んでいると、ちょうどいい具合に空腹になったので夕食に向かうことにした。学生デートの夕食といえばファストフード『マスオナルド』、通称マスオだ。

「この店、漫画で出てきた！」と、詩絵が喜んだ。

　学校から外に出たことがなかった詩絵は、漫画で社会について学んでいるようだった。恋愛に対する感覚が妙に漫画的だったりするし、ポッキーゲームやマスオナルドは知っているのにエスカレーターを知らないのだから、そうとう偏っている。

「そういえば漫画とかってどうやって手に入れてるんだ？」

　まさか紅くれない電でん機きも漫画は物々交換で渡してこないと思うのだが。

「マンガとかはポンコ……富ふ良ら野のがよく買ってきて、みんなに配ってるよ。あいつはバイトしててお金持ちだから」

　そういえばフラちゃんはマヨネーズを買ってきて魔界で流は行やらせたりもしたってメイドさんが言っていた。流行の発信源なのか、フラちゃん。渋谷のギャルみたいだな。

「魔物でもバイトなんてできるのか？」

「うん、紅くれない学園に申請すれば身分証明を偽ぎ造ぞうしてくれるみたい。魔界にはお金がほとんどないから、バイトがお金を得るための数少ない手段なのだ」

　物々交換でしか取引してないって言っていたもんな。……たぶん紅電機は、自分たちが魔界との交渉を優位に進められるように、魔界へのお金の流入を制限しているのだろう。

「詩し絵え、さっきゲーセンでけっこうお金使ってたじゃん。あれは……」

「人間社会を学ぶために最低限のお金が、紅くれない学園からおこづかいってことで支給されてる。人間たちと交友関係を築いて、それを維持するためのつきあいをするにもお金がかかるだろうってことで」

　お母さんみたいな言い分だな、紅学園。

　――紅学園や紅くれない電でん機きが、実際のところかなり魔物たちをコントロールしてるようだ。そう考えると、留学やバイトの許可なんていう魔界にとって都合のいい部分は、レアメタルを交渉材料になんとかひきだした紅電機側の最大限の譲じよう歩ほなのだろう。

　そういう交渉は、メイドさんがしているのだろうか。なかなか素晴らしい外交手腕だ。

「でもぼく、今までそれ全部貯金してたからお金たくさんあるよ」

　詩絵はまたさりげなく寂しいことを言った。

　留学生はバイトをしたり、学校の外に出たりと意外と自由なのに、詩絵はそういうことをまったくしていない。彼女は寂しいにもかかわらず、周囲を拒絶して引きこもっている。

　春はる明あき以外の人間や魔物を、頑かたくなに拒絶しているのはどうしてだろう？

「……だったらこれから、たくさん遊べるな」

「うんっ。春はる明あき、たくさん遊ぼうね！」

　そんなことを話しているうちにマスオナルドにたどりつき、二人は店内に入った。

　ちょうど客は誰だれも並んでおらず、まっすぐにカウンターの店員さんと向かい合った。

「いらっしゃいませ～。あ、詩絵さまと阿あ部べくんだ！　仲良しだ～。いいな～」

　聞き覚えのある声に驚くと、店員はフラちゃんだった。

　フラちゃんのバイト先って、ここか。まぁここは学生のバイト先として定番だもんな。

「フラちゃん、サービスしてよ」

　とか言ってみるテスト。

「わかった～。超たくさんポテトに塩ふるよ～。ふるぜ～、超ふるぜ～」

「味付けかよ！　高血圧でポックリ早死にさせる気か！」

「だって量はマニュアルで決まってるから～。うちは在庫もマジメに管理してるし、味付けぐらいしかお茶目できないよ～。バイト首にされたら魔界の名折れだし～」

　身分を証明しているのが紅学園ひいては紅電機だとすると、確かに問題を起こすのは不ま味ずそうだ。……何だかけっこう窮屈だなぁ、魔界の人たち。

　フラちゃんは注文に手間取る詩絵に、オススメメニューなんかをアドバイスしてくれた。

「一番原価が高いのはオレンジジュースだよ～。マスオをつぶすならこれだよ～」

　店員さんからのインサイダー情報。それぐらいでつぶれるわけがないけど。

「ごゆっくりね～。あ～ん、とかイチャついちゃだめだよ～」

　フラちゃんはブンブンと両手を振って見送ってくれた。

「それはもう昼に通過させられたイベントだから大丈夫」

「ええっ!?　詩し絵えさま、いいなぁ～」

　それにしても、犬いぬ飼かいさんだけでなくてフラちゃんもマジメな留学生だ。こうしてバイトをして、稼いだお金でみんなにおみやげを買って帰って……まるでパートに勤いそしむ母ちゃんみたいに思える。……春はる明あきの中で魔界全体がひとつの貧乏家庭に見えてきた。なんだかロマンのカケラも無い。そしてそんな中で……。

「な、何？　何でぼくを変な目でみてるのだ？」

　それに比べてこのヘッポコお姫さまは……。

　きっと、何か事情があるんだろうけど。――春明は事情へ深入りすることに躊躇ためらった。

　席につくと、詩絵のテンションは再上昇した。

「知ってるよ！　これって両手でつかんでかぶりつくんだよね！　ナイフとフォークを使わずに食べるんだよね！」

「詩絵……こぼさないように注意して食べろよ。これを綺き麗れいに食べるのは大変だからな」

　詩絵が気楽そうにビッグマスオの紙ケースを開けたので、春明は注意した。

「え？　そんなに難しい食べ物なの？」

　春明はビッグマスオを綺麗に完食できたことが無かった。

　フラちゃんに勧められるままついホイホイ買ってしまったが（よくよく考えたらフラちゃんは一番定価が高いのを勧めただけだ）、ビッグマスオはデートで選ぶべき食べ物じゃない……。口元や手をソースでベタベタにしてしまって見苦しいことになる危険性が高すぎる。そんな姿を相手に見られたら、百年の恋も冷めてしまうかもしれない。

　阿あ部べ春明――けっこう見栄っ張り。

　しかし詩絵は、そうした春明のアドバイスを一口食べた時点で忘れた。

「いまだかつて無い味がする！　絶対に不ま味ずいし健康にも悪そうなんだけど、なぜか美お味いしい気がする！　これが人間界の青春の味なんだね!!」

「……あー、おまえ……言わんこっちゃない！」

　詩絵の無残な姿に、春明は顔を覆った。

「ほえ？」

　詩絵は不思議そうに首をかしげたが、ハンバーガーの間から零こぼれ落おちたタマネギのみじん切りやソースが、ガツガツとむさぼる詩絵の顔と手をベタベタに汚していた。食べるのに夢中の彼女はまったくそれに気づいていない。

　あー、あー、可愛かわいい顔が台無しだ。そんなことを考えて――春明は、ごく自然に詩絵のことを可愛い顔だなんて思った自分にちょっと怖さを感じた。平静を装いつつも、けっこう骨抜きにされている。これは血のせいだと、春明は内心で自分に言い聞かせた。

「ほら、じっとしてろ」

「え？　じっとしろと言いつつ近づいてくる春はる明あき……もしかしてチュウされちゃう!?」

「そんなソースまみれの顔に誰だれがするか」

　春明は身を乗り出して「んにゅ」紙ナプキンで詩し絵えのふにふにとした顔をぐーりぐりと拭ふいてやった。ファストフード店の紙ナプキンはこういうときのために油を吸いやすくできている。「えへへ」よし、可愛かわいい顔に戻った。

　とつぜん詩絵は身を縮ませてモジモジとした。

「うへへ……今唐突に思ったけど、初チュウは春明からして欲しいな……」

「もうちょっと色気ムンムンになったら考えるよ」

　自分の冷静さを示すように、春明は冷たく言った。

「む、お色気担当セクシー吸血鬼になんたる暴言を！」

「どこにいるんだそんなキャラ!?　隠しコマンドとか入力したら出るのか？　サキュバスっぽい感じの新キャラが」

　詩絵はむにゅーと唇を尖とがらせて、ぬいぐるみのはるにゃんをテーブルに乗せた。

「はるにゃーん、あの人あんなこと言うよー、ひどいよー」

　詩絵はぬいぐるみの腕をぐいぐいと動かしてから、甲かん高だかい声を出した。

『美少女吸血鬼詩絵たんの魅力がわからないなんて男の風上にもおけないよ！　きっとインポだね!!』

　詩絵の口はほとんど動いていない。やたらと上手じようずな腹話術だった。

「ぬいぐるみに慰めてもらうなよ、おまえ……」

　エア友達からさらに一歩前進したテクニック……きっと屋上で身につけたに違いない。

「あ、そうだ。良いいこと思いついたのだ。春明、ちょっと身をこっちに乗り出して」

　言われるままに身を乗り出すと、詩絵が「えいっ」とビッグマスオを春明の顔面に押し付けた。頬ほおのあたりが、ソースでべったりクリーミーにされた。

「な!?　おまえ、何をしやがる！」

「春明、ホッペにお弁当がついてるよ！　ドジっ子さんなんだから♪」

　春明が怒声をあげるが、それを無視して詩絵は深呼吸をひとつして、わざとらしい口調で言った。「ぼくが、とってあげるのだ！」

　身を乗り出していた春明をぐいと押さえつけて、状況を把握できずに硬直しているその頬を、詩絵がペロリとなめた。

「!?」

「んっ、んっ……油っこいから中々とれない」

　春明の頬を、ぬるりとした感触が繰り返し往復する。詩絵の舌は、最初は温かく感じたが、春明があっという間に赤面したので、すぐにひんやりと冷たく感じた。

「とーれたー」

　最後にぺろーりとすくいあげると、春はる明あきの頬ほおからあごに、唾だ液えきがつーっと流れ落ちた。

　慌てて紙ナプキンで頬を拭ふいた。

「ああっ、もったいない！」

「もったいなくない！　変態みたいなこと言うな!!」

「春明のほっぺた……恋の味がしたのだ♡」

「ロマンチックなことみたいに言うな！　この変態っ!!」

　春明は混乱まじりに罵ののしり、詩し絵えは満足そうにうっとりと目を閉じた。

「すごく恋人っぽいことしちゃった」

　いや、普通の恋人はこんなことしない。

「あーんを経験済みのカップルはひと味ちがいますね～、お客さま～」

　不穏な声に振り向くと、フラちゃんが店内をうろついてこちらを見て笑っていた。

「なんでいるんだよ！」

　それから気がついて、春明は店内を見回した。老若男女、さまざまな客がいたが、春明と目が合いそうになるとみんなさっと目をそむけた。注目されてた！

　春明の挙動にあわせるようにして詩絵もきょろきょろと店内を見回して、それからグッタリと倒れた春明の肩を叩たたいた。

「ねえねえ、春明」

「なんだ？　俺おれはもう早くこの店を出たいから早く食べ終えてくれ」

「ここの人間たちの服って、ぼくが着てたやつとちょっと違うね」

　春明は上体を起こして、あたりの人間を見回した。マスオナルドの客層は必ずしも紅くれない学園の生徒たちだけではないので、私服の人間も多い。もちろんゲームセンターにも私服の若者などいくらでもいた。詩絵が見比べたのは、そういうカジュアルな若者たちだろう。

　詩絵は今日こそ制服を着ているものの、彼女の普段の私服はドレスである。見た感じ、どうもそういう服しか持っていない様子だった。

　魔界は城の外観も含めて、基本的に欧米文化が根付いているようだ。元々はヨーロッパの地底あたりに大多数が住んでいて、それから日本の地底にやってきたという感じなのだろう。とにかく詩絵の私服はヨーロピアーンかつドレッシーでプリンセスである。

「よし、じゃあ服を買いにいくか」

　春明の方から提案してやると、詩絵は「うんっ！」と喜んだ。

　時間的に、これがデートのラストになるだろう。



　ファストフード店から出ると、外はもう夜の帳が降りていた。

　春明と詩絵は、夜の街中でもひときわ強い光を放っている総合商業施設『ジャバコ』に向かった。ここは広い敷地の一階から三階までがすべて婦人服売り場で、それぞれ大人おとな向けブランドから若者向けブランド、子供服まで勢ぞろいしている。

「春はる明あき、ぼく、よくわからないから、春明が選んで」

　うーむ、俺おれだってよくわからん、と春明は内心で思った。

　しかし春明は頼りにされると、ほとんど反射的に大口を叩たたいてしまう性分だった。

「任せておけ、俺はこの街で一番のファッショニスタだ。ラグジュアリーでありながらガーリッシュで都会的に洗練されたモテスタイルを提案してやろう」

「すごい、春明！」

「いいか詩し絵え、モテの秘ひ訣けつはジャストなサイジングと自分へのご褒ほう美び感だ！」

「頼れるーっ！」

　自分で言っておいて全然意味不明だった。……そもそも自分自身のファッションだって普段から大してこだわっていない。

　二人は腕を組んでイチャイチャしつつ店内に入った。

　一階の高級ブランド売り場は、やたらにガラス張りで、あっちこっちに意味不明の英語ブランド名が踊っている。さすがにここには用が無いだろう。

　三階のヤング向けカジュアルと銘打たれたフロアにやってくると高級感がだいぶ薄れた。ブランド名が意味不明なのは変わらないが、ずいぶん親しみを感じられる空気になった。

　春明はとりあえず一周して詩絵が気に入った店に入ればいいかと思ったが、詩絵は「どこがいいのかな、ね、春明」としか言わなかった。

　考えてみれば『自分の服が周囲から浮いている気がする』程度の認識しか持っていない詩絵が自分で選べるはずがない。判断基準も自分の中で定まってはいないだろう。

　ここは詩絵に決めさせるだなんて責任逃れをせず、自分が責任を持って詩絵に似合う服を選ばなければなるまい……。口八丁を武器に生きる春明にとって、珍しく真っ向勝負の場だった。

　――無数にあるブランドの中で、春明は『サマンサ・ヤマダ』を選んだ。

　選んだ決め手は、クラスのイケてる女子たちが「このブランドカワユス」「ギザカワユス」ときゃいきゃい話題にしていたのを耳にしたことがあるからだ。ギザってなんだ？

　店内を見回すと、高級感と可愛かわいい系の雰囲気がほどよくミックスされた空気感だった。ピンク色でハートマークな感じ。ふむ、詩絵の可か憐れんな容よう貌ぼうとよくマッチしそうだ。想像するとギザカワユス。……可愛いの次は可憐とか考えてしまった。自分の頭はどうなってしまっているのだろう？　バカップルなの？　死ぬの？

「春明、どれがいい？　どれを着て欲しい？」

　頭を抱える春明をよそに、詩絵が嬉うれしそうに店内をキョロキョロする。

　必殺技『あのマネキンが着てるのをそのままください』を使おうかと思ったが、値札を見てビックリしたので止めた。

　春はる明あきは一着のワンピースを手に取った。丈が短めだから、もしかしたらチュニックというやつなのかもしれないが、細かいことはわからない。要するにあまりにも値段が高かったから、ワンアイテムでさまになるものを選んだ。

　柄付きのワンピースは清せい楚そでありながら可か憐れんな印象で、春から夏にかけて大活躍することだろう。ほどよく上品だから、詩し絵えの持っている靴などともそのまま合うはずだ。

　……うむ。春明はファッショニスタとしての自分に自信を抱いた。

　詩絵がこんな服を着て歩いたら、通りを歩くたびにスカウトから声をかけられ、ストリートスナップを撮られ、ギャル男にナンパされ、ロリコンのオッサンから痴漢されること間違いないだろう。くそ……自分がそばにいてやらないといけないな……！

　もしかして自分の思考回路は、今、かなりバカ彼氏っぽくなってないだろうか。

「それじゃあ春明、試着してくるね！」

　そう言って詩絵は試着室に入っていく。春明は胸を高鳴らせながら試着室のカーテン前で待った。……女の子の着替えを待つ時間というのは、やたらと落ち着かなかった。

　やがて「着たよー」と明るい声とともにカーテンが開いた。

「おおっ」っと思わず声が出た。

　詩絵が自分の選んだ服を着ている――似合っているというのはもちろんだが、それはもっと特別な感動を春はる明あきにもたらした。



    

  
    
      



    

  
    
      　まるで魔界のお姫さまをさらって自分のものにしてしまったような独占感……。

「春明、似合うかなこれ？」

　パタパタと手足を動かして、ぐるりと一回転して、詩し絵えがたずねてきた。

　春明はコクコク高速で頷うなずいてやった。言葉もないというやつだ。

「えへへ、これが春明好みの格好なんだね。ぼく、春明色に染められちゃった」

　その言葉に春明は少し戸惑った――自分は自分の趣味に走らず、詩絵に似合いそうなものを真剣に選んだつもりだったが……。

「うん、俺おれ好みだ」

　……しかし詩絵に似合うというのは、もうイコールで自分の好みということにしてしまってもいいような気がして、春明はまんざらでもなかった。詩絵は「えっへへー」とひときわ上機嫌そうに笑うと、春明を試着室に引きずりあげた。

「お、おい？　なんだよ」

「春明、ごほうび！」

　頬ほおに温かいものが触れた。ちゅっと音を鳴らして、詩絵の唇が頬に触れた。春明が状況を理解するよりも先に、詩絵は試着室から春明を押し出して、カーテンを閉めてしまった。

　春明は呆ぼう然ぜんとした――不意打ちのキス。

　いや、ある意味もっと強烈なのをマスオナルドでされたけど。

　だけど今、彼女は深呼吸をしていなかった。

　ものすごく自然なしぐさで……。まるで気持ちがあふれでたみたいに……。

「可愛かわいい彼女さんですねー」

　気がつくと若い女の店員さんがニコニコ笑いながら話しかけてきた。

　いつもの春明だったら、調子こいて「いえ、店員さんこそキレイっすよー」とでも調子こいてほざくところだ。だけど。

「ハッハッハ、そうでしょう」

　思わずヤケクソな笑いが出た。頭が沸いている。たぶん今も顔が真まっ赤かだろう。

「どうですか？　彼女が着替えている間に会計がすべて終わっていたら彼氏として超カッコイイと思いませんか？　いや、もちろん彼氏さんオゴるつもりでしたよね」

「え？」

　いやレストランの会計じゃあるまいし……普通に詩絵の貯金を当てにしていた春明はキョどった。……だけど、彼氏だとしたら、確かにここはオゴってやるべきタイミングかもしれない。彼女を自分色に染めるのだ――自分の力で。

「……いやぁ、もちろんですよ、ハッハッハ」

「わぁ！　百点満点彼氏ですね！　それじゃあ特別に三割引で八千四百円になりまーす」

　安い店ではなかった。出費が痛かった。超痛かった。しかし……けっして高くない買い物だ。春はる明あきは財布から虎とらの子の一万円札を店員さんに渡し、それから衣きぬ擦ずれが続くカーテンの向こうに声をかけた。

「詩し絵え、その服もう買ったから！　制服は袋に包んでもらって、その服、着て帰ろうぜ」

「春明！　本当に!?」

　詩絵の嬉うれしそうな声が帰ってきた。その声に春明は満足を覚えた。

　俺おれってまさに百点満点彼氏じゃないか……。

　もはや自分のバカップル思考に、自分でツッコミをいれたりもしない。



「デート、すっごく楽しかった！」

　夜の帰り道。彼女はいつまでたっても新しい服を見せびらかすようにくるくる回ったりしながら歩いていた。妖よう精せいみたいだった。春明がそれに「似合う」と言ってやると、満足そうにして春明と腕を組んでくる――彼女はいつでも抱きついたり、腕を組もうとしたりしてくる。少しでも接触していたい、少しでもくっついていたいという風ふうに。

　血を分け与えられて以来、春明も同じ気持ちでいた。

「もっとたくさんぬいぐるみ取りたい！」

「うんうん」

「もっとほかのメニューも食べてみたい！」

「うんうん」

「もっとたくさん服ほしい！」

「うんうん。また行こうな」

「うんっ」

　春明は詩絵の笑顔を見ていると、もっと笑わせたい、もっとたくさん笑わせたいと感じた。『孤高の君』……きっと詩絵はいままで寂しさばかりで、こうした楽しみを何も知らなかったのだろう。だからその笑顔は無邪気で、まっすぐで魅力的だった。

　もっと色んなことを教えてやりたいと、そう思った。

　――しかし不意に気がついて、春明は表情を凍えさせた。

　彼女がデートを楽しんでいたのは、すべてが未経験で、孤独だったからだ。

　そもそも彼女は、どうしてそう簡単に自分に血を与えてしまったのだろう。……他ほかのクラスメイトよりもしつこく声をかけていた春明を、詩絵は無視しながらも、他のクラスメイトより優しそうだと感じていたのだという。

　しかしそれは恋をするにはあまりにも不十分な理由だ――彼女は血を与えればこういう関係になることは、事前に知っていたのだ。

　ガーゴイルにやられて行き倒れている男がいて、血を与えなければ死んでしまう。しかし血を与えれば、自分と相思相愛の関係になってしまう。しかし詩し絵えは魔界で人が死んでも別に構わなかったはずだ――彼女にとって『留学制度』などはどうでもいいのだから。

　そのとき彼女が血を与えるという行動に出た理由は、ただ単に『春はる明あきは過去にしつこく声をかけてくれていた人物だから』、だけではないはずだ。

　たぶん、寂しさの方が大きかっただろう。

　何しろ彼女は――春明が血を与えられて蘇そ生せいされたときに偽名を名乗ると、多少のショックを受けたものの――すぐに受け入れてしまっていた。

　春明は『何度も声をかけていた努力が報われた』みたいな気持ちになって、嬉うれしくて誤ご魔ま化かされていたが、そんなのは大したことじゃなかった。

　詩絵の本心は『寂しくて、眷けん属ぞくが欲しかった』だけなのだ。

「春明？　……どうしたの？　何か怖い顔してる……」

「あ、いや、何でも無いよ」

　春明は嘘うそをつく余裕は無かったけれど、笑顔を装った。

　……なんだ、別に俺おれじゃなくてもいいんじゃないか。

　詩絵は、自分のことなど見てはいない。……何が百点満点彼氏だ。アホか、俺は。

　冷静になってみると、自分を衝つき動かしていた熱だって、血の力によるものに違いない。

　長い間ずっと、血の魔力に騙だまされていたのだ――陰おん陽みよう師じの自分が、騙されるなんて。

　そもそも自分は本来、かおるのことを憎からず思っていたはずなのだ。

　……放課後の教室で話をしていたあの時間が、やけに遠い昔に思えた。

「そう？　何でも無いなら大丈夫だよね。にへへ」

　詩絵が無邪気な笑みを浮かべて、春明の腕に抱きついてくる。すると春明の頭は再びとろけそうになる。春明は慌てて抱きつかれていない方の手で、自分の尻しりをつねりあげた。

　痛いてえ。だけど痛みが頭をしゃんとさせて、春明はバカにならずにすんだ。

　自分たちをこんなバカップルにさせたのは、詩絵の孤独と、血の魔力だ――一度それに気がつくと、疑い深い春明はそれを素直に受け入れることができず、気持ちがぎくしゃくとした――きっと自分は、『認識を誤魔化す魔法』とやらに耐性があるのだ。

　……城に戻ったら、メイドさんに彼女の事情を聞いてみよう。

　どうして彼女は孤独なんだろう。

　せめてそれぐらいわからないことには、納得ができない。



　　　×



「春明、ゲームしようよ、ゲーム！」

　城に帰ってくるなり、詩絵は春明に遊びをねだった。しかし春明は……メイドさんに話を聞かないことにはそんな気持ちになれそうになかった。

　しかし『ちょっとメイドさんに話をしてくる』と言いかけて、春はる明あきは思いとどまった。そういえば詩し絵えはメイドさんをよく思っていない風ふうだった。メイドさんと話をしたいから、なんて言うと波風がたつかもしれない。……嘘うそをついたほうが無難だな。

　それもちょっとワガママな彼女を納得させる、自然な理由の嘘が必要だ。

「ごめん、うんこしてくるから待って」

「そっかー、うんこじゃしょうがないのだ」

「ああ、超ド級のうんこをしてくるからちょっと時間がかかるかもしれない。腹の中にすさまじい存在感がある。長い戦い……そう、スーパーうんこ大戦になりそうだ」

「春明……頑張って！　無理をしすぎて本当に痔じにならないようにね！」

　詩絵は戦場へ向かう夫を見送るような顔をして、ぬいぐるみのアンソニーくんを抱いた。

「春明はうんこだから遊んでくれないって。春明はうんこ野郎だねー」

　それからアンソニーくんの手足をぐいぐい動かして、低い声で腹話術をする。

『……あんな下品な男なんて忘れてしまいなよ、いいや、ぼくが忘れさせてあげる。さあベッドにおいで』……やたらと渋いバリトンボイスだった。

「そんなダンディーなキャラだったのか、アンソニーくん……」

　ともあれ春明は自身の名誉を犠牲にすることで、詩絵を振り切ることに成功した。



　メイドさんは広間で一人ローストチキンをかじっていた。……昨日の残りがまだ残っていたらしく、何だか哀あい愁しゆうを誘う姿だった。

「夕食を外ですますなら、連絡をしてくださいよう」

　二人の帰宅をずっと待っていたらしく、彼女は恨みがましく言った。

「ごめんなさい」

　春明が素直に謝ると、メイドさんは「よろしい」と許してくれた。

　いつでも下手にでるばかりじゃないメイドさん。ただの使用人ではないというオーラが漂っている。

「それで、メイドさんにおたずねしたいことがあるんですけど」

「何ですか？　スリーサイズですか？　スリーサイズですね。83・54・84です」

「そんなの聞いてないですよ！　どうしてそんなに教えたそうなんですか！」

「え？　違ったんですか？　詩絵さまに不満を抱いて私に走るのだとしたら、スリーサイズが決め手かと思ったのですけど」

「……詩絵に不満があったとしてもメイドさんには走りませんよ」

　春明は年の差をわりと気にする方だった。

「ひっどーいーっ！　ショック！　メイドショック！　バタンキュー！」

　メイドさんは大げさな動きで電撃的に痙けい攣れんすると、テーブルにうつ伏せてしまった。

「若人わこうどに嫌われたー。若い子層にウケるキャラでありたいのにー。十八を越えたらもうババアなのでしょうかー。そうですよね、興味ないですよね、ディスコでジュリアナな世代なんて。チョベリバァー。超えむえむっ！　あ、やべ。ポケベル鳴ってら」

　春はる明あきは極めて深い困惑に沈みこんだ――こっちは真剣なのに、思った以上に話しづらい。何だこの人。ていうか、何歳なんだ？　魔物……なのか？　見た目はそれこそ女子大生ぐらいに見えるけど、先ほどの発言でそれよりもはるかに上なのが確定した気がする。

「それで詩し絵えについて、おたずねしたいことがあるんですけど」

「ああ、やっぱり詩絵さまなんですね。あのピチピチなロリッコについて何が知りたいんです？　生理周期？　安全日？」

「ババアそんなの聞きたくねえよ」

　春明はちょっとイラッとした。

「ババア言われたーっ！　加か齢れい臭しゆうで人が殺せたなら今この瞬間におまえの寿命は尽きているぞコノヤローっ！」

　もうこの人の言うことは無視して、単刀直入に切り出してしまおう。

「詩絵は、どうして留学生であることを嫌がってるんですかね。そのせいで彼女自身どんどん追い込まれて、辛つらい思いをしているように見えるんですけど」

「むぅ!?　良い質問だ、ワトソンくん」

　メイドさんは不意にまじめな顔になって、食卓から立ち上がった。

「それは、彼女は自分が留学生であることを認めたくないからです」

「認めたくない？　どうして？」

　メイドさんは自分の身体からだを抱きしめて、クネッと身をよじらせた。

「それを理解してもらうには、我が最愛の主あるじにして詩絵さまの父親、魔界の王ヴラド・ドラキュラ・ツェペシュについてお話ししなくてはなりませぬ。東欧……トランシルヴァニアの地底魔界を舞台にしたヴラドさまの波乱と裏切りと栄光に満ちたその華麗なる半生！　それを情緒あふれる私のストーリーテリングでお話しするロングコース（推奨）と、単刀直入に重要なとこだけサクッとお話しするショートコース、どっちがいいですか？」

「ショートコースで」

　メイドさんはチッと舌打ちした。

「ヴラドさまは現在の魔界の大部分を支配する魔王です。しかしもともと吸血鬼は魔界の階級制度ではそれほど地位の高い魔物ではありませんでした。それなのにどうしてヴラドさまが最大級の支配階級になり得たかというと、吸血鬼という種族の固有能力――血を吸うことで相手の生気と魔力を奪い取る特性があったからです」

「なんだか異能ファンタジーっぽくなってきた」

「当時、魔界はもっと階級制度の厳しい弱肉強食の世界でした。文明のブの字も無く、自らの肉体の力と魔力を頼りに物を奪い合い、人間とも争いまくっていました。そうした世の中に異議を唱え、人間たちとの平和的な交流を主張し、弱い種族を率いて当時の支配階級に反乱を起こしたのが英雄ヴラドです。そして知略を尽くして魔界を支配していたドラゴンの王を討伐することに成功し、さらにその血を吸い尽くしてドラゴン王の力を剥はく奪だつしました。かくしてヴラドさまは魔王に君臨しました。……この英雄譚たんは物語にすれば、血沸き肉踊り、日本ファンタジー小説大賞受賞も間違いない最高傑作なのですが、ショートコースなので省略します。チッ！　貴様はもったいないことをした！　人生の半分を損した！　加か齢れい臭しゆうにおぼれて自らの選択を後悔するがいい！」

「続けてください」

「あー、そんなわけでヴラド・ツェペシュさまはそのドラゴンの力を賞賛されて『竜騎士ドラキユラ』という名誉ある称号を得ました。それは魔界で最強の力であり、魔界の平和の象徴であり、多くの弱い魔物にとっての誇りです。そして当然、ヴラドさまの娘の詩し絵えさまにもドラゴンの力が引き継がれていることを、誰だれもが期待しました」

　ふと春はる明あきは、詩絵の背中の羽を思い出した。

　黒くて、ピコピコと動く小さな羽――あれは果たして、ドラゴンの翼などと呼べるものだっただろうか？

　……メイドさんは首を振ることで、春明の予想を肯定した。

「しかし彼女は、ヴラドさまの力をまったく引き継ぎませんでした。……魔界最強の力を受け継げなかったことで、詩絵さまは留学制度の条件を満たしました。紅くれない学園が指定した留学生の選定条件は『大災害を起こし得ない、力が弱い魔物』だったからです。同時に、力が弱い詩絵さまがヴラドさまと共に暮らすことには危険がありました。魔界の中心地たるヨーロッパの地底では、未いまだにドラゴン族の残党もいたし、その地上には魔物を憎む人間もたくさんいたからです。だからヴラドさまの決定により、詩絵さまは家族と離れ離れになり、留学生となりました。……しかし詩絵さまは納得しておりません。いつか自分にもドラゴンの力が目覚めると信じて、その立場を認めていません」

　彼女は、『ぼくみたいな高位の魔物に、人間との交流なんて必要ない』と言っていた。

　だから人間とも交流せず、無視をする。

　だから意地でも留学生として勉強をしない。

　だから周囲のマジメな留学生たちと軋あつ轢れきが生まれる。

　留学生以外の魔物たちにだって、引け目を感じていることだろう。

「ついでに自分が留学生にされたという決定をヴラドさまが下したのではなく、私がヴラドさまに進しん言げんしたものと思い込んでいます。それで私のことをメッチャ嫌っています。その方が彼女の気持ちは楽ですから。おろろ～ん。私メッチャ悪者あつかい」

　そして彼女は孤独になった。血筋だけを誇りにして、本来の明るい性格をずっと内に秘めたまま『孤高の君』と呼ばれるようになった。

　いつかドラゴンの力が目覚めて、父の元に帰れるのだと信じながら。

「……彼女にドラゴンの力が目覚める可能性はあるんですか」

「ほとんどないでしょうね。実のところ伝わらなかった理由もほとんど推測できています」

「それは、どうして」

「詩し絵えさまの母親が、人間だったからです。魔王ヴラドが眷けん属ぞくにしたとはいえ、純粋な魔物ではなくかつて人間だった女を娶めとったことは魔界では秘密として伏せられています。詩絵さまももちろん知りません。恐らくハーフの吸血鬼、『ダンピール』であることが原因で魔力が引き継がれなかったのでしょう。実のところ詩絵さまは、並の吸血鬼と比べても力が弱いのです」

「……そのことを、詩絵には伝えないんですか？」

　自分がいつか力に目覚めるという思い込みを正せば、彼女は留学生としての立場を認めて、その方がかえって上う手まくいくのではないか。

「真実を知らせるには、彼女にはあまりにも支えが無さ過ぎると思うのです。あの子は自分の血筋だけを支えにしていますから。詩絵さまがその支えまでもへし折ってしまう真実に耐えられるか、自信がありません。私にはそれを知らせる勇気がありませんでした」

「でもそれじゃあ、彼女は少しずつ破滅に向かっていくだけじゃ……」

「でもまぁ、それはすぐってわけじゃありませんし」

　メイドさんはのほほんと笑った。

　しかしその笑いは、春はる明あきには潜在的危機に瀕ひんしている人ほどその危機が遠いものと思い込もうとする、そういう類の心理的逃とう避ひに思えた。

　誰だれもが真綿に首を絞められて、じわじわと苦しんでいるような。

「いつか心を開けるような素敵な人間と出会って、それが心の支えになって、留学生としての使命に目覚めて、そして人間とのハーフであることに誇りをもてるようになってほしいなーと、そういう風ふうに思っています。うふ。人間たちとわかり合って学ぶ文明的な社会の力が、ドラゴンの力などよりももっと魔界にとって尊いものだと、そう理解してもらえる日が来るのを願っているのですよ。私も、ヴラドさまも」

　そのメイドさんの言葉に、春明は理解と苛いら立だちの両方を感じて言葉を失った。

　それは確かに理想なのかもしれないけれど。

　だけどそれは――実現したとしてどれだけ先のことなんだ。

　現実として詩絵は、周囲に心を閉ざしているというのに、それまでの間、彼女は……？

　メイドさんのその理想は、今まさに苦しんでいる詩絵から目をそらしていないか。

「ねえ、春明さま」

　メイドさんがぺこりと頭を下げた。話はこれで終わりという風ふうに。

「あの子のこと、よろしくお願いしますね」



　詩し絵えの部屋に戻ってみると、そこに詩絵の姿は無かった。

　春はる明あきを待ちきれずにどこかに行ったのだろう。しかしそれならそれで、別にいいことだ。

　そう思って自分の部屋に戻ると、詩絵はそこにいた。

「春明！　エロ本どこ!?」

　即刻、追い出した。追い出したドア越しに詩絵が深呼吸する息遣いがした。

「春明ー、いっしょにお風ふ呂ろ入ろうよー」

「お風呂ぐらい一人で入りなさい」

「ぶーっ！」

　その夜、春明は風呂場の鍵かぎの閉め方を発見したため、ゆっくりと湯船につかることが出来た。……そして寝る時間になると、春明は詩絵に呼びつけられて抱き枕まくらにさせられた。

「春明、今夜もこっちに背中向けるの？　ぶーっ」

　詩絵に抱きつかれながら、春明は最初の夜に詩絵が『父さん』と寝言をもらしたことを思い出した。……最初からずっと、彼女はそうだったのだ。

　抱きついてくる詩絵の柔らかい感触と甘い匂においに、春明は『平常心、平常心』と頭の中で念仏のように唱えながら尻しりをつねって対抗した。痛みは頭を覚醒させてくれる。

　メイドさんが自分に言った「よろしくお願いしますね」とは、どういう意味だろう。

「ねえ、春明」

　詩絵が、急に不安そうな声をもらした。

「春明ってぼくと出会う前、もしかして、好きな人とかっていた……？」

　とっさに思い浮かんだのはかおるの顔だった。……しかしそれはお互いに深入りを望まない関係が心地よかったからで、好きというよりは気になるという程度だった。だけど。

「……別にいなかったよ」

　詩絵に対する気持ちを整理しきれずに、とっさに嘘うそをついた。

「そなんだ。えへへ、よかったのだ」

　安心したような声が返ってきた。しかし安心させてしまってよかったのかと、春明は悩まなければならなかった。



　　　×



「春明は……寝てるよね」

　詩絵は春明の背中に耳を当てて、規則正しい寝息を確かめると、そっと彼から離れて起きあがった。

　それにしても春はる明あきは寝付くのが遅かった。何か気にしていることでもあるのかな……。

「昼間の……その弁当は手作りじゃないって指摘をされたのは失態だったのだ……」

　詩し絵えは悔しげにうめいた。わりと独り言の多い性分である。

　手作り弁当というのはあの場ででっち上げただけで、けっきょく嘘うそになったが――しかし改めて思い返すと、手作り弁当というアイデアはいかにも彼氏彼女っぽくて素晴らしい。

「彼氏彼女の関係って、どうやったらなれるのかなぁ……」

　自分は相手のことが好きだって伝えて、それを受け入れてもらえたら？

　だけど自分が春明を好きだっていうのはとっくに伝わっているはずなのに、春明は何ともリアクションしてくれない。

「よくわからないけど……今日のデートも楽しかったし……カップルっぽいことを続けていけば、いつかちゃんと本当のカップルになれるよね」

　恋愛というのは素晴らしい。

　恋人同士という関係になれれば、男と女は永遠に幸せなハッピーエンドを過ごせるのだ。恋人はけっして相手を裏切らない。

　人間界の恋愛漫画を読むかぎり、そんな気がした。あれらの恋愛漫画にでてきた主人公たちカップルが未来に仲たがいをする姿が詩絵には想像できない。

　彼らは物語の後も、永遠に結ばれ続けていることだろう。

　永遠に。

「よしっ、手作り弁当で春明をメロメロ作戦なのだ！」

　それにデートの後から急に春明がよそよそしくなった気がする。どうして態度を変えたのかちっともわからないが、手作り弁当の破壊力はそうしたよそよそしさも完膚なきまでに破壊してくれるはずだ。恋愛は、攻めこそすべて！

　深呼吸をして、気持ちを奮い立たせて、攻めて攻めて攻めまくるのだ！

　自分には春明しかいないのだ。春明だけが、自分にドラゴンの力なんて期待しないでいてくれるから……。

　詩絵は春明を起こさないように「ささーっ、ささーっ」と隠密っぽい効果音を口で発しながら、部屋から抜け出していった。

　もちろんまっすぐに台所に向かわず、メイドの部屋にやってきた。自力じゃ無理だ。

　ノックもせずに進入すると、憎たらしいメイドは寝言を叫びながら爆睡していた。

「ラブーン！　ヴラドさまラブーン！　フォーリンラブ！　ホールドミータイッ！」

　……これは本当に寝言なのかな。それとも本当は起きていて、ふざけて叫んでいるのだろうか。どちらにしてもマトモではない。

「イエイイエイ、カモンレッツゴーダーリン！　ダーリィーン！　ウッヒョーウ！」

「どんなテンションの寝言なの……起きなさい」

　詩し絵えがペチペチとメイドをビンタすると、メイドはビクンビクンとした。

「もっと！　もっと強く！　モアストロンガー!!」

　ダメだこいつ、早く何とかしないと。

　詩絵はメイドのベッドにダイビング、全体重をかけてエルボードロップをした。顔面に。

「ぐげーっ！　いった――――い！」

「……静かにして。春はる明あきが起きちゃうから」

　自分が眠る春明のすぐそばで独り言を連発していたことは棚にあげて言った。

「寝ぼけまなこにゃーん。おめめごしごし……あれ？　詩絵さまじゃないですか。どうしたんですか？　夜よ更ふかしはお肌の敵ですよ」

「吸血鬼が肌荒れなんてするわけない。……今からお弁当を作るから手伝いなさい」

　それが当然とばかりに高圧的に言う――本当は虚きよ勢せいをはっていた。このメイドと会話するのはどうしてか苦手だ。

　メイドはポカーンと詩絵を見つめてから、その両目にうるうると涙をためた。

「詩絵さま、詩絵さまが私を頼ってくれるなんてーっ！　ついにデレ期キタコレーッ！」

「やめて、抱きつかないでうっとうしい！　離れてよーっ！」



　　　×



　その夜も、かおるは学校にいた。時間をちょっとさかのぼって、春明たちがデートから帰ってきた頃ころのことだ。

　ううう……春明に協力を断られてしまった……。

　かおるはションボリと校内を巡る――相変わらずゲートは発見できない。やはり自分の力では、見つけることができないのだろうか。

　ただ協力を断られたというだけ以上に、かおるの気持ちは沈みこんでいた。……春明が月つき宮みやさんと、付き合い始めただなんて。

　別に春明が誰だれと付き合おうと彼の自由だが、しかしそれでは、自分はもう彼のそばにいてはいけないだろうか。迷惑になってしまうのだろうか。

　かおるはションボリと肩を落とした。胸の痛さの正体が、自分でも判断できない。この気持ちはいったい何なのだろう。

　……自分は何を残念がっているのだろう。

　自分は『あの事件』以来、人間らしい感情や人間関係を求めるのをやめたはずなのに。

『復ふく讐しゆう』にそんなものは必要ないはずなのに。

　一匹でも多くの吸血鬼を殺すために、そんな人間らしさは邪魔になるだけなのに！

　なのに、春はる明あきとの居心地のいい関係を好んで、彼といっしょの時間を求めている自分がいる……。こんなことはいけないことだと、かおるの理性は自らの感情を正した。

『あの事件』以来、自分は人間であることを捨てたのだ。

　家族みんなも、人間でなくなったのだから。

　――八年前のヨーロッパ旅行中、彼女たちの一家は一匹の吸血鬼に襲われた。その悪意ある吸血鬼の気まぐれで生き延びたかおるは、見た。

　――家族たちが血を吸われ、その吸血鬼の下げ僕ぼくとなり、背を向けて去っていくのを。

　後日、親しん戚せきの叔母にひきとられたかおるは、自らに二つの戒めをした。

　昼には、叔母に迷惑をかけないように完かん璧ぺきな優等生であること。

　夜には、魔物狩りの組織『クルースニク』の一員として自らを鍛きたえ、一匹でも多くの魔物や吸血鬼を狩り殺すこと――自分を捨てているから、『残酷なこと』だってできる。

　元凶の吸血鬼を殺せば、下僕にされた人間も元に戻ると組織はかおるに告げた。

　だからかおるは若くして組織の中でエースと呼ばれるまでになった。

　魔物は主にヨーロッパで現れるため、仕事の舞台は海外だ。

　身軽に仕事ができるように、また叔母への負担を減らすために、全ぜん寮りよう制せいで一人暮らしができる紅くれない学園にやってきた。

　その紅学園に魔界へのゲートがあるらしいとの情報が入ってきたのはまったくの偶然だったが、しかしゲートをくぐって魔界に行けば、その先に魔界の支配階級である吸血鬼が領主としている可能性は高い。その吸血鬼を殺すことはもちろんだが、自分の仇あだの吸血鬼について、手がかりが得られる可能性もある。

　人間性は捨てなければならない。胸の痛さなんて気にしてはいけない。すべてを終えて、家族が帰ってきたら、そのときにこそ自分は再びそれを取り戻せるのだ。

　今の自分は、本当の自分ではない……。

　自分は春明のことを好きだなんて思っていない。せいぜい友達といった程度だ。胸を痛める必要性などどこにも無い。どこにも無いったら無い！

　……とはいえ、やはり自力ではゲートの発見は難しいな。

　どうしても春明の協力は必要だ。月つき宮みやさんと付き合っているらしいとかいったことは、この際関係ない。何としても協力してもらわなければならない。

　場合によっては……春明は良いい奴やつだから、組織のことや目的のことを話して、その上で協力を頼んでもいいかもしれない。事情を知れば春明はきっと協力してくれるだろう。

　魔物や吸血鬼を殺すことは正しい行いだと、きっとわかってくれる。春明はいつだって、自分に優しかったのだから……。

　しかしそのためには二人きりの場が必要だ。

　一時的とはいえ、彼を月宮さんから奪い取らなければならない。どうやって？

　手作り弁当……。

　月つき宮みやさんは『手作り弁当を作ってきたんだぞ』と胸を張って、それで自分から春はる明あきを奪い取って行った。春明はいつも自分と昼食をとっていたのに。……ううう、悔しい。いや、悔しくなんてない。

　ならば自分も、手作り弁当で対抗するしか無い。

　もちろん美お味いしい弁当を作って春明を喜ばせたい♡みたいな感情は自分とは無縁だ。だがやるからには、全力を弁当に注ぎこみ、春明を月宮さんから奪取しなくてはなるまい。

　これは組織の仕事のための戦略的な行為だ。

　けっして個人的な感情からの行動ではないぞと、かおるは自分に言い聞かせた。

　……じゃあ帰るか。

　かおるは探索を中断して、24時間営業のスーパーに向かった。

　食材の費用は組織の経費として落ちるだろうかと、彼女は真剣に悩んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


３章　嘘うそつきたちの三角関係



　気がつくと春はる明あきは三角木馬に縛り付けられ、全身の自由を奪われていた。

　黒い革の拘束具が手足に食い込み、木馬の傾けい斜しやが股こ間かんをギリギリと痛めつける。やがてムーディーな音楽が鳴り響くと、暗くら闇やみにパッとピンク色のスポットライトが照らされて、黒い革のボンデージを身にまとった――筋骨隆々とした中年男性が現れた。

「フハハハ……少年よ、ゲイ専門ＳＭクラブ『薔ば薇ら世紀』にウェールカーム！」

　春明は思わず悲鳴をあげた。

「阿あ部べ春明……よくも俺おれの可愛かわいい娘に手を出しやがって」

　腰を振り回しセクシーポーズをとりながら、ハードゲイが迫ってくる。

　――こいつは詩し絵えの父親だ！　直感的にそう思った。

「だがしょせん貴様などこの俺、お父さまの代用品として好かれているにすぎん。しかし貴様ごときでは俺の代わりにはならん！　今夜はこのお父さまの魅力を骨の髄まで教えこんで、貴様に身の程を知らせてくれるわァ！　試してハッテン!!」

　意味不明すぎた。春明の頭は恐怖と混乱でボンバーヘッドだった。

「さあ、お父さまの偉大さを知れ！　そして自分は詩絵にふさわしくないことを思い知るがいい!!　フェーロモーン!!」

「ちょっと待て！　言ってることが支離滅裂だ！」

「黙れよクソガキ！　貴様のシリをメリメリにしてやるから黙ってろ!!　だがその前に、詩絵よりも先に貴様のく・ち・び・る♡をもらいうけるーッ!!」

　泣き叫ぶ春明にお父さま（？）が迫り来る。春明は舌を噛かみ切って死ぬべきか迷った。

　タコの怪物みたいにグロテスクな唇が突き出されて、今まさに春明の唇と合体を……



「らめえええええええっ！　俺にそういう趣味はないのぉおおおお！　お尻しりは痔じになっちゃうからいやぁあああああ!!　ボンバヘッ！」

　絶叫しながら春明は眠りから覚めた。汗で全身がびっしょりだった。それから今、認識している世界が現実であることを確かめて、自分の頬ほおに涙が伝っていることに気づいた。

「夢……か？　夢だよな……。夢でよかった……本当に……」

　……とてつもない悪夢を見た。マジでどういうことだよフロイト……。

　ちらりと自分を束縛する詩絵の手足を見下ろす。白くて細っちろい手足が自分の体に巻きついている。こうして窮屈だから、妙な夢を見ることになるのだ。

「起きろ、詩し絵え」ちょっと腹立たしい気分になって、春はる明あきはゴロリと身体からだを反転させて詩絵を押しつぶし、「んきゅっ！」束縛から逃れた。

　……春明に押しつぶされた詩絵は悲鳴をあげてからうっすらと目を開きかけたが、まぶたが重力に屈するように、また閉じてしまった。

「あと、五分ー」

　詩絵と春明はいつもかなり早い時間に眠っている。おいおい、これだけ寝ているのにまだ眠いのか……。しかもこいつは授業の時間もほぼ眠っているのだ。

　呆あきれながら詩絵の顔を見下ろす。整って綺き麗れいな顔立ちだが、うっすらと幼さが残っていて寝顔はまるで天使だ。春明は思わず手を伸ばしてほっぺたをつついた。ふにふにでありながら絹のようにスベスベしている。再生能力をもった吸血鬼だからか、お肌に乱れは一切無い。ノーメイク上等の天然美少女だ。

　頬ほおをつつかれて、無意識でもボディタッチが嬉うれしいのか詩絵は「えへへ」と声をもらす。

　……春明は自分の行動に気づいてハッとした。いけない、また詩絵に惹ひかれて頭がバカになりかけている。しかしそれは血のせいなのだ。

　一晩思い悩んだが、血のせいで誰だれかを好きになるなんて騙だまされているみたいで癪しやくだ。

　曲がりなりにも自分は嘘うそのエキスパートを自認しているというのに、こんな嘘の恋に踊らされてはいけない。

　それに寂しさの当て馬に安易な恋愛をするなんていうのも、自分にとっても詩絵にとっても、良いことではないに違いない。

「うへへ……はるにゃん、ぺろぺろ……」

　詩絵がヘンテコな寝言をもらした。寝言と独り言が多いな、こいつ。

「起きろ、ヘッポコ吸血鬼」

　春明は部屋の明かりをつけてから、詩絵のまぶたをグイとこじ開けた。まぶしい光が詩絵の眼球を刺した。

「ぎにゃ――――！」



「なんだか春明、昨晩からちょっとひどい気がするのだ……」

　無理やり起こされた詩絵は、ベッドの上で女の子座りをしてブチブチと不満を言った。

「別にこれが俺おれの普通だよ」

「デートのときはあんなにぼくのことを愛してくれてたのに……しょんぼりなのだ」

「あ、愛してなんてないっ！　大げさに誇張するな！」

　春明は昨日の行動のすべてが恥ずかしくなってガーッとほえた。

「昨日は調子に乗りすぎました。ああいうのはもう自粛します。……俺はもともと他人と深く付き合うのが苦手なんだ」

「深く付き合うのが苦手って……恋愛とかも苦手なの？　どうして？」

「……動作学キネシクスとか心理学とか、他人の気持ちの読み方を勉強したら、嫌になったんだよ。他人の気持ちも自分の気持ちも、嘘うそのひとつで簡単に歪ゆがんでしまう。下へ手たに他人と深く付き合ったら、そういうのと向き合わなきゃいけなくなる。……初めて会ったときに言ったろ？　大事な人に好かれるより、俺おれは周りに調子の良いことばかり言って、多くの人と浅く広く付き合う方が性に合うんだ」

　詩し絵えが身を前に乗り出して反論した。

「それ、おかしいよ！　大事な人がいらないなんて」

「おかしくなんてないさ。俺は別に寂しくないし」

　詩絵と違って――という言葉を危うく飲み込んだ。

　まぁ、最初からそうだったのだ。血に浮かされてバカップルになっていたから意識されなかったが、自分と詩絵とでは人間関係の価値観が真逆だった。

「むう……だから春はる明あきはぼくが必死にユーワクしてもヘタレだったのか」

「ヘタレって言うなよ」

　それに、ちょっと嫌な思い出もある。

「よし、今から自分語りをするぞ」

「え？　……はい、どうぞ」

　戸惑いながらも詩絵は了承してくれた。よし、語るぞ。

「あれは中学生の頃ころのことだ……俺は当時ちょうど陰おん陽みよう師じを目指し始めた頃で、動作学やら心理学やらを身につけて調子に乗りまくっていた時期だ。俺は他人の心を自由にできると自うぬ惚ぼれていた」

「知ってる！　そういうのって中二病って言うんだよね！」

　否定はできなかった。そう、まさしく中二病バリバリだったのだ。

　安あ倍べの晴せい明めいの子孫であり陰陽師の自分は周囲とは一味違う存在だ……そんな根拠の無い選民意識を抱いていた。

「クラスに絵が好きな女の子がいてさ、俺はその子に片思いしてたんだ。彼女は美術部にいて、コンクールとかで受賞しようと頑張ってた」

「……えー、他ほかの女の子の話なんだ。初恋のエピソード？　聞きたくないー」

「だけどその子、絵が下手だったんだよ」

「下手の横好き？」

「絵が下手だけど、絵が好きで、だからこそ自分が下手なことを認められなかった。自分はクラスに一人はいる、美術の時間になるとイキイキする絵が上う手まい子ってポジションと自己規定してたんだな。だから彼女は、自分の下手な部分を全部個性だと思い込んで、自分が下手だって事実から逃とう避ひした。周りがわかってないと思うことにした」

　人間はそれがあからさまに間違った理屈でも、自分の願望と一致するなら、簡単にその嘘うそに騙だまされてしまう。

　こうでありたいという願望が暴走して、自分で間違った理屈を組み立ててそれを信じ込み、『自分で自分に嘘をついてしまう』ことさえある。

　そうしてまったくの非現実を現実だと信じ込む――『自己欺ぎ瞞まん』。

「次第に周りも、彼女の自己評価と実力の不一致を禁句にしはじめた。生暖かい視線ってやつだよな。だけど俺おれはそれを放ほうっておけなかった。彼女のためにならないって思って。だから……」

　そういう心理的なメカニズムをすべて彼女に解析してみせて、弱い気持ちがいかにして現実逃とう避ひに向かうかを示した。すべての言い訳の余地をあらかじめすべてつぶしてから、彼女に現実を教えた――知識をひけひらかした。

　だけど実のところ、そういう心理的なメカニズムは、全部、心の柔らかいところを守るために存在するものだったのだ。

「結果としてふられました。ふられたというか……彼女は俺のことを警戒するようになった。弱みを握っている人間を見るような目を向けるようになった」

　卑屈な目をしてこちらの様子をうかがう彼女を、忘れられない。

　中二病だった自分は、勉強したからって上から目線だったかもしれないけれど、けっしてそんな態度を望んだわけじゃなかった。嘘のない関係が親密さを生むと信じていた。

　ただ人間の心はそんなに単純じゃなくて、自分はそれと向き合う責任感に欠けていた。

　自分の弱さを知っている他人に、人はそうそう簡単に気を許せるものではないのだ。

「他人の嘘を見抜ける人間が、他人の心に深入りするとろくでもないことになるってわかった。だから陰おん陽みよう師じったって、できれば上っ面の嘘だけで他人に軽いお世せ辞じや安心をふりまくぐらいが一番ちょうどいいんだ」

　そんな自分でも、かおるみたいな人間からの需要もあるわけだし。

　深入りができない人間は、深入りを望まない人間と付き合えばいいということだ。

　バカップルとして血に浮かされる前は、春はる明あきはずっとそういう生き方をしてきたのだ。

「うーん」

　考え込んだ様子の詩し絵えが、納得いかなさそうに唸うなり声ごえをあげた。

「でもぼくには、春明が色々と理屈をこねてヘタレてるだけにしか見えないよ。だって、春明は悪いことをしたわけじゃないもん。どっかがおかしいよ……よくわかんないけど」

「まあヘタレってのも事実の一面かもしれないけどさ。だからまぁ、とにかく俺は上っ面の人間関係が好きです。……もうけっこうな時間だな」

　そろそろ学校に行かないと。

　詩絵も立ち上がってスクールバッグを持ち……そして春明と腕を組もうとしてくる。しかし春はる明あきはそれをひらりとかわした。

「む……」

　詩し絵えが不満そうにして、再度チャレンジする。しかし春明はひらりと身をかわした。

　詩絵がベタベタとくっついてきて、そのときの血の甘い匂においが、自分の気持ちをバカップル仕様にさせているのだ。昨日までのじぶんをかえりみて春明はそう分析した。

　詩絵と少し距離をとることで、クールな自分をキープしなければならない。そして自分が血の魔力に惑わされていないか、常に疑わなくてはならない――学校の廊下で、魔界へのゲートを見つけ出したときのように疑い深く。そうだ、自分は陰おん陽みよう師じを目指しているのだ、そうそう簡単に騙だまされるわけにはいかない……。

「ほら、とっとと学校に行こう」

　詩絵は春明から駆け去って、ぬいぐるみに泣きついてしまった。

「アンソニーくーん！　……夫がわけのわからない理屈をこねて、ぼくに冷たくするよー！　倦けん怠たい期きかな」

　詩絵はアンソニーくんの手足をばたばたと動かして、低いバリトンで腹話術をする。

『なあに一時のことだよ、すぐにきみの元に帰ってくるさ、きみは魅力的だからね。それまでの間、ぼくが慰めてあげるよ……さあベッドにおいで』

「アンソニーくん下心すっごいな。……アホなことやってないで、ほら、学校に行こう」

　……正直に言えば自分の身体からだも、血も、詩絵を求めていて、彼女からの好意をはねのけながら関係を続けるというのは想像するだに辛つらい。

「フーンだ。でも昼休みになったら……春明も態度を改めざるを得なくなるんだから」

「なんだって？」

「うへへ……何でもない！」

　詩絵が何かいやらしい笑い方をして、ぶつくさ言っていた。

『えへへ』といういつもの笑いや『にへへ』という愛想笑いには何も問題を感じないが、『うへへ』という笑い方にはいやらしい企みを感じて不安になってくる。

　警戒した春明はさらに彼女から一歩の距離を置いた。

「何で逃げるのーっ！」



　詩絵は春明と常にいっしょにいる。休み時間になると詩絵は必ず春明の席にやってくるので、二人が離れるのは授業中だけだ。そうなると他ほかのクラスメイトはもう近づけない雰囲気になるので、春明は冷静になってみると他の友達との人間関係が不安だ。

　ただ唯一の例外が体育の授業だった。

　詩絵は意地でも人間の授業に参加しないため、体育は常に見学だった。教師たちが彼女の無法っぷりを放置しているのは、紅くれない学園側で内々に手回しがあるのだろう。

「春はる明あき、ぼくといっしょに見学しようよ……」

　寂しげに袖そでを引きながら言うが、トンデモ発言もいいところだ。

　これ以上道を踏み外させられるわけにはいかんですよ、と春明は詩し絵えを体育館のすみの見学ゾーンに押しやった。阿あ部べ春明、魂までは人間をやめていない。

　詩絵を遠のけると、春明の血液がとたんに不満を騒ぎ立てた。

　しかし春明は意思と理性でもってそれをねじ伏せる。今後もっともっとこの忍耐と辛抱強く付き合っていかなければならなくなるだろう。

　まるで禁酒や禁煙にチャレンジしているみたいだ。

　そのうちに慣れるか、解放されるときがくるのだろうか？

　体育館のド真ん中で悩み打ちひしがれていると背後からガラゴロと重いものを転がす音がして、かおるの声がした。

「今日の体育はバスケだそうだ」

　振り向くとかおるはバスケットボールの入った台車を転がしている。体育の準備は体育委員の仕事だ。しかしかおるの本職は、クラス委員長のはずだが……。

「また雑用を押し付けられてるのか、おまえ……」

「委員の田た中なかが休みだからと、先生に頼まれてね」

　平然としたかおるの無表情に、春明は呆あきれてしまう。

　何を頼まれても嫌な顔ひとつもしないからなぁ、この人。

　極端なぐらいに『自分』というものをどうでもよく思っているのだ。

　いや、そう思い込もうとしているのだろう……そういう感じがした。

「ペア運動になるから、いっしょに組もう」

　詩絵とのことを気にしてるのか、かおるがぎこちない口調で誘ってきた。

　バスケットボールの授業はいつも二人組みのペアを基本単位に行われている。全体で体操をしたあと、ペアでストレッチをしたり、パス練習なんかをしたりして、それから再び全体での授業に戻るのだ。学校のフェミニズム的な方針で、体育の授業は男女合同で行われている。

「改めて確認しなくても、いつものことじゃないか」

「……そうだな。いつもどおりに組もう」

　かおるは控えめだけどさわやかに笑みを返してきた。嬉うれしそうなかおるの顔が、春明にとっても嬉しい。……かおるといっしょにいることがやけに懐かしい。

　――見学ゾーンから刺すような視線を感じた。……振り向きたくなかったが、振り向くと、詩絵が超にらんでいた。

　クラス全体の体操を終えて、春明はさっそくかおるとのストレッチに入った。

「ところでかおる、いつもいつも思うことだけど」

　前屈する彼女の背中をぐいぐいと押しながら春はる明あきが言った。

「ん？　なんだ改まって」

「おまえさ……体育着、買ったら？」

「……学校指定の体育着は、高くてな……」

　珍しくかおるは困ったようなため息をつくが、正直に言って春明の方が困る。

　彼女は前に着ていた体育着をダメにしてしまったことがあって、そのときクラス委員の縁で多少のつきあいがある生徒会から、『生徒会室の物置に埋もれていた古い体操着』をゆずってもらったのだという。

　彼女は親しん戚せきに引き取られているという話なので、その親戚の家に出来るだけ負担をかけたくないと思っているのだろう。その心がけは立派だ。

「でもさ、今どきブルマっていかがなものかと思うよ、俺おれは」

「……しかし、特に問題があるわけじゃないぞ」

　問題大有りだ。彼女は自分の格好が男子におよぼす問題に無自覚なのだった。

　というか女子たちも若干引いていた。

　男子たちは何度体育をしてもかおるのブルマ姿に慣れないらしく、チラチラとストレッチ中の彼女に視線を向けているのだが、かおるは自分の外見や魅力について病的に鈍感にできているので一向に気にしない。

　一番困るのはいっしょにすぐそばで運動をする春明だった。

　足をまっすぐにのばしての前屈を終えて、かおるは両足を大きく開いての前屈に体勢を切り替える。日ひ頃ごろさらけ出されない部分の肌はまぶしいほど白く、引き締まった細い足だったが、開脚すると内もものあたりの肉付きがうっすらと柔らかそうだ。背中をぐいぐいと押しながら、どうしてもそういうきわどい部分が視界にドアップになる。

　眼福と思うよりも、スケベな男子と思われたくない春明にとっては、肉体的な接触の多いペア運動でブルマはやはり問題だ。

「ストレッチはしっかりやらないと、怪け我がをしてしまうからな」

「そうですね、まったくそのとおりですね」

　……甘やかな拷問だった。詩し絵えは子供っぽいくせして無理にいやらしいことをしてくるけれど、かおるは大人おとなびているくせして無自覚にいやらしい。実のところ体育着のシャツだってサイズがあまり合っていないらしく少しキツそうなのだ。

「ところで春明……見学している月つき宮みやさんの視線が恐ろしく尖とがっている気がするんだが」

「あれは気にしたら負けだ」

　詩絵から見ても、体育中のかおるは色々と反則に見えるのだろう。

　しかし春明からすれば、文句を言われる筋合いもない。……詩絵もかおるも、友達だからな。そういう本来の形に立ち返らないといけない。

　ストレッチをようやく終えて立ち上がると、珍しい人に声をかけられた。

「あの、阿あ部べくんに白しら峰みねさん」

「……うん？　犬いぬ飼かいさん？」

　犬飼さんとフラちゃんのペアがこちらに寄ってきた。

「今まで気にしたこともなかったのですが、阿部くんと白峰さんは特別な関係なんですか？」

　犬飼さんがそんなことをたずねてきた。

「特別っていうのは？」

　春はる明あきがたずね返すと、犬飼さんは「それは、その」と恥じらい、まごまごした。

　そういう特別か……とつぜん何を気にしだしているのだろう。

「うん、特別だ」

　かおるがキッパリと返事をしたので、春明は驚いた。

　春明が驚いたことこそ意外という風ふうに、かおるは首をかしげた。

「私は春明のことを特別に仲がいい相手と思っているが、春明にとっては違うのか？」

「……ああ、特別ってそういう」

　かおるにとって自分は、友人と言えるレベルまで心を開ける、唯一の相手なのだろう。

　だが犬飼さんの言った特別は意味が違ったはずだ。もっと空気を読もうよ、かおるさん。

「春明みたいにいいかげんな人といると、気が楽なんだ」

　そんなことを言って、かおるは嬉うれしそうに笑う。

「ああ、バカにしてるだけだな。いつもどおりに」

　なんだ、特別だなんていうからドキドキしてしまった。期待して損した。

　まぁ、かおるとのこういう距離感が一番楽しいのだけれど。

「ふふふ」と、かおるが笑い声をもらす。自分以外には表情をもらさない彼女の笑顔は、春明にとっても嬉しい。心地いい関係だった。

「そうですか……」

　犬飼さんは何かが気になったのか、考え深げな顔をする。

「ワン子こさーん、パス練習はやくしようよ～」

　不意にフラちゃんが間ま延のびした声をあげて――ズパーン！とバスケットボールが犬飼さんの顔面に当たった。

　……男女合同だからソフトなボールが使われているけど……これは……。

「フラちゃん、もっと手加減して……」

　真まっ赤かにヒリヒリになった顔を押さえて犬飼さんが涙目になった。

「え？　まだ強かった？　う～ん、力加減が微妙～」

　話を終えて二人が去っていくと、かおるがパスを飛ばしてきて、パス練習が始まった。

　フラちゃんと違ってかおるはキャッチする側に優しい球しか投げてこない。しかしその運動能力は男子にひけをとらない――ひけをとらないどころか、涼しい顔をして男子たちより成績上位だ。ゴツイ印象はまったく無いが、スポーツをやっているという趣味は聞かないのに全身がしなやかに鍛きたえられ、絞られている。

　――魔物ハンターとして訓練された運動能力と言われると、少し納得しそうになる。

　かおると規則正しくパス練習していると、不意に見学ゾーンから雄お叫たけびが上がった。

「あ――――――、もう！　堪忍袋の緒が切れた――――――――っ！」

　見学ゾーンから詩し絵えが猛烈な勢いで走ってきて、春はる明あきとかおるのパスコースに乱入した。

「ディーフェンス！　ディーフェンス!!」

「なに!?　おまえスラムダンク読んだことがあるのか!?」

　ボールを持ったまま固まっているかおるに対して、詩絵は機敏に上半身を動かしてパスコースを塞ふさいだ。ディフェンスに定評のある吸血鬼がそこにいた！

「……」

　かおるは『どうしよう』という顔をしたが、冷静にバウンドパスで詩絵の股またを抜いた。

「えっ!?」

　スパン、と春明がキャッチして見事にパスが通った。

「なんでだぁああああああ!?」

　敗北感を抱いたらしく、詩絵がゴロゴロと転がった。対戦ゲームのときとまったく同じリアクションだった。かおるが『どうしよう』と苦笑いを春明に向けてくる。

　理不尽に練習の邪魔をされても怒らないかおるさんだ。もしも詩絵とかおるが友達になれたら、かおるはすごく面倒見よく詩絵と遊んでやってくれそうだ。想像すると少し和む。二人をとりまく事情がそれを許さないけれど――もったいないな。

「……見学するんだったら、ちゃんと最後までおとなしく見学してろ」

　ボールを小こ脇わきに抱えて、春明が詩絵をつまみ出そうとした。しかしいまだディフェンダーとしての本能が冷めやらないのか、詩絵は起きあがるやいなや獣のように春明のボールに襲いかかった。

「ディーフェーンスっ！」

「おわっ!?」

　春明はボールをかばいながら身をかわした。「んにゃ」と詩絵の突撃は空振りする。

　しかし不意を突かれた春明の姿勢は崩れて、足が滑った。

「危ない！」

　かおるが飛び込んで、前に倒れる春明の身体からだを抱き支えようとした。……しかしとっさに支えきることができず、彼女も春明に巻き込まれて転倒した。

　――春明は柔らかな衝撃に包まれた。何が起こって、どうなったのかわからない。

　倒れる瞬間に目の前に広がったのは深いブルー。しかし柔らかな感触が押し付けられて、視界と呼吸がふさがれて、その次に柔らかな衝撃がきた。

　そして蒸れたような湿気と匂においを感じる。

　群ぐん青じようの色彩と湿気に、春はる明あきは母なる海を感じた。これはいったい……。

「は、春明……」

　かおるの困惑した声がした。むぅ……あのかおるが困惑するほどの事態なのか？

「ぎゃ、ぎゃああああああ！」

　なぜか詩し絵えの悲鳴が響いた。

「は、春明、なんてことを!?」

　春明は状況に不安になった。不安になったからこそうかつに動くことができず、顔に暖かな感触を受けたままたずねた。

「むぐ……かおる大丈夫か？」

　むぐ、のあたりで、鼻のあたりに何かがこすれるような感じがして、かおるが「うわっ」と妙な声を出した。何かくぼみがあって、そこにちょうど鼻がハマっている。

「春明……大丈夫だから、とりあえず顔を上げてくれ。いつまでもそんな小汚いところに顔を埋めるものじゃない」

「むぐ。いったい何が……」

「ひゃっ!?」かおるが妙な声をあげて、身震いする。

　いやに落ち着くんだけどな、このポジション。なんだかスポッとハマってるような気がして――春明は恐る恐る、というよりは名な残ごり惜おしい気持ちで顔を上げた。

　目の前に青い逆三角形があった。

「こ、これはブルマじゃないか!?」

　何が母なる海だよ。

　かおるは両足を折りたたむようにして尻しり餅もちをついている。学術的にはＭ字開脚と呼ばれる姿勢だ。ちょうどその両足の付け根、念入りなストレッチのためにかすかに汗ばんだ部分に、春明はスポッとはまりこんでいた。

　なるほど、ブルマに顔面ダイブしていたのか。……21世紀にありえちゃいけない奇跡のシチュエーションじゃないか！　にわかに心拍数が上がった。

　顔を上げると、かおるが顔を真まっ赤かに染めていた。

「春明。……は、恥ずかしい。とりあえず離れてくれ！」

「ご、ごごごごめん！」

　とっさに慌てて立ち上がろうと床に手を突いたが、慌てたせいでつるっと滑った。

「うわっ」

「あ、こらっ！」

　滑った春はる明あきは、またそこにスポッと顔を沈め込んでしまった。

「ひゃっ」びくっとかおるが身を震わせた。反射的に彼女の両足が閉じて、太ももが春明の頭を挟みこんだ。むぅ……それも気持ち良いいじゃないか。

「春明、だから、離れてくれって言っているのに！　おかしな気分がする……」

「わざとじゃないんだっ！　離れるから、そっちも足を開いてくれ！」

「なにやってるの!?　足を開いてくれだなんて、春明の変態ーっ！」

　詩し絵えが吸血鬼の怪力で春明の両足をつかんで、かおるの股こ間かんにジャストフィットな春明を一本釣りにした。

「どうしてぼくにはちっとも応えてくれないのに、その女には変態プレイにノリノリで執しつ拗ようなの!?　ずるいよーっ！」

「お、俺おれじゃなくて、おまえが乱入するからいけないんだろ！　早く見学に戻れ!!」

　春明はすべて詩絵のせいにしつつ、ようやく立ち上がって詩絵を見学ゾーンに押しやった。詩絵は「うわーん！」と見学ゾーンに帰っていく。それから「やるせないのだーっ！」とゴロゴロ身もだえした。体育館のクラスメイトたちは春明とかおるの痴態よりも、『孤高の君』の唐突すぎる奇行に騒然とした。

　かおるは顔を真っ赤にして、胸を押さえて立ちすくんでいる。

「私はなんでこんな取り乱しているんだ……。私は、捨てたはずなのに……」



    

  
    
      



    

  
    
      　混乱しているのか、何か妙なことをつぶやいていた――『捨てた』？

「大丈夫か？　ごめん、かおる」

「あ……。こほん。いや、春はる明あきはなにも気にすることはない。むしろ申し訳ないぐらいだ。小汚いことをさせてしまった」

「さっきから小汚い小汚いって、全然そんなこと……」

　しかしだからといって綺き麗れいと形容するのも、それはそれでセクハラな気がする。

「……？　春明、どうして前かがみなんだ？」

「あ、いや、ちょっと腰を痛めたみたいで」

　常に紳士たれ、ジョニーよ。嘘うそつきたるもの、常に紳士でなければならない。

　しかし春明の様子を見て――かおるは何かに気づいてしまったかのように凍り付いて……それから「プシュー！」と湯気が吹ふきそうな感じに耳まで真まっ赤かになった。

　ゆっくりと、彼女の身体からだがかたむいた。

「ああっ、かおる!?　大丈夫か!?」

　日ひ頃ごろ無表情であっても、感情が薄いというわけではないのだ。むしろかおるはけっこう情熱家のような気がする。……そしてかおるを保健室に運んで、授業は終わってしまった。
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　昼休みになった瞬間――春明は詩し絵えの席に目を向けると、彼女は何か深呼吸をしていた。何だ？　何かやらかすつもりなのか？

　先ほどの体育でさぞかし鬱うつ憤ぷんが溜たまっていることだろう。にわかに警戒心が高まった。

「春明！」

「わあ!?」

　詩絵を見ていたものだから、突然の声に驚いた。振り向くと、春明の席にかおるがやってきていた。ほんの一瞬の時間だったが、授業が終わってすぐにやってきたらしい。

　春明の席のそばにやってきた彼女の顔は、かすかに赤い。先ほどの体育のことをまだ少し引きずっているのかもしれない。あれはどちらかというと春明が悪いので、春明も思わず気持ちをこわばらせてしまう。『気絶した理由』を思うと、春明も気恥ずかしい。

　しかし彼女の要件は、それとは別だった。

「……春明、今日は私と昼食をとってくれないか……！」

　かおるは、やけに思い詰めた顔で迫ってきた。

　可愛かわいい系の詩絵と違って正統派美人のかおるさんは、真剣な顔で迫ってくると怖い。

　別にいいけど、と答えかけた春明を、かおる自身がさえぎった。

「いや、わかっている、春明が月つき宮みやさんと付き合っているから私とは食べられないことは。しかしそれでも、今日だけは情けをかけて欲しい」

「かおる……俺おれの話を聞いてくれ」

　何でそんなに必死なんだ。

　あ、深呼吸していた詩し絵えがようやくこっちを振り向いた。こちらの様子を見て、両目を○で唇が△な表情で驚いて石化してやがる。あれ……その表情可愛かわいいな……。

「実は……月つき宮みやさんに対抗して私も弁当を作ってきた」

「えっ、かおるが俺に弁当!?」

　思わず声に喜色が交まじった。……しかし深い関係を望まないかおるらしくない行動だった。何か心情の変化があったのだろうか。

「だから断る前に、せめて弁当を見てから判断して欲しいんだ」

「いや別に断るつもりじゃ……」

　理想は三人で食べれればいいんだけど。

「よし、プレゼンテーションを始めよう」

　まるで営業セールスマンみたいなことを言うと、ドカッと巨大な重箱が机上に出現した。

「おま……これは気合入れすぎだろう!?　運動会みたいじゃないか！」

　クラスのみんなも、三段重ねの黒い巨塔に思わずひそひそしていた。

「こほん……まずは私なりに流行を勉強して一の段はキャラ弁にしてみた」

　パカッと蓋ふたを開けると、一面にご飯が敷き詰められていた。ご飯の上に、精密にカットされた海の苔りで何かが表現されている――春はる明あきのモノクロ顔写真そっくりだった。

　オール海苔なので、特に彩りも無い。

「春明のキャラ弁当だ」

「上う手まっ!?　でも自分の顔が米と海苔のモノクロで忠実に再現されるのってかなり不気味なんだが……遺影みたい。しかもそれを二人で箸はしでつつきあうって……どうなんだ？」

「二段目はおかずで、牛すね肉の赤ワイン煮込みがメインだ。煮込みなら時間さえかければ失敗が少ないから。一晩かけてじっくり煮込んだから、冷めていても柔らかいはず。男子だから味付けを濃い目にしたけど、ちょっと重たいだろうか」

「一晩って……味付けよりも気遣いの方が重たいんだが……」

　寝てないのか……。

「三段目はフルーツの盛り合わせ。うさぎさん牧場をイメージして、リンゴをうさぎの形に剥むいたのを一杯に敷き詰めてみた。可愛いだろう」

「いやリンゴ多すぎだろ。なんだこの唐突に現れた少女趣味」

　一晩かけて鍋なべの番をしながら、ひたすらリンゴの皮むきをするかおるを想像し、春明はぐんにゃりした。……急に冷静になったのか、かおるが顔を赤らめてそっぽを向いた。

「あ……別に、春明のことが好きで手作りをしたとか、そういうわけじゃないからな！」

「ここまでやっておいてツンデレるの!?」

　どうしよう、かおるがちょっとおかしい。

　だが、かおると食べると詩し絵えが独りになってしまう。……あの寂しい屋上で、また独りで弁当を食べさせることになってしまう。

「やはりいっしょに食べるのは無理か？」

　かおるが心なしか悲しげな顔をした。

　しかしこの弁当を無駄にさせてしまうわけにもいかない。何よりもかおるが教室で自分でこの弁当を食べさせるのは――その想像はあまりにも痛々しすぎて、今まで詩し絵えはずっと独りだったのだから一日ぐらいと思わせるのに十分だった。

　本当はこんなことを天てん秤びんにかけたくなかったが、両立しないのだから仕方ない。

　詩絵には後で何かご機嫌取りでもするとしよう。あの体育の後だから、少し不安だけど。

「詩絵！」

　詩絵に呼びかけると、彼女は大事そうに弁当箱の包みを持って石化したままだった。

「ごめん、今日はかおると食べさせてくれ！」

「春はる明あき、いいのか!?」

　かおるの表情が輝いた。春明に対しては表情を見せる彼女だけれど、これだけ無邪気に喜ぶ姿は見たことが無い。春明の気持ちは一気にかたむいた。

「でもこれ……人目につくところで食べたくないから、どっかに移動させてくれ」

「そうだな、じゃあ生徒会室に行こう」

　かおるは生徒会と体操着がもらえる程度のつきあいがある。クラス委員としても関係があるらしいし、次期の生徒会役員として選挙に立候補して欲しいなんて声もかかっているらしい。それで生徒会室を借りられるのだろう。

　そこならばと納得して、春明はかおるといっしょに教室を出た。

「今度なにか埋め合わせするから！」

　最後にもう一言、詩絵に声をかけた。

「あ!?　は、春明!?　ちょ、ちょっと待っ……！」

　詩絵はとっさに舌が回らず引き止めの言葉を上う手まく言えない風ふうで……その必死に慌てた様子が、春明の胸をチクリと刺した。

　でも昼をいっしょに食べられないぐらいでそんな顔をしなくてもいいのに。

　教室から廊下に出た瞬間、胸が痛んだ。

　比ひ喩ゆ表現ではなく――心臓の血液がチリチリとするような――これはなんだろう。
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「あああ……行っちゃった。……嘘うそ……春はる明あきは、ぼくの眷けん属ぞくなのに……」

　遠ざかる背中を見送って、詩し絵えは悲痛な声をもらした。

　手には初めて作った手作りの弁当が持たれている。

　この弁当で昨晩からの春明のよそよそしい態度を吹ふき飛ばす予定だった。

　なのに……深呼吸をしていたら、あの女に春明をかっさらわれてしまった。

　――去っていく春明に、『ぼくも手作り弁当作ったの！』と言えなかった。

　心を落ち着かせて、深呼吸をする間もなかったから……本当は深呼吸をして、気持ちを落ち着かせて勇気を奮わなければ、詩絵は何もできなかった。

　恋愛は攻めの姿勢が大事だと思って、恋愛漫画に描かれていた通りの真似事をしようとしているけど……本心では怖くて仕方なかった。

　どれもこれも初めてのことで、初めての関係だったから。

　しかし緊張して唇を震わせていたら、その間に春明を奪われてしまった。

　自分の弁当が、あの女のそれほど豪華ではなかったことが、詩絵をさらに臆おく病びようにさせた。

　初めて料理を作った自分に、あんな弁当は作れない……。

　ヘタクソでも手作りなら愛情が宿ると浮かれていたが、それが幻想であることをまざまざと見せ付けられた気がした。

「ううぅ……」

　やりきれなくてもらした声は、憤然としたものから次第に弱々しく力を失っていく。

　悔しい。悔しくて、みじめだった。……ぼくはこんなに、怖いのに耐えながら、自分をなげうっているのに。どうして思うようにならない？　血の力は自分と春明を相思相愛にするはずなのに。

　どうして春明はギリギリのところで、自分に振り向いてくれない？

　いいよ、ぼくにはアンソニーくんがいるんだから。別にいつもどおりだ――そう思い直して、詩絵は自分の席に戻ってスクールバッグを開けた。

　空っぽだった――そうだ、春明がいるからもう必要ないと思って、持ってくるのをやめたのだ。父さんからもらった、大事な友達――妄想で自分をかろうじて支えていたぬいぐるみさえ、今は無い。

「う、うう……」

　……空っぽだった。バッグの中にも、どこにも何もない。

　こみ上げてくる感情に任せて、詩絵は弁当箱をバッグに叩たたきつけた。周囲の生徒たちがにわかに騒ぎ始めるが、詩絵は気にしない。

　どうして――どうしてぼくには春明しかないのに、春明を奪うんだよっ!!

　詩絵は教室に立ち尽くし、そんな自分にクラスの人間たちが好奇の視線を向けている。

　……人間たちの、学校の教室。

　この場所には何もない。いや、魔界に帰っても、春はる明あきがいないと自分には何もない。

　ドラゴンの力……いや、それさえも本当は……。

　そんな自分を認めてくれるのは、春明だけなのに……。

　怖かった。みじめさはたぶん自分を消してしまえる……。

　早く永遠を手に入れないと……。

「……詩し絵えさま、私たちと食べませんか」

　振り向くと、ワンコとポンコツがやってきていた。昨日の昼休みの、彼女たちの白しら峰みねかおるに対するフォローを思い返す。詩絵はむしょうに自分が情けなくなった。

「何？　取り残されたぼくに同情でもしようっていうの？　ワンコのくせに……」

「……いえ、お話しさせていただきたいことがあるので、屋上でいっしょに食べましょう」

　話したいこと……？
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「そういえば俺おれも話したいことがあったんだ」

　春明とかおるは会議机に隣り合って肩を寄せあう形で座った。

　最初は向かい合って座ろうとしたのだが、机の幅が広すぎて二人で一つの重箱弁当をつつきあうには不向きだった。

　妙に距離が近くて、親密感の度合いが高い位置取りだった。しかし春明はかおるとイチャイチャしようという意識は捨てて、胸に留めていた一つの問題について、話を切り出すことにした。

　この問題が解決すれば、春明は詩絵とかおるを仲介して友達同士にさせられるようになる。詩絵は人間に心を開いていないけれど、口八丁に嘘うそをつきまくればなんとかなる……かもしれない。

　……問題と言うのは、かおるの正体が実は魔物を追う組織のハンターなのではないかということだ。冗談みたいな話だが、あり得ない話ではない気がして恐ろしい。

「どうした、改まって」

　かおるの顔がわずかに緊張し、何気なく頭をかいた――それは彼女がストレスを感じたときにするクセのひとつだ。手首の十字架ロザリオがちらりと光る。かおるはどんなに何気ない風ふうであっても、話題が改まると、自分の事情に足を踏み込まれるのではないかと警戒をする。

　当然、真っ正面から吸血鬼ハンターかどうかたずねても誤ご魔ま化かされてしまうだろう。

　かおるはこちらの事情に気づいていない。春明は自分と詩絵が吸血鬼であることがバレないように、かおるが吸血鬼ハンターかどうかを確認しなければならなかった。

　それでいて、春明はかおるを傷つけたくない。かおるが知られまいとしている致命的な秘密については触れないように避けなければならない。

　――たぶんそれは彼女の自己否定的な性格に関かかわっている部分だ。

　こうして考えると難しい駆け引きのようだが、しかし彼女は自分を放課後の校舎探検に誘っているという、わかりやすい手がかりがある。

　この意味不明な誘いは、彼女が魔物ハンターだと仮定したらある程度は納得がいく。その場合、彼女は魔界へのゲートを探しているのだ。

　つまりかおるの学校探検の目的を探れば、彼女の正体も確認できる。

「ずっと気になってたんだけど、この前の学校探検って何だったんだ？」

　余計なことを聞くとそれがやぶへびになる可能性もあるので、単刀直入にたずねた。

「……あぁ、それは、その……」

「人のいない夜の学校で、何か探し物でもしてたの？」

　――『はい』か『いいえ』で答えられるようなドラクエみたいな質問のことを、心理学では『クローズド・クエスチョン』と呼ぶ。

　こういう質問は具体的な内容を何も言わずにすむため心理的に受け答えがしやすい半面、誤ご魔ま化かそうとしたり、嘘うそをつこうとしたりする相手にはかなりのストレスを与える。

　きっぱりとどちらか真実の方を認められればいいのだが、そうでない場合は嘘をつくことになる。しかし『はい』もしくは『いいえ』と明確に嘘をつくのは、人間誰だれしも強い抵抗を感じるものだ。よほど事前に覚悟を決めていないと、不安や動揺を表に出すことなくそうした嘘をつくことはできない。

　そのため本音を言いづらい多くの人は『はい』でも『いいえ』でもなく、聞かれてもいないことをしゃべりだして誤魔化そうとしたりする。しかしこうした態度は心理的な抵抗の表れなので、それはそれで逆に本音がわかる。

　要するに『彼氏いるの？』という男性からのクローズド・クエスチョンに、やたら上手じようずにはぐらかしたり、余計なことを話して誤魔化そうとしたりする女性は、大抵の場合、彼氏がいるのだ。

　いわば相手の本心を探るための陰おん陽みよう師じの尋問テクニックのひとつだった。

　……しかし相手の心に少なからず圧迫感を与えるやり方だった。できればするべきではない。ましてやかおるは、自分のことを探られるのを嫌がっているのだから。

「……実はそうなんだ。にわかには信じてもらえないだろうが……実は異世界への出入り口を探している」

　春はる明あきはノリ弁を口から噴き出した。

　尋問しようと思っていたのに、正直に答えられちゃった！

「なかなか信じることが難しいことだと思うが、まずはこれをみてくれ。私が所属している組織の会員証だ」

「は……はぁ、そうか」

　そんなツタヤのＴカードみたいな気軽さで見せられても……。

　もしかして自分は思っている以上に彼女から信頼をされているのだろうか。

　かなり気が抜けながら、春はる明あきはかおるが懐ふところから取りだしたパスケースに目を向けた。

「……かおる、言っておくが陰おん陽みよう師じは英語が苦手だ」

　そのカードは英語の文章だらけで読めなかった。

「これは『クルースニク』と呼ばれる組織の会員証だ。主にヨーロッパ圏で、邪悪な魔物を退治することを生業なりわいとしている」

　なるほど、ワールドワイドな組織であるらしい。詩し絵えによれば魔物と人間の対立が起こっているのはヨーロッパとのことなので、話と一致する。

　英語のほとんどは読めなかったが、急場しのぎの小道具でないのは確かそうだった。

　……もはや疑う余地はないだろう。

「実は日本にも、邪悪な魔物たちの住処があるという情報があって、その住処への出入り口がこの学校にあるらしい。それで私は毎晩それを探しているというわけだ。……荒こう唐とう無む稽けいすぎてにわかには信じられないと思うが」

　三日前の春明だったら、たとえかおるが相手でも電波扱いしていたところだ。

「いや、信じるよ。嘘うそとしては凝りすぎだもんな。それに、かおるの言うことだし」

「そうか！　ありがとう」

　かおるの表情が再び輝いて、春明はドキッとする。……日ひ頃ごろは感情を抑えようとしているだけに、こうして素の表情をもらしたときにはギャップがかえってかおる本来の魅力を引き立てる。

　しかし今、話していることは真剣な内容だ。気持ちを引き締めないといけない。

「それで、その出入り口なんだが、どうも魔法で隠匿されているらしいんだ。なんだかファンタジーみたいな話で信じられないかもしれないが……」

「大丈夫だって、続けてくれ」

　春明にとっては今さら驚くような内容ではない。

「それでその魔法は、疑い深い性格の方が見破りやすいらしく、どうも私では無理なようなんだ。それで春明に協力してもらえないかと思って……」

　どうして自分が魔界に迷い込めたのか――その疑問もはっきりとした。

　詩絵が『陰陽師だから』とテキトウこいていたが、あながち間違いじゃなかったらしい。やはり自分はそういう魔法に耐性があるのだ。やっぱり陰陽師ってすごいね。最高だね。

　……かおるが思ったよりあっさりと事情を明かしたというのは、それだけ自分の協力が必要だということだろう。逆をいえば、春明が協力さえしなければ、きっとかおるは自力で『ゲート』を見つけ出すことが出来ない。

「でも協力うんぬんの前に気になるんだけど、退治なんて物騒なこと言わずにさ、魔物と話してわかりあうってことはできないのか？　かおるもなんだか心配だしさ」

「バカなことを言うな！」

　かおるがいきなり身を乗り出して怒声をあげた。

　距離が近いものだから、少し驚く。

「あ……いや、すまない。春はる明あきは戦う私を心配してくれたんだな。しかし春明、それは無理な話だ。魔物は邪悪な存在だからな」

　……かおるは先ほどからやけに『邪悪』という言葉を強調している。

「平和的に解決することはできないのか？」

　少なくとも春明の知っている魔物たちはそれほど凶暴ではなかった。平和的に人間たちとの交流を目指していた。そうでない魔物たちもいるのかもしれないが、少なくとも今回かおるが相手しているのはそういう魔物たちだ。

「それは絶対にあり得ない。下へ手たにこちらが歩み寄りをみせれば邪悪な魔物たちにつけこまれることになる」

　……かおるの眼球があらぬ方を向く。言いながら春明から目をそらして、別のどこかを見ていた。

　先ほど怒鳴り声をあげてからというものの、彼女はやけにまばたきを繰り返し、姿勢を腕組みに変えている。まばたきは緊張のサインだ。三秒に一度の頻度を超えると、緊張を感じているといえる。腕組みは一見して威圧的に感じられるが、実際には不安を感じていることの表れだ。誰だれかに触れてもらいたいという幼児退行の表れなのだ。

『魔物は邪悪』だという言葉も、不安な自分に言い聞かせているように観察された。

　――たぶんここに触れると、彼女の致命的な部分に深入りしてしまう。

　逆を言うと、ここから先こそが彼女の自我にとって真に危険だから、彼女はその一歩手前で自分が魔物狩りであるということはあっさりバラしたのだ。

　何となく想像がついた――要するに彼女は魔物狩りをしている自分を、春明に否定されたくないのだ。……口にしている言葉以上に、その内容は凄せい惨さんなのだろう。

　本当は魔物を狩るなんて到底賛成できることではないが、春明はそこに足を踏み入れまいと思った。問題を先送りにするようだが、一番良い未来は彼女がこのままゲートを見つけられず、詩し絵えと対立することなく諦あきらめることだ。

　このまま何とかうやむやにしてしまえれば、それが一番良い。

　それは最悪の未来への可能性を残してしまうことでもあるけれど。

　しかし傷つけることが不安だから、相手が望む以上は深入りしない――それが春明の信条だった。だから、自然な口ぶりで嘘うそをついた。

「実はしばらく痔じの病院に通わなくちゃならなそうでな。それで、夜になったら今度の英語検定の勉強をしなきゃならないし」

　協力を断り、今後もゲートや魔界をかおるが発見しないように誤ご魔ま化かし続けるのだ。

「しかし春はる明あき、陰おん陽みよう師じに英語は必要ないんじゃ……」

「いや、実はひそかに英語の勉強もしなくちゃと思って目指してたんだ。準二級」

　断る口実は、事前に検定の時期を確かめることも含めて考えておいていた。

「そうか……そういう心がけでは、無理強いはできないな……」

　春明の魂胆どおりに、マジメっ子なかおるはそう言われると無理強いができず、しゅんと肩を落とした。

　何でもかんでも先送りにして、それこそ自分も真綿で首を絞められるようなことになりつつあるかもしれないけれど……。



　昼休み終了まで余裕を持って生徒会室を出ると、春明は不意に胸騒ぎを覚えた。

「どうした、春明？」

　あまりの違和感に、表情に出ていたらしい。「何でもない」と春明は誤魔化した。

　胸騒ぎというより、もっと妙な感覚だった。胸が引き裂かれるような辛つらい気持ちが、次から次へと勝手にわきあがってくる。

　まるで他人の感情が自分の血や心臓に流れ込んできているような……。

　――これは詩し絵えの気持ちだ。何となくそう直感した。詩絵の身に何かが起こっている。

　かおるといっしょに教室に戻ると、そこに詩絵の姿は無かった。春明は不安感で身の毛がよだつのを感じた。……彼女は、屋上だろうか。

「かおる、ちょっとうんこに行ってくる」

「下品だな、春明は。はっきり言うな。授業までには戻るんだぞ」

　かおるの呆あきれ声ごえを背中に受けて、まるで本当に便意にかられているように慌てて屋上に向かった。

　血を通して、詩絵の感覚が何な故ぜか伝わってくる――彼女は屋上にいる気がした。

　屋上の重い扉とびらを開けると、強い風が吹ふいた。

　詩絵が好きな、開放的な場所だ。

　いや、好きというより、彼女の居場所は学校にここぐらいしか無いのだ。

　詩絵はやはりここにいた。

　詩絵だけでなく、犬いぬ飼かいさんとフラちゃんも立っている。二人に向かい合い、春明には背中を向ける形で詩絵は立ち尽くしていた。

　背中を見ただけで、なぜか春明には詩絵が泣いていることがわかった――いや、今にも泣き出しそうなのを必死にこらえていた。せめて弱い姿を見せまいとして、吸血鬼の姫は耐えている。

　ほとんど中身が減っていない弁当が、いつもイス代わりにしていた段差に置かれていた。

　犬いぬ飼かいさんとフラちゃんが、春はる明あきがやってきたことに驚いた顔をした。

「詩し絵え、どうした？」

　春明が慌てて駆け寄ったが、彼女は身体からだを硬く強こわ張ばらせたままうつむいて何も答えない。……口ゲンカをしていたわけではない。一方的に彼女が責められたのだ。

　自分が血を通して感じているのは、間違いなく詩絵の気持ちだ。

　眷けん属ぞくだからだろうか。理由はわからないが、自分は彼女と血を通じて感情を共有している……春明は初めてそれに気がついた。今までそれに気づかなかったのは、詩絵が楽しんでいたときは自分も楽しんでいて、詩絵が胸を高鳴らせていたときは、自分も胸を高鳴らせていたからだ。それに気づいて春明は悲痛にかられた。

　お互いにほとんど似たような気持ちでいたから、感覚が交じり合って気づきづらかったのだ。だけど春明が彼女から目を離したとたん、彼女は悲しみに侵されることになった。

「犬飼さん、フラちゃん。……詩絵に、何を言ったんだ」

　口調が自然と責めるようになった。

「留学生同士で詩絵をいじめてたのかよ？」

「……別にいじめていたわけでは……」

　犬飼さんが気まずげに言いよどむ。フラちゃんも困惑したように三人の顔を順番に見回した。事態の中心にいるのは犬飼さんだと思い、春明はそちらをにらんだ。

「だったら、何を言ったのか教えてくれよ。俺おれは、詩絵の眷属なんだから」

「別に大したことじゃありません」

　そう言い置いてから、犬飼さんは口を開いてくれた。

「……私は詩絵さまが魔界で行き倒れた阿あ部べくんに血を与えて命を助けたと聞いたとき、詩絵さまを見直しました。……魔界で人が死んだなんて不祥事があったら、紅くれない電でん機きはきっと留学制度を打ち切ってしまうから。だから詩絵さまがそうした事態を防いだと聞いて、ようやく詩絵さまが交流特区の主あるじとして、留学生の代表としての自覚に目覚めたんだと思ったんです」

　詩絵は沈痛な表情でうつむいている。

　彼女が春明を助けたのは、決して留学制度を守るためではない――それぐらい春明にも察せられている。そんな意識は、まったく無かったはずだ。

「だけど実際には詩絵さまは態度が改まるわけではなく阿部くんと浮かれてイチャついているばかりで……まるで自分の意のままになる異性が欲しくて眷属を作ったみたいで……吸血鬼にとって、眷属はそういうものじゃないのに」

　犬飼さんはそこで言葉を切って、自分は間違っていないという風ふうに強い口調で言った。

「だから、私は思ったまま口にしただけです。誰だれでもいいから偶然出会った人間に血を与えて、それを眷けん属ぞくにするなんて同じ女として軽けい蔑べつするって――そう言っただけです！」

　詩し絵えは、口では『何度も話しかけてきてくれて、いちばん優しそうだったから眷けん族ぞくにした』と言っていた。誰だれでも良かったわけではない――ということになっている。

　しかしそれは嘘うそとは言わないまでも、聞こえの良い建前で、本心は別にある。

　だからこそ詩絵も、犬いぬ飼かいさんに上う手まく反論できなかったのだろう。

　詩絵は大好きな父親と離れ離れになって、新しい場所で孤立して、周囲の期待を応えることができなくてコンプレックスを抱いて――寂しくて仕方なかったのだ。だから何のしがらみの無い人間を眷属に選んだ。それならコンプレックスを抱く必要も無く、かといってもはや純粋に人間でもないから、詩絵の留学制度を拒絶する姿勢とも矛盾しない。

　メイドさんの話を聞いて、春はる明あきはそれをすでに知っている。

　詩絵の心の弱さは、責められるのに値するほど罪深いものじゃない。

　だけど詩絵の事情は、他ほかの魔物にバラしてはならない。詩絵の母親が人間で詩絵がダンピールだという事実は秘密にされていると、メイドさんは言っていた。

　だから春明は、詩絵の建前に付き合うしかなかった。

「誤解だよそれ。俺おれ、魔界で詩絵に救われたときが詩絵との初対面じゃないぞ」

「……え？」

　春明は靴の中で、足の指先に骨が軋きしみそうなぐらいに力を強く込めて、ストレスをそちらに流しながら言葉を吐いた――本心では、詩絵が『誰でもいい』と思っていることが、悔しくて仕方が無いのに。

　だけど春明は詩絵の建前に付き合って、自分と詩絵の関係は相応の事情があってのことだという風ふうに虚きよ飾しよくした。

「それ以前からずっと、詩絵に話しかけてたよ。ずっと無視されてたけどさ。でもそうした積み重ねで密かに好感度が溜たまってて、だから俺は助けてもらえたんだ。詩絵は俺に優しい人間だったからって言ってくれたぞ。チリも積もればフラグ立つってな感じで。一途さが実ったんだ。そうしてやっと実った関係に、何か文句があるか？」

　まるでまともなラブストーリーだったかのように言う。表面上だけはすべて事実だ。

「そ、そうだったんですか？」

　犬飼さんは驚いてみせたあと、素直にそれを信じて、申し訳なさそうにうつむいた。

　彼女も悪意があって言ったわけじゃなかったのだろう。

　――ただ事実だったから、詩絵の心をえぐっただけだ。

「うん、そうだったの。だから詩絵は、誰でも良いなんて尻しり軽がるな奴やつじゃないよ」

　犬飼さんだけでなく、詩絵にも伝えるつもりで言った。

　詩絵は心のどこかで、誰でも良いと思っている自分を自覚しているはずだ。だからこそ、こういう言葉は人に安心を与える。

　嘘うそか真実かなど、人の心にはさほど重要じゃないのだ。

　そうであったならと、本人も願っているはずの言葉なのだから。

「なぁ二人とも、俺おれ、授業までに詩し絵えに伝えたいことがあるからご主人さま返してくれよ」

　軽い口調でそう言い、弁当を回収してから「詩絵、ちょっと廊下に行こう」と手を引いた。詩絵は、悲しみからわずかばかり立ち直って、困惑したような顔で春はる明あきに従った。

　今までずっと手をつなぎながら、詩絵の笑顔ばかり見ていた。だから打ちひしがれる詩し絵えを見ているのが辛つらい。……こんなに辛い気持ちになるとは、思わなかった。

　だから去り際に、つい犬いぬ飼かいさんに敵意のこもった言葉が出た。

「犬飼さん……詩絵を傷つけたいからって、俺を無視して俺と詩絵の関係を決めつけるなよ。詩絵を傷つけるために俺を利用するなんて卑ひ怯きようだ」

　図星が心に刺さったに違いない――叱しかられた子供のようにビクリと犬飼さんが肩を震わせた。春明はそれにかすかな満足感を覚えて――満足感を覚えた自分を嫌悪した。

　……こんなのは、陰おん陽みよう師じの口にしていい言葉じゃない。

　春明が屋上から引き返しかけると、フラちゃんが両手を慌ててブンブンと振りながら、犬飼さんをフォローするように言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「――阿あ部べくん！　ワン子こさんがああ言ったのは、ただ詩絵さまを責めたかったってだけじゃないの！　阿部くんと白しら峰みねさんの仲が良いのをみて、詩絵さまがそれをかき乱しちゃったと思ったからなの！　阿あ部べくんがもともと詩し絵えさまを好きだったとは思ってなかったから！　だから、ワン子こさんのことあまり悪く思わないであげて～！」

　春はる明あきはぎょっと振り返った。だけどそれにはどんな言葉も返せず、詩絵を連れて屋上から立ち去った。

　何も言葉が浮かばなかったのは、それが春明にとって事実だからだった。

　嘘うそをつくために力を込めすぎて、靴の中の足先は感覚が無くなってきていた。それを見透かしたかのような、想定外のカウンターパンチ。

　春明は少なからず、詩絵に人間関係をかき乱されたと思っていた。それを指摘されると、春明は素直に詩絵を守れなくなる。……図星や真実の応酬は、ひたすら人を傷つけるばかりで、嘘ばかりつき続ける方がよほど優しい。

　屋上の扉とびらを閉めて、春明は魂が抜け出るようなため息をついた。

「……春明、伝えたいことって……？」

　廊下に出るなり詩絵が不安げに言った。

　自分の綺き麗れいじゃない部分が白日にさらされて、彼女は怯おびえきっていた。

　安心させてやらなければいけない。

「俺おれはたとえ誰だれでもいいって思ったとしても、詩絵の事情なら仕方なかったと思うよ」

　震える彼女を軽く抱いてやった。

　自分の方から詩絵を抱くのは初めてのことだった。

　こらえていたものが溢あふれ出てしまったように、詩絵は嗚お咽えつをもらして泣き出した。

「だって……寂しかったんだもん」

「そうだよな」――だから誰でも良かったんだよな。

　背中を撫なでてやった。嘘で心を守らなければならないほど、彼女は追いつめられていた。

「だけどぼくは……こんなに春明のことが好きになるなんて思わなかったもん！　ちゃんと好きになれたもん！　なのに……ぼく、尻しり軽がるなんかじゃないよぉ……！」

　それだけ言って、あとはもう言葉にならないという風ふうにひたすらに泣きじゃくった。

　やっぱりこいつは放ほうっておけないと、春明はかおるとの昼食を反省した。

　しかし詩絵が求めるような関係にはなれない。

　詩絵の頭を胸に抱いてやりながら、春明はどうすりゃいいんだと苦悩した。

　わからなかった。嘘をつき、嘘を見抜く力を持って他人を救う陰おん陽みよう師じは、

　こういうとき――どうすればいいのだろう。
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「今日もどこかで遊んで帰るか？」

　気晴らしのつもりでそう提案したが、詩し絵えは首を振って「今日は、いいよ」と弱々しく言った。それでその日の放課後は、まっすぐに魔界に帰ることになった。

　詩絵の明るさは戻らなかった。春はる明あきもかける言葉をみつけきれずにいると、ゲートの長い階段で犬いぬ飼かいさんが待ち受けていた。

　昼休みの衝突も記憶に新しく、春明は思わず身をこわばらせた。

「その……阿あ部べくんに話したいことがあって」

　犬飼さんが気まずげに言うと、詩絵は「じゃあ、ぼく先に帰ってる」と犬飼さんの横をすり抜けてしまった。春明はとっさに呼び止めることができず、犬飼さんもすれ違う詩絵に何か言いたげにしたが、何も言えずに見送った。

「話って？」

「……阿部くんに失礼なことをしてしまったので、謝ろうと思って。本当は詩絵さまにも謝るべきなのですが、きっと聞いてもらえないから……これ、おわびのしるしです」

　おわびと聞いて春明は気が楽になった。そして犬飼さんは参考書がぎっしりと詰まった勤勉なスクールバッグから、何かを取り出して、春明に差し出した。

　――骨だった。

　シリアスな春明の胸中に、一気にシュールな風が吹ふき荒れた。

「わ、わかってます！　人間が骨をかじったりしゃぶったりしないことはちゃんとわかってます!!　でも、しかし……やはり骨はかじったりせずとも眺めているだけで気持ちが和む素晴らしいものだから、おわびに進呈するにふさわしいと……」

　残念ながら人間は骨を眺めていても和んだりはしない。ギャグで言っているのかと思ったが、彼女の表情は真剣だったので、春明は笑うことも突っ込むこと出来なかった。

「そうか……うん、骨を眺めるのは最高にテンションがあがるもんな。ありがとう、部屋に飾っておくよ」

「……！　喜んでもらえて嬉うれしいです。やはり人間にも、骨の素晴らしさは伝わるものですね。またひとつ価値の深い交流を、人間とすることができました！」

「……」

　贈り物を喜んでやるのと、間違いを正すのと、どちらが彼女のためになるのだろうと春明は悩んだ。

「……先ほどは失礼なことを言ってしまい申し訳ありません。ただ、信じてもらいたいのですが……私も別に詩絵さまが嫌いでああ言っているわけじゃないです。それも言いたくて、待ってました」

「……言われなくても、ちゃんとわかってるよ」

　生き真面目まじめな留学生の彼女のことだ。春明の命を救ったとはいえ、詩絵が不純な動機で血の力を使い、人間たちの人間関係を乱したことが許せなかったのだろう。

　もちろん春はる明あきが指摘したとおり、不ふ真面目まじめな詩し絵えに多少なりともムカつく思いがあったのも事実だろうけれど、詩絵の事情を知らなければそれは当然の心理だ。

　わざわざおわびに来た彼女の律儀さに、春明は気が抜けたような苦笑を返した。

　彼女も良いい奴やつだ。人間だろうと魔物だろうとそれは関係が無い。

「……私は詩絵さまといっしょに勉強をしたいだけなんです。同じ留学生の仲間として」

　犬いぬ飼かいさんの表情が、どうすればいいのかという困惑に歪ゆがんだ。

「……私たち人狼ワーウルフはもともと魔界で地位の高い魔物ではありません。だから同じ留学生として詩絵さまがいることが嬉うれしかったんです。まがりなりにも吸血鬼のお姫さまといっしょに勉強ができるって。なのに詩絵さまは、あんなで……」

　困惑に歪んだ顔が、次第に悲しみに歪んだ。

「……なのに私の言葉はちっとも聞いてもらえなくて、なのに詩絵さまは阿あ部べくんの言うことはホイホイ聞いて……なのに私の言葉は聞いてくれなくて……いつもワンコってバカにして……うう……ど、どうじで、どうじで私どいっじょに勉強じでぐれないんでずがーっ!!　うあーん!!」

　犬飼さんの顔からボロボロと大粒の涙がこぼれて、大声で泣き出してしまった。

　……声でけえ！

「ワ、ワン子こさん！　落ち着いて、詩絵はワン子さんのこと、嫌ってるわけじゃないと思うよ」

　まるっきり子供じみた大泣きに、慌てた春明はとっさにあだ名で呼んでなだめた。

「本当でずが!?」

　ワン子さんは目を輝かせて、ポンッと耳と尻尾しつぽを飛び出させた。

　いや、知らんけど。

　でも嫌いだったら、もっと無関心になっているだろうと春明は思う。

「詩絵は……ワン子さんが嫌いなんじゃなくて、留学制度が嫌いなだけだよ。それで素直にワン子さんと仲良くなれないだけだ」

　ワン子さんはブンブンと振っていた耳と尻尾を止めて、しょげてしまった。

「……留学制度を嫌ってるんじゃ、ダメです」

「ワン子さんは本当に留学制度を大事に思ってるんだなぁ」

「はい、それは当然です。紅くれない電でん機きは自分たちの利益を維持するためにずっと魔界を発展させないようにコントロールしてきて……それでもようやく留学を認めさせるところまでこぎつけたんです。あいつらずっとひどかったんです……あいつらずっと魔界を生かさず殺さず生殺しに利用することしか考えてなかった。魔界と人間たちとが対等に、魔界の中の魔物たちをもっと平等にするために、私たちは頑張らないといけないんです……」

　何だか人間世界の、先進国と発展途上国の生々しい外交問題みたいだ……。

　人狼ワーウルフは魔界の階級制度で下位なのだとワン子こさんは言っていた。彼女だからこそ強く感じるところもあるのだろう。

　彼女のマジメさは、現実をしっかりと見据えたコンプレックス打倒への意思の表れだ。

「えらいなぁ、ワン子さん」

　お世せ辞じではなく心から春はる明あきはそうつぶやいた。それからふとフラちゃんがワン子さんの頭を撫なでていたのを思い出して、春明は自分もそれをしてみたい欲求にかられた。

　恐る恐るワン子さんの頭を撫でてみると、彼女は過か敏びんに身を震わせた。

「なにするんですか!?　私は犬じゃないから、そんなことされても嬉うれしくないです……」

「いや、嬉しがらせたいとかじゃなくて、俺おれもフラちゃんがやってたみたいにやってみたいなーと思って」

　さらさらと髪の毛の流れにそって頭を撫でてみると、ワン子さんは「うう……」と小さく声をもらして、やがて耳とシッポをゆらゆらと揺らし始めた。身体からだは正直じゃないか。しかしすぐに顔を赤くして、身をよじって春明から逃げてしまった。

「ダメです！　フラちゃんはいいけど、男の人にそういうことされるのはダメです！　じゃれつきたくなってしまったら、ふしだらじゃないですかっ!!」

「ふ、ふしだらって……」やばい、超じゃれつかせたい。

「私、また学校に行って図書館で勉強してきますので……！」

　ワン子さんは慌てた素そ振ぶりできびすを返した。春明は慌てて声をかけた。

「……ワン子さん、勉強以外からも学べることってあると思う」

「え？」ワン子さんが振り返った。

「そのうち詩し絵えの意地っ張りを直したらさ、みんなで遊びに行こう。詩絵と、あとフラちゃんも連れて人間の街とかで。そういうところから学べることもあると思うよ」

　そういう問題がちゃんと解決する日はちゃんと来るだろうか。……春明は内心で不安を抱きながらも、具体的な解決方法から目をそらして提案した。

　それは口にしていて気持ちの良い未来だった。

「は、はい……ありがとうございます」

　ペコリと礼儀正しく頭を下げてから、ワン子さんは階段を駆けのぼっていく。

　それにしても、しかし……春明はワン子さんから贈られた骨を見下ろした。

　たとえ人間にとって価値が無い骨であっても、ワン子さんにとっては価値のある骨なのだ。それを贈ってもらえたと思えば素直に嬉しい。ちゃんと部屋に飾ろう。

　……しかしこれ、何の骨だろう。人骨じゃないよね？

　そして問題はワン子さんじゃなくて、詩絵の方だ。

　……城に戻ると、詩絵の部屋に鍵かぎがかかっていた。何度か呼びかけても、返事が無かった。春明は不安にかられながらも、仕方なく自分の部屋に戻った。
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　怖くて、つい春はる明あきからの呼びかけを無視してしまった。

　春明は怒ったかな、……それとも心配してくれているかな。

「ねえ、はるにゃん。春明の気持ちがわかんないよ」

　自分の部屋のベッドの上で座り込んで、詩し絵えはぬいぐるみを抱きしめた。

「どうして春明はぼくの気持ちを受け入れてくれないんだろ。いつもあんなに優しくしてくれるのに、肝心な距離を縮めてくれないんだろ。……それともやっぱり、ぼくのこと好きじゃないのかな。無理矢理気持ちをねじ曲げられて、気持ち悪く思ってるのかな……」

　春明は他人と深い関係になりたくないのだという。

　だけど、そんなのはおかしいと詩絵は思う。……不安だった。もしも春明が自分のことを好きではなくて、自分の元から離れていってしまったら、自分はまた一人に戻ってしまう。誰だれかといっしょの楽しさを知ってしまった今、数日前の自分を思い返すと、消えてしまいたくなるほどみじめだった。

　春明といっしょに行った街……あそこには数え切れないほどの人がいて、それが当たり前という風ふうにみんな楽しそうだった。誰もが当然のように、楽しさを享受していた。それを自分は昨日まで知らなかった。知らなかったから、みじめさを感じずにすんだのだ。

　はるにゃんは何も答えてはくれなかった。いつもなら腹話術で自分に都合のいい答えを返させて慰めるのだが、それで春明の気持ちをねつ造してはいけない気がした。そんなことをして、春明に嫌われたくない。

「ごはんですよーっ！」

　突然大声とともにドアが開かれたので、詩絵はびくりと怯おびえた。

　現れたのは、合い鍵かぎを持っているメイドだ。

「鍵締めてるのに勝手に入らないでよ！」

「ご～ごごごは～ん、ご～ごごごは～ん、ごはんをたべよ～う♪」

　詩絵の言葉を無視して、メイドはどこかで聴いたことのある歌を歌った。

「ほらこれ詩絵さまが昔好きだった人間界の絵本『ごはん島のタイマイくん』の歌ですよ。ＣＤ付きの絵本だったけど当時は電気が無くてＣＤが聴けなかったからヴラドさまが想像して歌をつくったやつ。ごは～ん♪　ごはんできましたよ」

「やめてよ、父さんの歌を勝手に歌わないで！」

　詩絵が悲鳴をあげると、よかれと思って歌ったメイドは黙って、しんと静まり返った。

　……こいつ、どうしてこの歌のことを知ってるんだろう。

「どうしておまえなの？　どうして父さんがここまでついてきてくれずに、おまえなんて他人がぼくを世話してるの」

「ヴラドさまは、魔界の中心で忙しくなさっているからです」

「そんな理屈が聞きたくて、訊きいてるんじゃないっ！」

　優しい嘘うそが、聞きたかった。

　詩し絵えは思わず手元にあったぬいぐるみをメイドに投げつけた。

「出てけよーっ！　ぼくの場所に入ってくるな、他人のくせに!!」

　あ……。

　はるにゃんを投げてしまった。

　春はる明あきが取ってくれたぬいぐるみなのに。

　メイドは投げつけられたぬいぐるみを手にとって、戸棚の上に乗せた。詩絵はその手つきの優しさにどうしようもない気持ちになって、逃げ場を探すように窓を開けた。

　魔界の外は風も吹ふかず、温度のぬるさも室内と変わらない。詩絵はコウモリの羽根を背中に生やして、逃げるように空に飛び立った。

「やっちゃいましたか……」

　取り残されたメイドが、そう言葉をこぼした。



　……どうしてこんなに離れ離れになってしまったんだろう。

　薄暗い魔界の空を飛んで、岩と石くれで出来た、街とも呼べない世界を見下ろす。

　光ゴケが星よりも弱い光を密集させて、儚はかなげに地底世界を照らしている。

　広くて薄暗くて、父さんは人間たちでいうヨーロッパの地底――世の中のルールが違うくらいずっと遠くにいて……魔物たちは自分にドラゴンの力を期待して……。

　光ゴケでさえ、あんなに密集して寂しさとは無縁に光を放てているのに、自分はどうすることもできなくて……。

　いつから自分の世界はこんなに暗くて冷たくなってしまったんだろう。

　昔の自分には父さんがいて、もう顔も覚えていないけど母さんがいて、三人で絵本を読んでいたのに……どうして自分の世界はこんな風ふうになってしまったのだろう。

　ぼくにドラゴンの力が目覚めなかったから？――ぼくのせいじゃない！

　今では光ることもできなくて、大事な人もそばにいない。無性に誰だれかに触れてもらいたいと思って、詩絵は空を飛びながら寒さに震えるように自分で自分を抱いた。

　どうすれば抱きしめるよりももっと二人で一つになれる？

　二人で一つに……。

　春明……。

　もっと春明にぼくをあげないといけないんだ……。

　もっと大事なものをあげれば、ぼくのことをきっともっと好きになってくれる。ぼくが誘惑していたとき、春はる明あきは確かにドキドキしていたのだから。

　怖がってなんていられない。攻めるしかないのだ。自分はすでに追いつめられている。逃げ場がないなら、もう捨て身になるしかない。怖くても、最後まで攻めるしかない。

　自分のすべてを与えれば春明はきっと自分を好きになってくれる。

　……ロマンチックな漫画に描かれていたような、永遠の恋人を手に入れられる。

　それがすべてを解決してくれる！

　詩し絵えは春明が夕食を終えたであろう時間を見計らって城に戻った。

　春明の部屋の窓を叩たたくと、春明が開けてくれた。

「詩絵……？」

　詩絵は窓からの進入に驚く春明を無言で抱きしめて、そのまま彼をベッドに押し倒した。枕まくら元もとのリモコンを操作して電気を消すと、部屋は光ゴケだけが頼りの薄うす闇やみに覆われた。

　詩絵はすべてを奉げるべく、深呼吸をした。
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「春明は交尾をしたことがある？」

　何が何だかわからない。窓の外から詩絵がやってきたと思ったら抱きしめられ、押し倒され、視界が薄い闇に閉ざされた。甘い匂におい――もう鼻が慣れてほとんど感じないはずのそれが濃密に詩絵から香ってくる。

　そして不穏な深呼吸のあと、詩絵がそう言った。

「おま、交尾って……？」

「男の人が、女の人に子供を植え付けることだよ。それをしたら、もう逃げられないんだ」

　いつかの夜と同じように、詩絵が春明の上に馬乗りになる。それから春明の服を脱がそうとした。

「いっぱいいっぱい気持ちいいことをして、ぼくから離れられなくしてあげる……」

　春明は抵抗できなかった。詩絵が服を脱がし、露出した胸を撫なでさすってくる。

　血の魔力は脳髄をとろめかせ理性を失わせるだけではなく、身体からだと身体を触れ合わせる喜びも倍増させていた。皮膚感覚が数倍に鋭敏になっている。春明は未経験だったが――これから『詩絵が口にしたような行為』をしたなら、普通にそれをするより何倍もの感覚がありそうだった――媚び薬やくというよりも、もはや麻薬のように。

　だけど春明は、詩絵の言こと葉ば尻じりがかすかに震えていることに気がついた。そっと彼女の肩に手を伸ばす。「んっ」と詩絵から過か敏びんな声が漏れたが、その接触で、春明は彼女が肩を震えさせていることを知った。

　春明は薄々と気がついていた――彼女は春明をドキドキとさせるような大胆な振る舞いをする際には必ず深呼吸をする。怖くて仕方ないのに、無理をしているのだ。

　自分に対する彼女の態度は、すべてがどうしようもなく虚きよ飾しよくだ。

　甘い匂においがどうしようもなく、詩し絵えを抱きしめろとせきたてる。春はる明あきの全身が詩絵と『交尾』をしたいとわめきたてる。

「……春明っておっぱい好きだよね」

　詩絵が春明の手をつかんで、自分の胸まで導いた。柔らかく、しかしそれ以上に心臓の鼓動の激しさが感じ取れた。

「よせよ！」

　思わず強い力で詩絵の手を振り解ほどいた。

　そりゃあおっぱいは好きだ。だけどそれ以上に、詩絵の姿が痛ましく見えた。

　寂しいからって気持ちでこんなことをしてしまう詩絵が、無性に悲しかった。

「どうして無理して、こんなことしようとするんだよ」

「無理なんてしてない。恋人同士だったらみんなやってることだよ、子供扱いしないで」

「子供扱いというか……俺おれたちは恋人同士じゃないじゃないか」

「だって、どうして春明はぼくが春明を好きって知ってて、受け入れてくれないの!?　だったらもうこうするしかないじゃんか！」

　いきりたつ詩絵を見て、彼女は恋に恋しているのだと思った。

「……ぼく、永遠の愛が欲しい。だって『恋人』は父さんと母さんみたいに私のことを捨てたりはしないものでしょ？」

　その瞳ひとみは、現実の色を映していなかった。恋をすれば救われると盲信して、現実の自分の苦境から逃げている――ただの逃とう避ひだった。

「寂しくて現実逃避して血の力を使って人を好きになって、それで永遠の恋人なんて……永遠なんてバカげたもの信じるなよ。そんな気持ちで他人と恋人になったって、お互いのことが見えてなかったら長続きするもんか」

「見えてるよ……ぼくはちゃんと、春明のこと見えてる……」

「……詩絵は、何も見えちゃいないよ。俺のことも、気持ちも、ちっとも」

　自ら望んで泥沼に入り込んだ人間は、自分が泥沼で溺れていることに絶対に気づかない。

「どうして認めてくれないの!?　血も寂しさも関係ない、ぼくは春明が好きだよ!?」

　関係ないわけがない。彼女がそれを認めたくないだけだ。

　春明はどこまでも自分を無視されたような気がして、怒りさえ覚えた。

「俺が嫌だからだよ！」

「春明がヘタレだから！　だったら！」

　無理矢理唇を奪おうとした詩絵を、春明は渾こん身しんの力ではねのけた。自分より強い力を持っている彼女に抵抗できたのは、彼女の身体からだが初めてのキスに不安で震えていたからだ。

　――怖いくせに無理をして、自分を押し倒そうとしている。

　こんな壊れやすそうな気持ちになんて、怖くて触りたくない。

　潔癖な恋愛がしたかった――人の気持ちなんて嘘うそで簡単に歪ゆがんでしまうから。

　詩し絵えみたいな女の子を食い物にしてしまうことなんて、春はる明あきには簡単だった。嘘つきが潔癖さを失えばいくらでも悪人になれてしまう。詩絵だってかおるだって、いくらでもボロボロにできてしまう。

　だから自分はヘタレなわけではない――潔癖でなければならないだけだ。

「……俺おれにだって、気になる女の子ぐらいいたんだ」

　詩絵の顔が、目をそらしていた罪悪感を突きつけられて歪んだ。嘘をつくのをやめた春明が、それを突きつけた。

　次の瞬間、ピシャリと音がして、春明は詩絵からビンタを受けていた。まるで恋愛ドラマのワンシーンだと場違いなことを思った。

　……そういう登場人物になりたくないと、ずっと思い続けていたのに。

「嘘つき！」

　詩絵は春明を罵ののしって、ベッドから立ち上がった。暗くら闇やみで詩絵が鼻をすする音がする。

　それから逃げ去るような足音が遠ざかっていく。最後に悲痛な声がした。

「……人を好きになることが、こんなに苦しいなんて知らなかった！」

　そして彼女はいなくなった。

　くたくたと全身から力を失って、春明はベッドの上で放心した。時間にしてほんの数分……それでこの二日に積み上げていた何かがすべて崩れ去った気がする。

　いや、何も積み上げてなんていない。ただ血と孤独の嘘があっただけだ。

「どうしろってんだ。俺のことなんて、誰だれでもいいって程度しか好きじゃないくせに……」

『春明がヘタレだから！』という罵り声が、頭の中を反響する。

　自分はヘタレじゃないと思うのに、やけに頭の中を残響する。

　――不意に恐ろしい疑念が胸の底から這はい出てきた。

　自分も、自分の都合の良いように世界を歪めてしまっていないか？

　血のせいにしておけば、自分と詩絵の気持ちを信じなければ、深入りしないですむから。

　潔癖な恋愛しかしないと言って目をそらせば、逃げることができるから。

　初恋のトラウマからずっと、もう他人を傷つけたくないと思い続けていた。

　自分は――恋をするのが怖いだけじゃないか？

　目をそらしたくて、自分に都合のいい理屈を用意して、その理屈の形に現実認識を歪めてしまう――自己欺ぎ瞞まん。現実逃とう避ひのメカニズム。

　自ら望んで泥沼に入り込んだ人間は、自分が泥沼で溺れていることに絶対に気づかない。

　陰おん陽みよう師じだからと他人の気持ちばかりを気にしてきたけれど、

　だけど自分の本当の気持ちは……。

「詩し絵えへの気持ちなんて、全部血のせいだ。全部……」

　本当に？



　詩絵は、春はる明あきと出会ってからずっとすべての行動を後悔した。春明は気を使って隠していたけれど、内心で怒っていたのだ。自分は彼の気持ちを滅茶苦茶にしてしまった！

　自分は春明と恋愛してもらえない――もう春明の心に自分の居場所は無い。

　拒絶をされた！　自分をすべて奉げようとしたのに!!

　もう春明に会いたくない。次にどんなことを言われるのか怖い。自分は拒絶されたのだ。

　ここにいたくない。詩絵は羽を生やして城を飛び出した。羽――コウモリの羽！

　魔界になんて生まれてこなければ良かった！　好きでヴラドの娘に生まれたわけではない。教室でバカ面しているような人間たちとして生まれれば良かった！

　どうして魔界に居場所が無いのに、魔物として生まれたのだろう……。

　春明やメイドに会いたくなくて城に戻れず、詩絵は地上へのゲートに向かった。
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『平和的に解決することはできないのか？』

　春明の言葉が、かおるの心にくさびのように消えず突き刺さっていた。その言葉を聞いた瞬間、かおるはもう春明に協力を頼むことはできないと思った。

　怖い。彼はやはり、自分のしていることを否定するのではないか……。

　だからかおるはいつもより早い時間から校舎を訪れていた。もう組織から人を呼ぶか、自分の力で探すしかないのだ。春明以外の人間には頼りたくない……。

　――かおるの心にひとつの景色が思い浮かんだ。それは『過去』だった。

　人間のものよりも鮮やかな色をした、吸血鬼の血液。首を斬きり落とされた吸血鬼から流れ出た血が、あたり一面とかおる自身を、鮮やかに赤く染めている。

　……首を斬られていても吸血鬼は生きている。心臓に銀の銃弾を撃ち込まなければならない。神聖な銃弾を確実に心臓に命中させるため、抵抗を封じるべく、さらに手足をも斬り落とす。不死身の吸血鬼を殺すためには、完膚無きまでに分解させなければならないのだ。そんなかおると無抵抗の胴体になった吸血鬼との間に、一匹の子供の吸血鬼が割り込んできた。幼い吸血鬼が泣き叫んだ――「人でなし！」

　かおるはその子供の前で子供の父親であろう吸血鬼を始末してから、その子供の首も落とした。間違ったことはしていない。だが――命いのち乞ごいしたり、罵ば声せいを浴びせたりする魔物や吸血鬼を殺すたびに、心の中がガリガリと削られていく気がした。

　だけど魔物は邪悪な存在だから仕方ないのだ。

『人でなし！』

　今の自分は本当の自分じゃない。正義のために自らを犠牲にして、残酷な行為に手を染めているのだ。そして家族を取り戻したとき、自分は本当の自分と安息を取り戻す。

　事情を知らない春はる明あきは、そんな自分を否定するかもしれない。だって彼は平和的な解決なんて絵空事を言うのだ。そんなやり方が通用するなら、自分は……。

　やはり魔界へのゲートは自分で探さなければならない。認識を誤ご魔ま化かす魔法だってくりかえし探していれば、自分でもきっと破れるに違いない。こうなったら根気強く校舎を歩き回るしかない。

　――そして校内を巡る彼女は、高校校舎一階の階段の裏の壁から『月つき宮みや詩し絵え』が駆け出てくるのを目撃した。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送ってから――理解した。『月宮詩絵は魔物だ』。

　そう理解した瞬間、吸血鬼の下げ僕ぼくにされた家族たちと、詩絵といっしょにいる春明の姿とが重なった。……春明は月宮詩絵にたぶらかされ、操られているのだ！

　ここ数日の春明の不自然な行動を思い返して、かおるはそう信じた

　春明を救わなきゃいけない――吸血鬼は殺さなければならない。

　心の奥底に秘めた感情と、魔物ハンターとしての建前が、かおるの中で初めて完全に一致した。ずっと感情が拒絶していたのだ。しかし、春明を救わなければならない。かおるは春明が好きだった。その気持ちが、彼女のブレーキを破壊した。

　今の自分だったら今まで以上に冷静に、冷徹に、無感情に仕事をこなすことができそうだ。

　春明は月宮詩絵の死によって解放され――自分の正当性を理解してくれるだろう。

　自分のことを理解して、『人でなし』なんかじゃないと言ってくれるに違いない。

　……そして月宮詩絵の後を追った。右手に銀の短剣、左手に銀の拳銃を携えて。



　――詩絵は夜の屋上に立った。人間たちの教室の喧けん噪そうから逃れるためにいつも来ていた場所だ。……広い場所にくれば救われるのではないかと思った。

　自分の居場所が見つかるんじゃないかと思った。

　だけどそんなはずはなかった。……こんな場所に来るんじゃなかった。

　青空でさえない夜の屋上は、景色さえも見渡すことができず、ただただ孤独を思い知らされるばかりだった。

　魔界にも、人間世界にも自分の居場所が無い。それが確認できただけだった。

　立ち尽くす詩絵の背後で、足音が鳴った。



    

  
    
      


４章　自己欺ぎ瞞まん



　血を通して、絶え間なく詩し絵えの気持ちが春はる明あきの胸に流れ込んでくる。それは拒絶された悲しみ、絶望感、孤独感に満ちあふれて、春明までも打ちのめした。

　自分が、血と寂しさのせいで虚きよ飾しよくされた嘘うその気持ちと決め付けた、詩絵の気持ち……。

「くそ……」

　春明はベッドの上で毒づいた。自分がやった行為を思い返してやりきれない気持ちになる。詩絵を拒絶したこと、それが春明自身の気持ちにも深い影を落としていた。

　受け入れれば良かったと後悔しているわけではない。しかしもっと別の言い方があったはずだと思う。

　血のせいで血迷っただけと言い聞かせた、自分の、詩絵への気持ち……。

　自分はいつもずっとそうだった。かおるを傷つけるわけにはいかないと、彼女に触れることを恐れて、相手にとって都合の良い友達以上恋人未満を永遠に続けようとして、

　――いつだって自分自身の本音をないがしろにしていた。

『春明がヘタレだから！』

　詩絵の言葉が幾度と無く頭の中にひるがえって春明の胸を刺した。

　詩絵の気持ちが流れ込んでくる――彼女の心は、今も絶望と孤独で泣いている。

「ちくしょう……」

　自分と詩絵の気持ちは、本当になにからなにまですべてが嘘だっただろうか。

　二人でゲームをして楽しかった時間は。寂しがりの彼女とデートしたいと思った気持ちは。不意に頬ほおに触れた、深呼吸なしのキスは。

　すべてが血に操られた結果だっただろうか？　……そんなわけねえだろ。

『こんなに春明のことが好きになるなんて思わなかったもん！』

　……詩絵の涙交まじりの言葉さえ無視して、気づかないふりをしていた。

「ちっくしょ――――っ!!」

　陰おん陽みよう師じである自分が自己欺瞞に陥っていたことの悔しさに大声をはりあげて、春明はベッドから跳ね起きた。

　詩絵は間違っていた。永遠の恋人など自分に求められても困る。そんなのは幻想だ。

　だけど自分も等しく間違っていた。

　詩絵を探そう。詩絵に伝えたいことがある。どんな言葉を口にすればいいのかまだわからないけど、このままには絶対にしておけない。

　春はる明あきは詩し絵えの部屋に駆けていった――しかし、そこはもぬけの空だった。

　広間に行っても詩絵の姿はない。詩絵は今、城にいない？

　血を通して伝わってくる詩絵の感覚は、遠くから伝わってきているような感じがする。

　城を出た。城門のガーゴイルを目にして、思わず声をかけた。

「ガーさんたち！　詩絵を見かけなかったか」

「あら、度量の深い人間さん」「なんだか新鮮な呼ばれ方……」

　ガーゴイルたちは目をパチクリしながら考え込んだ。表情豊かな石像だ。

「詩絵さまだったら……そういや気のせいかと思ってたんだけど」「人間界のゲートの方にピコピコと飛んでいく影があったような……」

「人間界……？」

　ちらりと嫌な予感を抱いて、春明のつぶやきが震えた。
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「おまえ……」

　詩絵が足音に振り返ると、月明かりの下に人間が一人。

　数歩の距離をおいて、詩絵と向かい合っている。

　右手には銀色の短剣、左手には銀色の銃――間違いなく魔物狩りの人間だった。

　そして月光に、見覚えのある顔が照らされている。

　ロボットのように無表情だが、こいつは春明のそばにいた、あの女だ。

　春明のバカ！　あの女は怪しいってぼくは言ったのに！

　詩絵は戸惑いつつも、絶望や孤独を怒りに転化させた――魔物狩りのくせに、その素性を隠して、春明と仲良くしていた女！

　箱入り育ちの詩絵は魔物狩りの猛威と接したことがない。だけど自分は曲がりなりにも吸血鬼――人間よりもはるかに高い身体能力を持った存在だ。

　ドラゴンの力を継ぐドラキュラだ！

「……人間ごときがバカにすんな！　殺してやるっ！」

　白しら峰みねかおるは何も口にしていなかったが、詩絵は激げつ昂こうして利き腕の指から爪つめを長く鋭く伸ばした。……もう留学制度など知ったことではない。獣のように間合いを駆け抜けて、白峰かおるに爪をふるった。人間の疾しつ走そうよりもはるかに速い、野犬のような突進だった。

　――そこで詩絵は、幼い頃ころから放課後のすべてを訓練についやした人間の「戦士」の動きを初めて知った。吸血鬼よりゆっくりだが、洗練された身のこなしによって、詩絵の直線的な突撃は空振りした。

　同時に銀光が一いつ閃せん――詩絵の利き腕は半ばまで寸断された。

　白しら峰みねかおるとすれ違ってから、自分の腕が半ばの肉に支えられてぶらんとしているのを見て――白い骨までのぞいた断面から鮮やかな赤色が噴き出すのを目にして――詩し絵えは生まれて初めての苦痛に錯乱した。

「う、嘘うそ……」

　傷が再生しづらい。血が止まらない。傷口が焼けるように熱い！

「う、うああああっ！　痛い！　痛いっ!!」

　思わず傷みに転げまわった。銀色の刃物、あれは神聖な銀だ！

「まずは手足を斬きり落として抵抗を封じる」

　ハンターが催眠術師のような抑揚のない低い声で言った。

　詩絵に伝えているようでもあり――自分自身に言い聞かせているようでもある。

「それから、ヘルシング博士が考案した古くからの流儀に乗っ取り……その首を斬り落として、心臓に杭くい代がわりの弾丸を打ち込むことで、邪悪な魔物を滅する」

　詩絵は戦せん慄りつした。……自分は邪悪な魔物……春はる明あきにとって邪悪な……。

　戦意や憎しみや怒りが一瞬で混乱と恐怖に変わった。詩絵は逃げ場を求めて背中からコウモリの羽を生やした。しかし制服を突き破って生えた羽で宙を飛んだ瞬間、パン、パンと破裂音がして、両の羽に穴が穿うがたれ詩絵は屋上に転がされた。こちらの傷もすぐには再生できなかった。白峰かおるの左手の拳銃から、硝煙の煙が立ち上った。

「あ、ああ……」

　想像もしたことのない事態に、詩絵は恐慌の声をもらした。殺される。ドラゴンの力も継げなかった無力な吸血鬼の自分は、ここで胴体だけのダルマにされて殺される！

　尻しり餅もちをついたままじりじりと後ずさる詩絵は、フェンスの端まで追いつめられた。白峰かおるは神聖な銀で作られた銃弾を節約したいという風ふうに銃を撃たず、代わりに銀色の短剣をひらめかせながらゆっくりと迫る。傷が再生しない。だったら……。

　とっさに詩絵はフェンスに指をひっかけて、吸血鬼の身体能力で一気に跳躍した。

　……こっちの方がマシだ！

　白峰かおるがさすがに驚きの表情を浮かべて銃を数発撃ったが、狙ねらいが不十分な銃弾は宙を踊る詩絵をかすめただけだった。

　そして詩絵は――投身自殺のように、四階建ての校舎から真っ逆さまに落下した。
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　ちっくしょーと叫びながらゲートの階段を駆けのぼる春明は、血から伝わる詩絵の感覚が劇的に変化したことを感じた。

　焼けるような痛み。一瞬の激怒の後、急転落下する絶望と恐怖。いつか自分も感じたような、非日常の恐怖――死の気配！

　詩し絵えは人間界に向かって学校に出た。そこに死の危機があるとするなら……。

　春はる明あきの頭の中で、最悪な未来のパズルが組みあがっていく。

　かおるは今日も校舎を探索していて、そして……。

「嘘うそだろ……」

　誰だれもが――春明も、詩絵も、かおるも、現実から目をそらして最悪な未来へと迷走していく。誰かが一人でも現実を見つめる心の強さを持ち得ていたなら、こんな未来にはたどり着かなかったはずなのに。

　自分が先送りにしたのだ！　春明はまたも叫びだしたい気持ちになった。

　詩絵がかおるに殺される！　あの愛らしい吸血鬼が、自分が好意を抱き続けた女性の手によって、殺される！　恐ろしい想像を巡らせながら、春明は必死に駆けのぼった。

　しかし人間界へとつながる階段は長かった。人間がのぼるにはあまりにも長すぎた。

　詩絵から伝わってくる感覚、痛みには、一刻の猶予も無いというのに！

　嘘だろ……。思わず足を止めてしまい、階段を見上げた。間に合わない。間に合うはずがない。しかし絶望しつつ見上げた階段の先に、一組の影が現れた。

「ごめんね～、バイト終わるまでこんなに待たせちゃって～」

「……ううんいいよ、図書館でたくさん勉強できたから」

　のん気な会話を交わしつつ地上から降りてきた二人に、春明は思わず飛びついた。
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　全身を粉砕する痛みが詩絵を襲ったが、彼女はとっさに失神を選んでいた。そうしなければショック死していたかもしれない。

　人間なら五体が飛び散る衝撃にも、吸血鬼の身体からだは原形を留めている。

　……この傷は再生できる。すぐに意識を取り戻し、詩絵は校庭に立ち上がった。

　歪ゆがんだ感覚器官が伝える痛みと吐き気に悶もだえながら、校門の方へと逃げる。おぼつかない足取りは、傷の再生によって少しずつ確かなものになった。

　だけどあの女は自分を追ってきているはずだ！　すぐに屋上から地上へと階段を駆け降りてくるに違いない。

　詩絵は全力で逃げた。逃亡するための最低限の肉体の修復を優先したが、全身から絶え間無く血を流していた。逃げてもこの出血では、血の跡をたどられてしまう。だけど血はすぐには止まらない。

　自分の再生能力は弱いのだ。詩絵は薄々と知っていた――ただドラゴンの力を継げなかっただけではない。自分の力は並の吸血鬼と比べても弱いのだ！

　逃げながら、詩し絵えは必死に情けなさの涙を耐えた。

　だからずっと、ほかの魔物たちから内心でバカにされているのではないかと感じ続けていた……。ワンコやポンコツのような下位の魔物と口を利くのが怖かった。

　止まって！　早く、血、止まってよ!!

　校門から学校の外へと抜ける。無意識に他者の気配を求めて、詩絵は街の方に向かっていた。春はる明あきといっしょに遊んだ駅前、幸せな人間たちがたくさんいる場所……。

　次第に明るさを増す街頭で、一人の人間と行き会った。

　身なりのいいサラリーマンの、その清潔な雰囲気に、詩絵は思わず声をかけていた。

「た……たすけ……」舌が上う手まくまわらない。深呼吸をする余裕も無かったせいだ。

　みなまで言い切る前に、悲鳴があがった。

　血を泡立てて傷口を再生させようとしている詩絵の肉体に怯おびえて、男は逃げ去っていく。

「あ、ああ……」

　自分がバカだった……。人間に頼ろうとしてどうなるというのか……。

　人間からみた自分は、邪悪な化け物そのものではないか……。

　独りだ。魔界でも人間でも、出来損ないの自分は独りきりなのだ――自分はその現実から逃とう避ひしていた。

　自分はドラゴンの力を引き継ぐ高貴な吸血鬼などではない。

　自分を永遠に救ってくれる恋人など存在しない。

　静かに重くのしかかる『現実』に、詩絵の心がゆっくりと潰つぶれていく。

　――だったら、このまま死んでも……。
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「ウオオオオオオッ！　堪忍袋のネジが飛んだァアアアアッ！」

　事情を聞いたフラちゃんは、疲れきった春明とついでにワン子こさんを背中に負ぶって頼もしく叫んでくれた。そして猛烈な勢いで階段をのぼっていく。つむじ風みたいにあっという間に地上に飛び出してくれた。

　頼もしさを感じる半面――春明は詩絵から伝わる感覚に身震いをした。

　今、詩絵が生きることを諦あきらめた……。

　ふざけんなよ、このままあいつが死ぬなんて。

　……その責任の一端は、自分が彼女の気持ちから逃避したせいかもしれない。

　春明は叫びたくなりながら、フラちゃんの背中にしがみついた。

「オラァアアアアアア！　次はどこに行けばいいコノヤローッ!?」

「たぶん屋外だと思う……」

　詩し絵えの感覚はそれを示しているように感じる。三人は校舎を飛び出して外にでた。

「次は!?」

「え、ええと……！」

　詩絵との共感覚の中に手がかりを探そうとするが、次の道筋へのヒントはどこにもない。

　しかし感覚に集中する春はる明あきの代わりに、ワン子こさんが冷静な声をあげた。

「フラちゃん！　血が続いてる！　この血の跡を追って!!」

「よっしゃあああああああ！　行ったらぁ！　詩絵さまは絶対に死なせねえええええ！」

「当然ですっ、詩絵さまと、みんなとで遊びに行くって約束したんですから！」

「フラちゃん、ワン子さん……」

　雄お叫たけびをあげて、フラちゃんは夜の街を疾駆した。
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　ひと気のない方へ――街の裏路地へと、詩絵は逃げていく。

　逃げる意思力はほとんど失われつつあるが、惰性で足を動かした。

　そこで行き止まりにたどり着いた。

　行く手の壁に背中を預けて、詩絵は尻しり餅もちをついた。血はけっきょく止まっていない。背中の建物から、ジャンクフードの油の臭においが漂ってくる。街灯の明かりも届かない、薄汚い裏路地は、自分にはお誂あつらえ向むきのみじめな死に場所だった。

　――慌てる風ふうでもなく死神がやってきた。

「ねえ、最後に訊きかせてよ……」

　死神は殺さつ戮りく機械のように表情を変えずに歩み寄ってくる。

　無視をされても気にせず、詩絵は問いかけた。

「おまえは……春明のことが好きなの？」

　死神に動揺が走った。機械のような無表情が崩れた。

「……す、好きかだって。……ど、どうしてこんなときに、そんなことを……」

　白しら峰みねかおるの顔が困惑に染まる。頬ほおにかすかな赤みが走っていく。機械が人間に変わるような、魅力的な表情変化だと、詩絵は思った。

　なるほど、これは脈ありだ。春明はこの人と結ばれる運命だったんだ。

　白峰かおるは深呼吸をひとつして、死神の仮面をかぶりなおした。あっという間に表情から容赦が消える。銀の短剣を力強く握り直し、ピシャリと言った。

「そんなことは、この場には関係ない」

　関係なくはない。自分は納得のいく理由が欲しかったのだ。

　そういうことだったのだ。ワンコの言ったとおりだ。

　自分はこの人と春はる明あきの関係を乱してしまったから。

　自分勝手で悪いことをしてしまったから。

　だからその罰で、ここで死ぬんだ。

　ぼくは、ヒロインじゃなくて悪役だったんだ。

　春明を色んなことに付き合わせてしまった。無理矢理に血の力で操って、色んなことに振り回してしまった。おしくらまんじゅうでさえも、春明といっしょなら楽しかった。

　たくさんワガママ言っちゃったね。

「春明、ごめんね……」

　でも、楽しかった。
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　血痕をたどってフラちゃんは走り、駅前の街頭までたどりつく。

　だけど詩し絵えの気持ちを感じ取る春明は、このままだと間に合わないと悟った。

　詩絵はもう諦あきらめている。目の前の相手に観念して、命を差し出している。

　フラちゃんの疾駆でも、無理だ。

　……だけど諦めたくない。

　やれることはやったけど無理だったと自分を納得させる――そんな欺ぎ瞞まんはしたくない。

　口先だけでどうにもならないときには、みっともなくとも、足あ掻がかないといけない！

　血の道筋は裏路地の方に折れていく。表通り側にはマスオナルドがあった。

　もう一刻の猶予もない――詩絵の血の感覚が、春明に『ジャンクフードの臭におい』を伝えてきた。居場所はここだと、助けを呼んでいた。走っても間に合わない、だから。

「フラちゃん！　俺おれをマスオナルドの裏側にぶん投げてくれ！　詩絵はそこにいる！」

「ぶ、ぶん投げる!?」

　走りながら、さすがのフラちゃんも困惑の声をあげた。

「大丈夫、俺は詩絵と同じ吸血鬼だから手加減はいらない！」

「あ、阿あ部べくん!?　無茶ですよ!?」

　ワン子こさんが心配してくれるけれど――フラちゃんはそれしかないと納得してくれた。

　彼女は走るのを止めてワン子さんを背中から振り降ろし、春明を思いっきり持ち上げた。

「よっしゃぁあああ、わかった！　どっせ――――い！」

　フラちゃんの怪力で、土星まで飛んでいくかという勢いで投げつけられた。

　春明は猛烈な勢いで空に吹ふっ飛んでいく。野球のフライみたいに建物の屋上を飛び越えて、そしてその裏路地へと――。
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『もっとたくさんぬいぐるみ取りたい！』

『うんうん』

『もっとほかのメニューも食べてみたい！』

『うんうん』

『もっとたくさん服ほしい！』

『うんうん。また行こうな』

『うんっ』

　約束を、した。

「……やっぱり、やだよ」

　我慢していたのに、みるみるうちに涙が浮かんだ。

　できるだけ泣くまいと、いつも我慢してきた。だけど。

「やっぱりやだよぉ」

　たとえワガママであっても、嫌なものは嫌だ。一人っきりで、ほんの少しの春はる明あきとの思い出を支えに納得して死んでいくなんて、そんなのは嫌だ。

　自分はそんなに罪深いことを言っているのか。

　約束を守ってもらいたい――そんなことさえ、ワガママなのか。

「死にたくないよぉ！　助けてよ、春明っ!!」

　とっさに名前をあげたのは、父親ではなく春明の名前だった。

　いつの間にか、それほど重要になっていた人の名前だった。

　次の瞬間――それに応えるように、空から隕いん石せきが落ちてきた。

　いや、人間だ。

　いや、人間でもない。人間だったなら、落下の衝撃で五体を砕かれていただろう。

　だがその吸血鬼の眷けん属ぞくは、落下の衝撃に耐えて、しばらく大の字で倒れてもがいてから、

　全身血みどろになって立ち上がった。

「……春明」

　そして自分と死神の間に立ちふさがってくれた。

「どうやら間に合ったようだな」

　ここ数日の間抱いて寝ていた、懐かしい背中が返事した。

「陰おん陽みよう師じ、見参！」
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　痛いてえ……。超痛え……。だけど……。

「どうやら間に合ったようだな」

　よかった――だったらもうあがくのは終わりだ。これから先こそが、自分の本領。

　言こと霊だまの力であらゆる欺ぎ瞞まんを打ち砕き、口八丁ですべてを丸くおさめる。

　心の弱いところにはびこる闇やみは、すべてこの俺おれが祓はらってやる！

「陰おん陽みよう師じ、見参！」春はる明あきは、ちょっとカッコつけて叫んだ。

　機械のような顔をしていたかおるの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。その手には凶器が握られている。その姿を見られて、彼女は辛つらそうな顔をした。……心のどこかの理性で、彼女もこんな自分の姿が認めてもらえるはずがないとわかっているに違いない。

「……かおる、おまえを止めに来た」

　自己欺瞞は心の防衛機構だ。誰だれだって、弱い自分を守るために、自分に嘘うそをつく。

　都合の良い幻想を現実と思い込む。自分だってそうしていた。

　だけどその嘘が、別の誰かを傷つけることもある。

　そんなときに仲裁をするのが、嘘を見破る力を持った陰陽師という人間の役割なのかもしれない。そのためには、人の深いところに踏み込んで弱点を暴かなければならない。

　それは怖いことだけど……。

　大事なものを守るために、他人の心に踏み込まなきゃいけないときもある。

　たとえかおるを傷つけることになってでも、彼女の歪みに手を伸ばさなきゃならない。自分はもうヘタレではない――自分が傷つけてしまいそうになった、詩し絵えを守るために。

「春明、どいてくれ。私は、邪悪な魔物を滅ぼさなくてはいけない」

　仮面のような無表情を装って、かおるが言う。

　そうかよ。あくまでそう言うかよ。……いいぜ、だったらその現実逃とう避ひをぶち壊す！

「邪悪な魔物なんてどこにもいやしない」

　春明は自分の傷だらけの体をさらけ出すように、両手を広げた。

「だって、俺おれだって吸血鬼だ。……かおるは、俺を殺すのか？」

　賭かけに出た――ここでかおるが自分を殺せるぐらいに割り切っていたら、お終しまいだ。どんな言葉だってもう届きはしない。

　だけど自分の知っているかおるはそんな人間じゃない。無表情を装って、だけどふとした瞬間に笑顔をこぼす、その瞬間が、自分はたまらなく好きだった。

　自分を人質にするようなやり口だったが、だからこそかおるには有効なはずだった。

　自分は無力だ。だけど相手の弱みにつけこんだ心理戦こそ、陰陽師のやり方だ。

　かおるの顔が青ざめた――動揺している。詩絵の次は、かおるが恐慌する番だった。

「春明……くだらない嘘を言うな。いや、おまえは操られているんだ、その魔物に！」

「ふざけるなよ、俺を騙だませるような奴やつが『俺おれ』の他ほかにいるもんか。俺を誰だと思ってやがる。血の誘惑にだって、途中でちゃんと正気に戻ったんだ。なぁ、かおる、どうして魔物が邪悪と決め付ける？」

　内心ではほとんど想像がついていた。彼女は家族を失って、親しん戚せきに引き取られている。

「私は吸血鬼に家族を奪われたんだ！　吸血鬼の下げ僕ぼくにされた！」

　残念ながらそういう吸血鬼もいるのかもしれない。だから詩し絵えの父親のヴラドさんは今も遠い魔界の中心、ヨーロッパの地底にいるのだろう。仕方なく詩絵を独りにしたのだ。

「それは俺おれや詩絵とは関係ない！　おまえは埼さい玉たま県民の一人が罪を犯したら、埼玉県民全員を犯罪者あつかいするのかよ」

　卑近な例えを使って『かおるのやっていること』をわかりやすくして、理性につきつけてやった。卑近だからこそ例示は誤ご魔ま化かしを許さない。

「埼玉県民と化け物をいっしょにするな！　……今さら私は善良な化け物ですだなんて、信じられるものか！」

「分からず屋！　……だったらおまえは復ふく讐しゆう心しんにかられた、ただの殺人鬼じゃねえかっ！」

　ぽろりと出た『今さら』という言葉こそが、彼女の本音なのだろう。

　もう引き返せないほどの罪悪感を、彼女は今まで積み重ねてきたのだ。自分は、それを引きずり出さなければいけない。死体から腸はらわたを引きずり出すように。

「俺の友達の魔物が言っていた！　魔界の文明が遅れているのは魔物が人間より知能で劣るからじゃないって。魔物たちは人間と同じ理性と感情を持った存在だって。話せばわかりあえる相手なんだ。一方的に傷つけちゃいけない存在なんだ。友達にする価値のある相手なんだ」

「もういい！　春はる明あき……話は、私の義務を終えてから聞く！」

　かおるは春明から目をそらして、再び詩絵に向かい合う――かおるは目の前の難題から、逃げようとした。詩絵を殺してしまえばこれ以上春明に罪を追及されずにすむ。引き返せないところまで行ってしまえば文句は言われないだろうと、先のことを無視して逃とう避ひした。

　立っているのもやっとの春明を力ずくに押しのけて、かおるは銀色の短剣を振りかざした。……逃がすかよ！　傷だらけの身体からだに檄げきを飛ばして、春明は押しのけられてもなお詩絵とかおるの間に身を躍おどらせた。

　銀刃が踊って鮮血が散った――春明の血だ。

　詩絵の首を斬きり落とそうとした一撃は、割り込んできた春明の胸を横一文字に裂いた。

「かおる……徹底的に陰おん陽みよう師じと向かい合ってもらうぜ……」

　噴き出した春明の返り血を浴びて、かおるの顔が紙のように蒼そう白はくになった。べったりと濡ぬれた短剣を信じられないものを見るように見下ろして、その手から取り落とした。

　春明は渾こん身しんの力で地面に落ちた短剣を遠くに蹴り飛ばした。

　……痛いてえ。……超痛え。でも大丈夫、きっと再生するはず。吸血鬼なんだから。

　落下のときに負った傷も自分が想像してた以上に傷の再生が遅くて、全身が焼けるように痛いけれど、でも不死身の吸血鬼だから問題ないはずだ――春はる明あきは顔を上げて、かおるをにらみつけた。

「なぁかおる、教えてくれ。……おまえは今まで、何人の魔物を殺してきた？」

　限定された返答を要求する『クローズド・クエスチョン』。

　容赦なくかおるの心を圧迫した。たちまちその表情がストレスでひび割れた。

「わ……私は邪悪な魔物を……」

「そんなことは訊きいていない。……答えろよ！　何人殺したんだ!!　『何匹』じゃねえからな!!　数えろよ、それで口に出して言ってみろッ!!」

「魔物は邪悪な存在なんだ！　殺さなきゃいけないんだ、何匹殺したって、責められる筋合いがあるものか！」

「ふざけないで!!」

　ワン子こさんの叫び声がした。振り向くと春明から少し遅れて、ワン子さんとフラちゃんが裏路地に駆けつけてきていた。

　そうだ、誰だれよりも彼女が許せないに違いない。

「人間も吸血鬼も人狼ワーウルフも何も変わらない、そういう世の中を魔物が目指しているのに！　それを目指して私たちは勉強しているのに！　そうじゃないと、私たちは友達になれないのに!!　詩し絵えさまとも友達になれないのに……どうして人間が、そんな野蛮なことを言うのッ!?」

　ワン子さんの瞳ひとみに涙が浮かんだ。彼女こそはかおるの欺ぎ瞞まんに逆らう形で、ずっと努力を続けていたのだ。

「……この人でなし!!」

　その言葉に、ひび割れたかおるの顔が砕け散った。糸が切れたマリオネットのように、その場に崩れ落ちてしまった。フラちゃんが春明が蹴り飛ばした短剣を拾って回収した。

　だけどかおるの手には、まだ銀の銃が握られている。

「俺おれや詩絵や、あそこの犬いぬ飼かいさんが本当に邪悪な存在に見えるなら、殺してくれよ。だけど、そう見えないなら……お願いだから、認めてくれよ。目をそらさないでくれ。俺たちは、邪悪な存在なんかじゃない。理不尽に殺されたくなんてないよ」

「だけど……私は吸血鬼を殺さないと……吸血鬼に下げ僕ぼくにされた家族たちが……吸血鬼を殺して、私は家族を、自分を、取り返すんだ……」

『自分を取り返す』――それが彼女の自己欺瞞だ。今の自分は本当の自分じゃないと言い聞かせて、彼女は罪悪感を積み重ねてきた。

　かおるの弱々しい声に、しかしワン子さんが首を振った。

「そんな事実は、無いです」

「え？」――信じていたものが裏切られる恐怖に、かおるの瞳ひとみが見開かれた。

「……吸血鬼に下げ僕ぼくにされた者は、吸血鬼を殺しても関係ありません。自我を奪われて下僕にされた人間は、もう二度と元には、戻りません」

　かおるの表情が真っ白に溶け落ちていく。……そうか。つまり、そういうことか。

　それはかおるにとって救いだろうか。それとも絶望だろうか。

　その事実は、彼女の罪をやわらげる代わりに、彼女の希望を打ち砕くのだ。

「……かおる、復ふく讐しゆう心しんを利用されて、おまえも騙だまされていたんだよ」

　そのとき春はる明あきは、欺ぎ瞞まんが砕ける音と――人の心が砕ける音を聴いた。

「うあああああああああああああああああああああああああっ!!」

　かおるが大声を張り上げるのを、春明は初めて聞いた――それはもしかすると、彼女が『自分を取り返した』瞬間なのかもしれなかった――彼女にとって最悪な方法で。

　夜の空を切り裂くような、断末魔に似た悲鳴をあげて、彼女は子供のようにうずくまった。その手から、拳銃も落ちた――もうかおるに、自分たちに危害を加える力はない。

　彼女は傷ついただろうか？

　……自分を嫌いになってしまっただろうか。苦い気持ちが一瞬だけ胸を走るが、春明は詩し絵えの方を振り返った。無事だ。生きている。まだ事態を飲み込みきれていないような、真っ白に呆ぼう然ぜんとした顔で、じっと自分を見つめてくれている。

　だったら後悔したくないと思った――次の瞬間、意識が遠のいた。

　おかしい。傷が想像していたより全然再生しない。超痛い。特にかおるに斬きり裂かれた部分がやばい。血が止まらない。春明はへなへなと、かおるに身を重ねるように崩れ落ちた。

「あの……阿あ部べくん。ひとつ伝えなければならないのですが……」

　呆あきれたようなワン子こさんの声がした。つっこむべきことをしっかりつっこんでくれる、マジメなワン子さん。意識が遠のきそうになりながら、かろうじてその声を聞く。

「……あなたはまだ完全な吸血鬼じゃないです。血が完全に馴な染じむまでは、半分は人間です。羽だって生やせないし、再生能力も中途半端で……だから、調子に乗ったら普通に死にますよ。おまけにその胸の傷、吸血鬼に効果抜群な退魔用の武器によるものですし……」

「え？」――ブツリと停電みたいに、意識が途絶えた。

　阿部春明。

　ブラックアウト。



    

  
    
      


エピローグ　これから先のスイート＆ブラッド



　気がつくと春はる明あきはベッドに縛り付けられ、全身の自由を奪われていた。

　ピンクの拘束具が手足に食い込み、ベッドの上に固定されたイモムシのような状態だ。

「ねえ春明……どっちのおっぱいが好き？」

「わ、私の胸と、月つき宮みやさんの胸……どっちが好みなんだ……？」

　身動きが取れない春明に、詩し絵えとかおるさんの二大スターが迫る！

「私もいますよー！」なんか部屋の隅でメイドさんがセクシーポーズをとってるけどあれはどうでもいいや。……詩絵もかおるも露出度の高いピンク色のボンデージに身を包んでいる。詩絵の身体からだには未成熟さの混じる新鮮な色気がある。かおるの身体にはある程度大人おとなの域に差し掛かった本格派の色気がある。縛り付けられた春明に、二人がおっぱいをふにふにぐにぷにとこすりつけてこれはマジでやばい。春明の頭はボンバーヘッドだった。

「ね、ぼくのおっぱいの方が好きだよね？」「は、春明！　私を見捨てないでくれ!!」

　整った二つの顔が、春明に迫ってくる。二人が奪い合うみたいに春明の唇を……。



「やっぱり夢ですよねぇええええ!?　ちくしょおおおおおおおおお！　ボンバヘッ！」

　そして目覚めると、春明は全裸だった。

「なんでだぁああああああああーっ！」

　詩絵みたいな叫び声をあげて頭を抱えた。見回すと、詩絵の部屋のベッドだった。

「あれ……春明、起きた？」

　むくりと。春明の隣で詩絵が起き上がり、全裸の春明はピシリと石化した。

「もしかして……大人の階段のぼっちゃった？　大人になるって……悲しいことなの？」

「違うよ、バカ春明……また死にかけた春明を、ぼくが必死に献血して助けたんだよ」

　詩絵はぐったりとベッドで倒れこんだ。

「……今、春明の目の前に、貧血の吸血鬼というシュールな存在がいるのだ……」

　冗談めかしてぐったりする詩絵に、ここしばらくの暗さが無くて、春明は思わず安あん堵どを感じた――先送りにしてしまったことは、すべて解決したのだろうか？

「ねえ春明ひとつ訊ききたいんだけど……」

　枕まくらに顔を埋めながら、詩絵がたずねた。

「……血だとかの事情があって人を好きになったぼくの気持ちと、特別な事情もなく純粋に人を好きになった人の気持ちとでは……何か違いってあるの？」

　詩し絵えは自分の胸を押さえながら、つらそうに息をついた。

「こんなにドキドキしてるのに、春はる明あきはそれを認めてくれない。だけどこの気持ちよりももっと切ない胸の気持ちなんて、ぼくには想像できないよ……」

　嘘うそから生まれた気持ちは、生まれてしまえばもう本物だ――心はそういう風ふうにできている。

　……そうだった、自分はまだ、自分の気持ちを彼女に伝えなければいけない。

「たぶん何も変わりはしないよ。ただ俺おれが、潔癖な恋愛をしたかっただけだ。そういう理由で互いに好きになっても、その魔法が解けたときにお互いに失望するかもしれないから」

「ぼくはそんなこと、絶対ないって信じてる」

「だけど俺は信じられなかった」

「やっぱり春明ってヘタレなのだ……」

　枕まくらに顔を埋めたまま、詩絵は不満げな声をもらす。そう、確かにヘタレだ。

「俺は詩絵の父さんの代わりにも、永遠の恋人にもなれないよ。幻想につきあってはやれない。……だけど詩絵を寂しがらせないぐらいのことはできると思う。詩絵が新しい世界に目を向けて、それを支えるぐらいの力にはなれるよ」

　中途半端にヘタレな提案だけど、それが春明の伝えたいことだった。

「俺はもう、詩絵を寂しがらせたくない」

　ヘタレで、嘘つきな自分だけれど、これだけは断言できる。

「……恋人にはなってくれないの？」

「俺は正直言って、血のせいで、どれぐらい詩絵のことが好きかよくわからない。血のことをさっ引いたら――詩絵とかおるのどっちの方が好きか全然わからないんだ」

「……そうなんだ」

　こんなあやふやな気持ちでは恋人同士なんかにはなれない。

　かおるにはもう嫌われたかもしれないけれど。

「伝えたくなかったからずっと黙ってたけど……血の力はいつか消えるよ」

「え、そうなのか」

「うん。今日また大量に血を注いだからそれがいつのことになるかわからないけど……春明の身体からだに血が完全に馴な染じんで、春明が完全に吸血鬼になったら、血のせいで気持ちが揺り動くことはなくなる。そのときが、きっとぼくの試練の時だから……だから、ぼくは」

　詩絵は深呼吸をしてから、決然と春明に告げた。

「それまでにもっともっと春明をぼくのこと好きにさせてみせるから！　血のせいだとか、そんな言い訳がきかないぐらい、朝も夜もぼくのことしか考えられないようにする！　だって春明は、ぼくのこと命がけで助けてくれたもん。そんなこと本当は血の力だけじゃできないもん。春明は血の分を抜きにしてもぼくのことどんどん好きになってるんだから。これから先ももっともっと絆きずなを積み重ねて、春はる明あきをぼくにメロメロにさせてみせる！」

　威厳をもって、覚悟しろとばかりに最後の言葉を強く言い直した。

「春明を、ぼくにメロメロにさせてみせるのだ!!」

　詩し絵えはぴょいんとベッドからはねおきた。

　掛け布団ぶとんもはねあがったものだから、全裸の春明は慌てて押さえた。

　全裸を隠すことに必死な春明に、詩絵は宣言した。

「ぼくもうワガママ言わないよ。だだをこねたりもしない。欲しいものは自分の力でつかみとってみせる。どっちつかずのヘタレ春明を手に入れることぐらい、ドラゴンの力なんて必要ないのだ……！」

　宣言する詩絵の表情には、現実を見据えた力強さがみなぎっていて、春明は掛け布団で全裸を隠しながら『俺おれ、奪われちゃうかも……』と乙おと女めチックに思った。

　現実を見据える強い覚悟によって、嘘うその関係を真実に変えようとしているのだ。

　自己欺ぎ瞞まんから立ち直った詩絵は、強かった。たぶん自分はもう、逃げさせてもらえない。

　もう否定することができない――目の前のこの女の子は、自分のことが好きなのだ。

「……ところで詩絵、俺、服を着たいんだけど」

「え、見てちゃだめなの？」

「だめに決まってるだろ！」

「まぁ、もう見たからいいのだ」

　部屋から立ち去ろうとする詩絵の背中を、春明は思わず呼び止めた。

「なあ、詩絵」

「ん？」

「……ここのところずっと暗い表情しか見てないから、俺、詩絵の笑顔が見たい」

　詩絵は何を要求されたのかわからないという風ふうにきょとんとした。

　しかしすぐに「えへへ」と嬉うれしそうに笑って、そして、部屋から出ていった。

「……可愛かわいいじゃねーか、ちくしょう」

　どんなにいやらしい誘惑よりも、彼女は笑顔が一番似合う。



　ノーパンからパンツを履いたときの安心感は異常――そんなことを思いながら着替えて部屋から出ると、とたんに広間の方から「ぎゃあああああああ!?」と悲鳴があがった。

　春明が広間へ走っていくと、向かいから詩絵が走ってきて、春明の背中に隠れた。

　そして広間からかおるがやってきた。旅行で使うような大きなキャリーケースを引きずっている。春明は――自分がどう思われているのか不安で、震えた。

「……クルースニクを抜けてきた」

　そういう彼女の目は、一晩泣き明かしたかのように腫はれぼったくなっていて、異様な迫力があった。春はる明あきがごくりと息を飲んで次の言葉を待つと、彼女はビシリと春明を指差して、決然と言った。

「だけど私は、春明の言葉を全部信じたわけじゃないからな！　あんなの一方的で、不公平だ！　……だからこれからおまえたち魔物が悪事を働かないか、監視させてもらう。じゃないと不公平だ。……そういうわけだから、この城に部屋を貸して欲しい」

「それは……確かにそうだな」

「ちょ、ちょっと待てーっ！　何だそれーっ!?」

　春明は納得したが、詩し絵えはいきりたった。城の主あるじの反対に、かおるは及び腰になった。

「月つき宮みやさん……申し訳ない」

　ぺこりと頭を下げた。詩絵は「へ？」と戸惑った。

「自分勝手な思いこみで、月宮さんにずいぶんと迷惑をかけてしまった。どれだけ謝っても済むことではないかもしれないが、どうか許して欲しい」

　春明が背後に隠れようとする詩絵をかおるの方に突き出すと、詩絵は真正面から謝られてどう対処すればいいのかわからないという風ふうにオロオロとした。

　しかしその表情がふと、同情に染まったような色をした。

　とつぜん詩絵は何を思ったか、頭を下げるかおるをぎゅっと抱いた。

「えっ？」今度はかおるが戸惑いの声をもらした。

「許すとか許さないとかはどうでもいいとして、その……吸血鬼に家族を奪われたんだよね。ぼくとは関係ないけど、同じ吸血鬼のことだから……ぼくの方も、ごめんなさい。……その、家族を失うってたぶんすごく辛つらいことだと思う」

　言葉をつむぎながら、詩絵の瞳ひとみがうるんだ――大好きな父親を失うのを想像したのかもしれない。

「今一番辛いのはぼくじゃなくてかおるだと思うから。えーっと、その……こうして抱きついてるのは、ぼくが辛かったとき春明がこうしてくれたら嬉うれしかったからで、その……」

　詩絵は口をもごもごさせてから、言った。

「この偉い吸血鬼のお姫さまが、胸を貸してあげる……のだ」

　背の低い詩絵に頭を抱えられたかおるは、腰が痛くなりそうな前かがみだったが、

「……ありがとう」

　しかしそう感謝して、詩絵の肩にかじりつくように身を任せた。



「しかし部屋なんて用意できるもんなんですか？」

　しばらく抱き合っていた二人がようやく離れると（詩絵は恥ずかしくなったらしく再び春明の後ろに隠れた）、春明はかおるのそばに控えていたメイドさんにたずねた。存在感がまったく無かったが、かおるをここまで案内したのは彼女なのだろう。

「ダメーっ！」とつぜん詩し絵えが叫んだ。

「かおるはダメ！　その……ライバルだからこの城には住まわせられませんなのだ！」

「ライバル？　……何のことだ？」

　かおるは純粋無む垢くな顔をして首をかしげた。

「詩絵さまー、この件についてはワガママ言っちゃダメです。紅くれない電でん機きと話をしましてですね、春はる明あきさまとかおるさまを城に受け入れることで、このお二人が本来払はらっている学生寮の寮費が魔界に支払われることになりました。貴重な外貨獲得のチャンスなのですよ!!　わかりますね、詩絵さま！　私、交渉、超頑張った!!」

　メイドさんが圧力のある笑顔でそう言うと、実権をほとんどもっていないお姫さまは「あうあうあう……」と唇を震えさせた。

　かおるは不意に得心がいったように手を叩たたいて、申し訳なさそうに詩絵に向き直った。

「確かに二人は付き合っているということなのに、そこに割り込むのは野や暮ぼだと思うんだが、そこを何とか……」

「あ、かおる。それ嘘うそだから」

「なに？」

　そういえば、そんなデマもあったな。まだ信じられていたのか……。

「何でバラすのぉおおおおおお!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　詩し絵えが頭を抱えて転がった。

「は、春はる明あきっ!!」

　今度はかおるがいきりたった。予想を超えた勢いで彼女は怒った。

「ど、どうしてそんな嘘うそをつくんだ！　春明はいい加減な奴やつで嘘つきだとわかってはいたが……他人を傷つけるような嘘はつかないと信じていたのに！」

　春明は慌てて「ご、ごめん」と謝った。……しかしその嘘をついたのは詩絵だ。

「そんなに怒ると思わなかった。……ていうか、傷ついてたんだな」

　かおるは頬ほおをかすかに朱に染めて黙り込んでしまった。それから。

「……そうか、嘘だったのか。嘘だったんだな。……ふふふ」と笑った。

「それじゃかおるさま、お部屋に案内します。こちらでーす」

「……ていうかかおる、大丈夫なのか……？」

　メイドさんについて行こうとするかおるを、とっさに呼び止めた。

　彼女は傷ついてはいないだろうか――自分を嫌ってはいないのだろうか。

　自分といっしょに住むなんて、彼女が嫌なんじゃないかと、不安だった。

「……正直、平気と言えば嘘になる。あのときの春明の言葉で、自分を支えていたものが折れてしまった。今となってはそれに頼っていたのも心の弱さだったと思うけれど……」

　かおるは振り向かずに答えた。表情はうかがえない。

「だけど、春明は嘘つきだけど……私が傷つくようなことは今まで一度も言わなかった。あのとき春明がああ言ったのは、月つき宮みやさんのためだったとしても、私を傷つけたくて言ったわけじゃないって信じられたから――私は春明を信頼している。自分を支えるものが無くなったとき、だけど私にはまだ春明がいるって思えたんだ。だから……私はきみがいれば、大丈夫だよ」

　言葉を通して信頼感が胸に溶け込んできた。――思わず涙ぐみそうになるぐらい、春明は嬉うれしかった。そうだ、あのときとは自分の気持ちも、相手も、すべてが違うんだ。

　信頼してもらえていたんだ――嘘つきの自分を。

　他人の心に深入りしたら必ず嫌われるなんて、そんな不安、馬ば鹿かげてたんだ。

「やっぱり春明は私にとって、特別な存在なんだ」

　かおるが振り向いて笑った――自分を見つめなおしての、心からの笑顔。

　特別な血の力なんて無くても、それは春明の心を溶かす甘さをもって突き刺さった。

　かおるの『特別』という言葉に、転がっていた詩絵がビヨーンと飛び跳ねた。

　……ま、まぁ、かおるの言う特別なんてどうせ『唯一の友達』みたいな意味だろうけど。

　いや、今回こそは違うかも……そう思うと春明は変に期待してしまう。

「これからもよろしくお願いします」

　ぺこりと行儀よく春明に頭を下げてから、かおるはメイドさんに連れられていく。

　……だけど彼女はこれから自分の現実と向き合うことになっていくのだろう。彼女にはきっと、これから先もまだ苦しくて辛つらい事実がたくさん待ち受けている。たくさんの魔物を殺してきたという過去だって消えない。

　だけど、しかしとりあえず……。

「……一つ屋根の下か」

　春はる明あきはぼそりとつぶやいた。表情が自然とにやにやとした。

「がぶっ！」

「いってー！」

「春明、何だらしない顔してるのっ!?」

　――誰だれもが嘘うそをついていた。だけど今、それぞれ目をそらすのを止めて、互いに真正面から向き合い始めた。

『甘い血』のせいでゴールは見えないけれど、ようやく『それ』のスタートラインに立ったのだ。春明はシリアスな顔つきで、遠い目をした。

「フッ……何だか騒がしくなりそうだな」

「何かっこよさげな締めっぽい言葉で誤ご魔ま化かそうとしてるのっ!?」

　プンプンと怒る詩し絵えに、春明は思わず笑う。

　だけど同時に不安にもなる。

　自分たち三人は、たぶん覚悟しなければならない――これから先、とろけるように甘いことも、血がにじむように痛いことも、無数に積み重ねることになるだろうから。

　きっとそれを、人は恋と呼ぶのだろう。
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　なんだか小こっ恥ぱずかしいものを書き上げてしまった気がする。

　しかしそれも仕方の無いことです。なにしろ本作のタイトルは『すいーとブラッド』。
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　――あとがきを立ち読みしてから購入を検討する読者さまのために本作をざっと紹介すると、本作はそんな感じです。甘いものが好きならぜひそのままレジにお運びください。甘いものが苦手な方は、『ブラッド』の部分に無限の可能性を感じながらレジにお運びください。なんだかものすごく見苦しいあとがきを書いている気がしますが、作者は生きるのに必死です。

　それにしても『あとがき』というのは言ってみれば作者の素顔ですが、ラブコメ的なものを読んだあとに作者（24歳男性・最近ヒゲを伸ばしてみた）の素顔に遭遇するというのはどうなのでしょうか。感覚的には、夢の国みたいな遊園地から帰ろうとしたら、遊園地のイメージキャラクターたちがワラワラと集まってきて、おもむろに着ぐるみを脱ぎ始めて中から出てきた汗みずくのオッサンたちに「本日はご来園ありがとうございました！」と頭を下げられるようなもののような気がします。とりあえずごめんなさい。

　謝辞に移ります。読者さまから見たら謝辞は退屈かもしれませんが、作者はみなさまに感謝したくて感謝したくてたまらないので謝辞を書きます。今からぼくは謝辞の化身になる。アバターオブサンクス。日本語のラップの歌はどうしてあんなにも感謝ばかりしているのかと巷ちまたで話題ですがこのぼくも負けません。ありがとう！　みんなありがとう!!

　特にＲＥＩさんのイラストは最高に美麗で、ありがとうの言葉では言い尽くせないぐらいありがとうございました！　そして担当児玉さん、生きててごめんなさい……。

　ぼくたちの戦いはまだ始まったばかりだ！　というわけで次は二巻でお会いしましょう。ただし『すいーとブラッド』が売上不振の場合は新シリーズ『でりしゃすウンコ』が始まります。ごめんなさい嘘うそです。頑張りますので二巻もどうかよろしくお願いします。

　……そういえば作中に妙な形で埼玉県が登場しますが、埼玉県を揶や揄ゆする意図は毛頭もなくぼくも彩さいの国くにの一員であります。良いとこ良いとこ所ところ沢ざわ。家賃は三万円。
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　著者

　三原みつき（みはら・みつき）

　　ネタにつまると家事に精を出します。るんるん気分でお菓子づくり。今日は青空お洗濯びより。……あぁっ、ダメよ新聞屋さんダメ！　私には亭主が！　ああん、ダメェーッ!!　あ、ちげーや、現実逃避しすぎて我を忘れてしまった。俺、若妻じゃなくてラノベ作家だった。……とっととネタ出さなきゃ……。
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　　台湾在住のフリーイラストレーター。
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　　ＨＰ：‥http://rei.tw/



    

  
    
      

すいーとブラッド



発行日　　２０１０年９月24日

著　者　　三原みつき

イラスト　ＲＥＩ

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©Mitsuki Mihara



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『すいーとブラッド』（２０１０年９月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    

  OEBPS/image/o_kuchie_02.jpg





OEBPS/image/o_kuchie_03.jpg





OEBPS/image/o_p031.png
\( »»
/A\“ < \ )/ K

‘f’u ’\‘%ﬁ

A 7))





OEBPS/image/o_kuchie_01.jpg
M5RHDP RvmSE
WOMTRIGR 0 42
OBSREY PERIUVEDER

Mot ERME--L4e~ 02 ON
INKAY L HEDFEP QRSN 1S

EVHIOLR<E 0
V020 20E iR






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg
ORI 1|

—mIeTNUA N
7\





OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          １章　延長線上の非日常
        




        		
          ２章　バカップルの誕生
        




        		
          ３章　嘘つきたちの三角関係
        




        		
          ４章　自己欺瞞
        




        		
          エピローグ　これから先のスイート＆ブラッド
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p177.png





OEBPS/image/o_p095.png





OEBPS/image/o_p257.png





OEBPS/image/o_p077.png





OEBPS/image/o_p015.png





OEBPS/image/o_p109.png





OEBPS/image/o_p201.png





OEBPS/image/o_p155.png





OEBPS/image/o_p131.png





